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VI岩田古墳群第9011・ 12・ 13号墳

第 1章 序 説

岩田古墳群第 9号墳 (略記号 E9),第 11号 墳 (E11),第 12号 墳 (E12),第 13号墳 (E13)

の古墳 4基は,と もに岡山県赤磐郡山陽町河本字石江107～ 109番地の,埋積平地を臨む丘陵上の傾

斜面,約 25π ×40%程の範囲内に近接して群在する。いずれも丘陵傾斜面を利用して溝状に掘 り込

んだ掘 り方内に,半地下式の横穴式石室を構築した小円墳と推察されるが,すでに石材採掘等によ

って大破され,墳丘は原形を全 く留めないまでに変貌し,石室も二次埋積によって完全に埋没した

状態で,そ の残骸が辛 うじて遺存する程度のものが多かった。したがってこれ らの古墳は事前の分

布調査など,外表観察の段階ではその存在を知ることができなかったのである。

岡山県と山陽町の間で締結された,昭和47年度山陽団地埋蔵文化財発掘調査委託契約 (通算第 9‐

次)に ともなう,発掘調査対象遺跡の一つである弥生時代集落llL,用 木山遺跡第 3地点の発掘調査

を実施中に,当 該遺跡内に複合立地する岩田第 9号墳,第 ll号 墳,第 12号墳の 3基を,ま た昭和48

年度委託契約 (通算第10次)に もとづく,用 木山遺跡第 2地 点の発掘調査中に岩田第13号 墳を,夫

々偶然に掘 り当て発見したのである。各古墳とも発見と同時に発掘調査進行中の集落遺跡の調査と‐

併行させて,山陽町教育委員会が発掘調査を実施 した。個々の古墳の発掘調査の経過概要は下記の

とおりであるが,いずれも集落遺跡の発掘調査と併行調査のため,実測および写真撮影の記録作業|

が遅れがちとなり,ま た他の地区の発掘調査が緊急を要するなどして, しばしば調査が中断される|

など,一貫 した集中的発掘調査の体制が組めなかった。そのため調査期間は各古墳ともかなりのヨ|

数を要しているが,実質的な調査日数はいずれも数日FElの 調査行程で終了している。岩田第 9号墳
|

など3基の古墳が発見された用木山遺跡第 3地 点の発掘調査は,昭和47年 4月 20日 か ら同30日 まで‐

と,同年 7月 25日 か らll月 3日 までの 2次にわたって実施した。               |

岩圏第 9号墳は用木山遺跡第 3地点D3グ リッ トにおいて, 4月 27日 発見された。直ちに30日 ま
|

でをかけて残存石室のほぼ全貌を露呈したところで一時中断, 9月 1日 発掘調査を再開, 2日 まで
|

床面の発掘と写真撮影, 9月 6日 とll国 に石室の実測,22日 に石室裏倶1と 掘 り方を調べる トレンチ
|

発掘,30日 と10月 2日 に石室および掘 り方の断面図を実測,本古墳の発掘調査を終了した。この間
|

実質調査 日数は約10日 間である。第11号墳は第 3地点K13グ リッ トにて 8月 24日 発見,26日 までの
|

内 3日 間をかけて石室発掘, 9月 30日 か ら10月 4日 までに石室の実洪jお よび出土状況の写真撮影と
|

出土遺物の取 りあげ,そ の間10月 2日 に石室裏側と掘 り方内 トレンチ発掘,10月 5日 石室および掘|

り方の断面図を実測して発掘調査を終了した。実質発掘調査所要 日数は約 8日 間である。第12号墳|

は第 3地点Nllグ リッ トにおいて 8月 30日 発見, 9月 4日 までをかけて石室を発掘, 9月 20日 実測
|

準備,21日 か ら28日 までの内 6日 間を要して,実測および出土状況などの写真撮影と遺物の取 りあ|

げを行なって発掘調査を終了した。実質発掘調査所要日数は約12日 間である。なお本古墳は発掘調 |

査終了後の10月 ll日 ,石室下層に複合する弥生時代竪穴式住居址の発掘調査のため,石室の大部分|
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を私たち調査団の手によって取 り壊した。

岩田第13号墳が発見された用木山遺跡第 2地点の発掘調査は,前後 3回 にわたって実 施 され た

が,なかでも第 3次調査は昭和47年 10月 12日 か ら,昭和48年 7月 27日 までの長期におよんだ。岩田

第13号墳はこの第 3次発掘調査の期間中,日召和48年 1月 29日 に第 2地点C5グ リットにおいて発見

された。原位置を保つ石材はほとんど遺存しなか ったが, 2月 1日 までをかけて石材を発掘, 3月

第62図 岩田第 9,H,12,13号 墳周辺地形図
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16日 ,19日 ,20日 ,22日 の 4日 間で実測および出土状況の写真撮影,遊離石材の除去と遺物の取 り

あげを行ない発掘調査を終了した。実質発掘調査所要 日数は約 7日 間である。同年 6月 28日 には,

本古墳と複合立地する竪穴式住居llL発 掘調査のため,石材の一部を除去した。

以上の発掘調査古墳 4基および用木山遺跡第 203地 点は,発掘調査終了後の昭和48年 1月 23日

と同年12月 26日 の 2回 にわたり,住宅団地造成工事によってその基盤である丘陵もろとも削平され

て消滅した。すなわち 1月 23日 に第 9号墳と第11号 墳が,12月 26日 に第12号墳と第13号墳が重機械

によって破壊されたのである。現在は分譲住宅地として階段状に整地され,行政地番も山陽団地 3

丁目と新しく定め られ,昔 日の面影はどこにも留めていないのである。

第 2章 立地と調査前の概況

岡山県営山陽住宅団地の開発事業用地となった東高月丘陵群は,盆地状の埋積地の一角に張りだ

した方約 1,000π ,平地との平均比高約40π ほどの低丘陵群で,多 くの尾根支脈を分出しながら広

がっている。当岩田古墳群が所在する用木山は, この丘陵群のほぼ中ほどにあって,標高922と 最

高位を占めるが,な だらかな亀甲形をした丘陵頂を形成し,ち ょうど寄せ棟づ くりの尾根状に,四

方へ緩やかに下降しながらのびる丘陵尾根支脈を分岐している。

この用木山丘陵一帯は,今次開発事業が始められるまでは松林であったが,同時にまた用木山遺

跡等の弥生時代集落遺跡をはじめ,当 地域における初現的な様相を示す用木古墳群16基,横穴式石

室を内部主体とする当岩圏古墳群 9基,古墳時代後半か ら奈良・平安時代へいたる土墳墓の散在な

ど,多種多様の遺跡が,互いに同一立地に重複しながら集中的に所在する地域でもある (P29-図

4)。     =

岩田第 9号墳等 4基の古墳は,用 木第 1号墳の立地する用木山頂か ら東方へ緩やかに下降する尾
‐

根支脈の,稜線およびその南斜面に群在する (図 62)。 すなわち第 9号墳は用木第 1号墳の東約55

π,尾根主軸の南約12π の稜線肩部にあたる標高約75.5π に位置する。また第11号墳は第 9号墳の

東約38π ,標高約70π の尾根上に,第 12号墳は第11号墳の南南西約20π ,標高約67π の南斜面に所

在する。そして第13号 墳は第12号墳の西約37π ,第 9号墳の南西約18π ,標高約66π の南西斜面に

立地する。したがって 4基の残存石室の中心を結ぶと,長辺約38π ,短辺約19π の平行四辺形の各

頂角に位置することになる。

岩田第 9号墳の西南西約70π に岩田第 8号墳,さ らにその北西約65π に第 6号墳があり,第 11号

墳の東約75π に岩田第14号墳,谷水田一つを隔てた南東約 200π の,さ くら山尾根上には岩田第 1

号墳が所在して,それ らは互に指呼の間に望見できるのである。しかしこれ ら4基の古墳か らの眺

望は,当 該地が東南へ湾曲する小谷頭上の傾斜面に位置しているため,東南方向を除 く他 の 方 角

は,夫 々隣接する尾根支脈の稜線によって大部分を遮ぎられ,そ の視界は大きくll■ 定されている。

尾根上に立地する第 9号墳および第11号墳と,平地に向かって張 りだした南斜面に位置する第12号

墳はまだしも,谷懐状の南西斜面のそれも立地の低い第13号墳は,埋積平地をほとんど望見するこ

とができない。

―-134-―
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以上の各古墳の立地等に関する所見は,いずれも発掘調査終了後の現状によるものである。当該

地が風化の進んだ花同岩の媒乱土で形成され,ま たかなりの傾斜面に立地することもあって,崩れ

やすい地形であるためか,各古墳ともすでに前述もしたとおり石材採掘等によって,大きく破壊さ

れているにもかかわらず,そ の後の風化や流上の影響で墳丘は全 く原形を留めず,ま た盗掘坑も二

次的堆積土によって完全に埋没するなど, 自然地形に近い状態に還元していて,当初の分布調査や

外表観察の段階では,そ の存在に気付かなかった。今にして思えば,地形の高い側の馬蹄形状の周

渥や石室掘 り方など,僅かにではあってもその痕跡が地表面に残 っていたはずである。しかし当時

は,こ の丘陵には昭和初期に施工されたと伝えられる植林用の砂防段が設けられ,ま たその他にも

丘陵斜面に不定形な掘 り込みの跡が多 く見受けられて,その半」別はできなかった。当初この地を弥

生時代の集落遺跡としてチエックしていたこともあって, こうした不明の人工的な掘 り込み痕跡に

ついては,竪穴式住居などを建築するための整地跡などと,生活量にともなう遺構の残痕と一括し

て理解したのである。

第 3章

第 1節 遺構の出土状況

岩 田 第 9号 墳

本古墳は,東へなだ らかに下降する丘陵尾根支脈の稜線か ら南へ約12π 片寄った, これか ら急傾

斜面に臨もうとする肩部に,南に開□する横穴式石室の奥壁を置く小円墳であったと推察される。

しかし,すでに石材採掘等によって大破され,さ らにその後の風化や流土等によって墳丘の高まり

や墳域なども損なわれ,調査時における外観ではその存在は全 く認められなかった。発掘調査の結

果:石室の奥壁およびそれに接する両側壁と床面,な らびに石室外周の掘 り方の一部を僅かに遺存

する程度である (図 64,図版36)。

横穴式石室を構築するための掘り方は,丘陵傾斜面を利用して,地形の低い南倶lか ら等高線に直

交する方位で溝状に掘 り込まれている。現状で確認できる地山生き土上面での現存掘 り方上端巾約

3.2π ,同奥行長約2.3π ,底面巾約3.Oπ ,同奥行長約3.9π ,掘 り込みの最も深い北小口壁面の深

さ約1.2π を測る。掘 り込みの角度はいずれもやや上方に開 く外傾を示し,底面もほぼ平 らに整 然

と掘 られているが,石室構築の際に石材に合して,底面や壁面をさらに掘 り込んで調整 した跡を残

す。掘り方底面は現存部で地形の低い側の南へ約 5度の緩い下頃をみせるが,そ の外方は44度の急

斜面となっている。掘 り方の現存奥行 3.9π か ら推察して,お そらくは掘 り方の土砂等を下方に埋

めだして,石室床面を若干延長整地して,半地下式の横穴式石室を構築したものと考え られるが,

調査時点では,直接丘陵地山の生き上に掘 り込んだ部分のみの遺存で,原況は明らかでない。

石室は天丼石のすべてと倶1壁 の大部分はすでに持ち去 られ,奥壁とそれに接する両倶1壁の根石各

1個分が, コの字形に遺存するのみである。奥壁を背にして左倶1壁長 l.3π ,右倶1壁長 1.77π ,石
室巾0。 95π を洪」る。しかし石室床面は償1壁 に較べてやや保存状態が良好で,奥壁か ら約222の 長さ

の水平画を保ち,床面に木棺 l体分の痕跡をとどめている。また倶1壁の現存しない部分において,

残

な

た

離

横

は

を

石

に

奥

摘

で

と

98

隅

の

干

―-136-一



/t

≠
::こ i::i::ll、

第64図 岩 田 第 9号 墳

ヽ

ド

o               2m

出 土 状 況 図

残存側壁の延長線上に根石の抜き取 りを思わせる痕跡が 2か所認められたが,その実際は明 らかで

ない。石室長軸中心線の方位は北14度西を示 し,ほぼ南南東に開田部をもつ。石室構築に用いられ

た石材は,現存する限りではすべて当丘陵に多 く産出する花同岩の自然転石である (図 65,66)。

奥壁は中0.98π ,高 さ0。 73れ ,厚さ 0。 4π のやや扁平な石材を,掘 り方の北小日壁面か ら約17卸

離れた中心線上にほぼ垂直に立て,その上段に図示したごとく,高さ15m～ 25m程度の石材 3個 を

横口積みにして天部を揃え,石材間の隙間には小割石を詰めて調整している。現状における奥壁高

は約 1.lπ であるがその形状か ら推察して,天丼石はすでに失なわれているものの,奥壁の金原況

をほぼ保つものと思われる。側壁は左右両佃1壁とも,長 さ約1.4れ ,高さ約0,8π 程度のやや大形の

石材を,広 口面を石室内側に揃えて立てて根石として,その上に小形の石材を横口または小口積み

にして構築したものと推察されるが,現存部が僅かのため詳細は明らかでない。両側壁根石よりも

奥壁根石が先に置かれていること,お よび側壁は持ち送 りとな らず垂直に近い築造であることが指

摘できるほかは,石材間の隙間への粘土等の充襲や,赤色顔料の塗布の有無の施設については不明

である。

床面の木棺は,奥壁の南32卸 に北小口を置いて石室のほぼ中央部の床面上に,長方形の腐蝕土面

と直立 した鉄釘数本の検出か ら確認できた。腐蝕土面での長さ 125卸 ,巾 54cm,直立釘間での長さ

98c■ ,中 44帥 を測 りやや小形である。棺内北小田部床面に金環 1対,西棺側部に刀子 1,南小口東

隅に鉄鏃が検出された。この形状か らおそらく頭位を奥壁側の北に置いての埋葬と推定 され る。こ

のほか,棺の南約50cmの 石室床面に,意識的に置かれた数個の石材と,鉄鏃,鉄釘,須恵器断片若

千の遊離散在が認められ,棺の存在が想定されるものの,現存石室外で撹乱されているおそれも強
卜ヽ
鞭
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く詳細は不明で ある。なお石室南側の急斜面にも,10数個の石材が崩落した状態で検出されたが,

石室の残存状況 等 と合せ考えて,当 古墳関連の石材であったろうと推察できる程度である。

第 2節 出 土 遺 物

本古墳の石室 内およびその周辺部か らの出土遺物は, ０片
，

ム
Ｆ
∫
た
‐
‐
た
ノ
‐
‥

金環 2,鉄鏃 4,刀 子

1,鉄釘約10本分で

ある。石室床面の本

棺内発見の金環 2,

刀子 1,鉄鏃 1お よ

び棺鉄釘 7の ほかは

石室床面を含む石室

埋土および周辺部に

おける遊離発見であ

る。

1.須恵器片

総数32片の破損し

た小断片で,すべて

遊離検出である。原

器形の判男1で きない

ものが多 く,図示で

きるものも僅かであ

る (図 67)。 出土片

を検討した結果,直

口壺,長首壺各 1個

体分,平瓶 2個体分

を確認できたが,杯

片と断定できるもの

は存在 しなか った。

しかし当該地は集落

址および古墳時代後

期の上壊墓が所在し

て,周辺部にもかな

りの量の須恵器片が

散在しているため,
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一概にここで発見した須恵

器片を,本古墳と直接的に

結びつけること は で き な

い。参考までに口頸部に凹

線をもち,鋭いへ ら先状の

工具で窯印状の刻印を付し

たもの (図 67-2)な どが

認められる。

2.金環 (図 68,図版46)

銅地金張り製の 2個であ

る。どちらも同巧同大のや

や小形のつくりで一対とな

るものである。断面が楕円形を呈する棒銅を円形に曲げ,切 り回のつき合せ部を約 0.2cπ 間隙をも

たせたつ くりである。表面に張 られた金は若干の象」脱はあるものの,比較的に遺存度が良好で今も

黄金色の光沢を保つ。(Jの 外径2.15cπ ×2.00cm,内 径 1。 15cm× 1.05cm,体 部径 0。 70cπ ×0.50cm,突

き合せ部間隙巾0.18cm,121の 外径2.15cm× 2.00cπ,内径l.20cm× 1.10cm,体 部径 0。 70cπ ×0.48cπ ,

突き合せ部間隙申0。 12cmを 測る。

3.鉄鏃 (図 69,図版44)

尖根式鉄鏃 2本,撃頭式鉄鏃 2本の計 4本である。いずれも銹化が著しいうえに茎部端を欠損し

ているため,全形は不明である。尖根式鉄鏃は,鏃身部が楕円形,横断面がかまぼこ形を呈する長

さ約1.5cπ ,巾 ○。9cπ と小さく鋭いつ くりである。茎部は長さ約 7 cπ ,中 0.6cπ ,厚さO.4cmの 断面長

方形を呈する平角状,根部は段をもって一まわり細 くなる巾0.4cm,厚 さ0.3cm,先端になるにつれ

てさらに細まる角錘形の形式と推察されるが,先端部がいずれも欠損しているため不明である。先

に報告した岩田第 8号墳出上の同形式鉄鏃に類似し,原形は全長12cπ ～13cm程 度の鉄鏃であったろ

うと考えられる。

撃頭式鉄鏃は,どちらも鏃身は逆台形状を呈し鏑や返刺を

もたない。刃先部断面は二等辺三角形,横断面は長方形を示

す。箆被はもたず直接細長い平角状の茎がつ くつ くりである

が,茎端部を欠損している。椰)は本棺内南小口で検出された

もので現存全長10.5cm,身 部先端中2.9cm,関 部巾1.3cπ ,身

部長7.lcπ ,身部厚0.4cπ ,茎部付根巾O.8cπ ,同厚さ0.5cmを

測る。 (4)は 現存全長7.8cπ ,身部先端巾2.5cπ ,関部巾1.Ocm

身部長6.9cm,身部厚○.4cm,茎 部付根巾0.5cπ ,同厚0。 3むmを

測る。

9      :      9Cm

第67図 岩田第 9号墳出土須恵器実測図

れ

　

て
　

有

|き

て

長

o       3cm
i  l  日  l

第68図 第 9号墳出土金環
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第69図 岩 田 第 9号 墳 出 土 鉄

4.刀子 (図69,図版44)

石室床面木棺内検出の刀子片である。銹化が著しい折損片2片 15)を 発見したが,同一個体と思わ

れるにもかがわらず接合できなかった2片を合せての現存全長11.3cmを 測るが,原全形は全く不明

である。鍛造によるつくりで断面が二等辺三角形を呈すること,他の一辺は柄状を呈し,本質が遺

存することなどから刀子と推察できる程度である。

5。 鉄釘 (図96,図版44)

石室床面木棺痕跡部 7本,そ の他 3本分計10本分の出土である。特に木棺痕跡部の出 土 状 況 か

ら, これ らの鉄鋼
・
は棺を組み立てるために用いられた釘 と考え られる。銹化折損等が多 く全形の明

らかなものが少なく,ま た鍛造のため計測値にかな りのばらつきも認められるもののぅいずれもほ

ぼ同巧同人のつ くりである。ほぼ全形を保つ俗)(■ について概要を記せば,断面長方形を呈す る角釘

で,頭部を扁平 に打ち広げて一方に折 り曲げて傘状にした,鉄道犬釘に似たつ くりである。椰)は全

長約13釧,中央部断面1.2cm× 1.Ocm,(ηは全長11.9Cm,中央部断面0.8cm X O:5cmを 測る。

第 4章 岩田1第11号墳

第 1節 遺構の出土状況
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第70図 岩 田 第 H号 墳 出 土 状 況 図              ‐

第 9号墳の東約38π ,第 12号墳の北北東約20π の,東へなだ らかに降る丘陵尾根支脈の標高約70

πの稜線上に,尾根走向に沿って東へ開口する横穴式石室の奥壁を置く円墳である。第 9号墳の場 |

合と同様にすでに大破されたうえに,そ の後の流土や埋積のため,墳丘は流され盗掘坑 も埋 没 し|

て,自 然地形と変 らない状態となって,外見ではその存在はわか らないほどである。発掘調査の結 |

果,石室と掘り方および周浬の一部が検出され,古墳の構造と規模の一端を知 り得た。古墳は丘陵|

傾斜面を利用して,地形の低い東か ら溝状に掘 り込み,下方に埋めだして石室床面をつ くり半地下 |

式の横穴式石室を構築した後,地形の高い西方の尾根部を掘って,周浬および墳域を画するととも|

に,その土で石室を覆 って封土とした円墳である。 (図 70,図 版38)。             |
周浬は図示したごとく,掘 り方の西小口か ら約1.75π西方に内縁部をおいて,やや不定形ながら|

石室外方をほぼ半円形に続るが,約 1000分 の25の 勾配をもつ尾根中の狭い稜線にあり,ま た崩流し

易い花同岩風化土で形成されているため,や っとその痕跡をとどめる程度の遺存である。現状で掘 |

り込みが確認できる現存地山生き土面巾約l.5π ～2.3π ,横断面は浅い円孤状を呈 し最深部の深さ
‐

約15cm,周浪底中心推定径約 9.lπ を測る。当該地表土層のその後の風化流失め度合が 不 明 の た |
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第71図 田 第 H号 測 図

め,周濃の原況は明らかでないが,本古墳は石室長軸に沿って長径をもつ平面形が楕円形の小形円

墳と推察され,石室に直交する短径は約 9π前後と推測される。

石室掘り方は,地形の低い東から尾根主軸に沿って,底面をほぼ水平な長方形の溝状に掘ってい

る。封上が全く認められないほど表土層が流失して,掘 り方の全原形も明らかでないが,現状での

掘り方上面巾約 3.6れ ,底面巾約3.lπ 奥行長約2.75れ ,最 も深い西小口壁の深さユ.lπである。掘

り込み壁面は原則として両側面は上開きの外傾,奥壁はほぼ垂直であるが,図示したように部分的

ヽ

岩

一滸
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には段状を呈 したり,石材に合せて調整掘 りをしたところも見受けられる。また石室の規模や形状

か ら,掘 り方の上砂を地形の低い東斜面に埋めだして,石室床面を延長していたものと考えられる|

が,現状では流失していて定かではない。

石室は,奥壁と両側壁の根石数個分を残す程度であるが,石材は現存する限 りではすべて当丘陵

に数多 く産出する花同岩の自然転石である。奥壁は中 103cπ,高さ83cm,厚 さ約25mの 扁平な石材

を,掘 り方西小口壁面か ら約13cmに ,ほ ぼ垂直に立てて鑑石としているが,掘 り方長軸中心線より|

かなり南にずれている。債1壁 は奥壁を背にして左側壁の根石 3個分2.3π ,右側壁の根石 2個分1.7

πの遺存である。長さ約80cm～ 90cπ ,高さ約35cm～ 40cm程 度の石材を,ほ ぼ天を揃えて横口に並 ら

べて根石としているが,奥壁の石材を左右か ら挟んだ形に置いている。上段はやや小形の石材を横

口または小口積みで,ほ ぼ垂直に 2段ないし 3段積みあげ,石材間の隙間には小害」り石を詰めて詰

整 したものと推察されるが,現状では奥壁に接する 2段 目の石材が,両倶1壁 に各 1個遺存するのみ

で,そ の実態は不詳である。現存石室巾1.lπ ,高さ0.8π を測るが,奥壁や両債1壁 の形状か ら,原
形は今少し高 く築かれていたものと思われる。石室の長軸中心線の方位は北74度西を指し,ほ ぼ東

南東に開口部をもつ。                                 |

床面は中1.lπ ～1.15π ,奥行長約2.5π のほぼ水平面を保つが,約20個の20cm～ 30cm大 程度め花

商岩割り石と,鉄釘等の遺物がほぼ全面に散在し,なかには床面よりも20cπ ばかり上方に遊離する|

遺物もあり,石室の遺存状況と考え合せて,盗掘時の撹乱を想起させる。しかし,奥壁から約30c″

東の床面には,花間岩割り石 9個を使って,奥壁と平行に石室巾いっぱいの横一列に並らべ,ま た

その東約 1.6π には崩落はしているものの,それと対応する石材が認められ,そ の間に鉄釘多数が
■

散在することから,被葬者を木棺に/ninめての埋葬と,棺台としての石材を想定できる。鉄釘以外″

遺物としては,奥壁に接して北隅みの床面に土師器大皿 2枚が,ふせた状態で重ねて置かれ (図炭

40)奥壁か ら約80cπ ,北側壁か ら35cm,床面上方約15cmに土師器深鉢,同 じく奥壁か ら95cπ ,南肛

壁か ら15cmの床面に須恵器平瓶,そ の東約45cmの 床面上に須恵器高杯片が遊離検出された。   |
||
||||

・                                  |■
第2節 出 土 遺 物             ■

||

|■

本古墳石室内出上の遺物は,上師器大皿2,同深鉢1,須恵器平瓶 1,同高不片1個体分あ計|
個体と,鉄釘約20本分である。土師器大皿のほかはいずれも石室内遊離発見である。     |

1.須恵器 (図 72,

図版46)

完形の平瓶 と高不

片各 1個体である。

高不は小断片 とな っ

て詳細が不明で図示

もできないため, こ 第72図  岩田第11号 墳出土土器実測図 (J
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第73図 岩 田 第 H号 墳 出 土 土 器 実 測 図 12)

こでは平瓶についてのみ記述する。平瓶は最大径12.2cm,器高8.6cm,器 胴高 8.6cm,日縁径 5.6cm

同高 3.8cπ と小形のものである。肩部が張 って稜をもつやや扁平な器胴に,外傾した口縁がつく形

式である。器胴底部はへ ら削り,その他はなでによって調整されている。焼成は普通で青灰色を塁

するが,上面となる器胴天部と口縁内側のほぼ全面に,黄緑色をした自然釉をかぶり光沢をもつ。

胎土に砂粒を多 く含む。

2.土師器 (図 72・ 73,図 1阪46)                       |

深鉢形土器 1と 大皿 2の計 3個体分である。いずれも土圧等によって一括破片となっていたが,

接合によってはぼ完形に復元できた。深鉢形土器は口縁径14.2cm,胴 部最大径 13.2伽,器高 8。 6cm

と小形のものである。丸底の器胴の口縁部をくの字形に外反させている。胎土は精選された良質粘

上が用い られ細砂粒をかなり含む。内外面ともなで調整が施され,外表は暗赤褐色,内面は黒灰色

を呈するが,上鍋として使用されているらしく,外表の全面や口縁端にいたるまで,二次的に火を

受けた煤の付着が目立つ。大皿は径27.4cπ,底面径17.8cm,器 高 2.6cmの ものと,径 22.7卸,底面

径12.5m,器 高 3.2cmの 2枚である。どちらも底面径が大きく平 らで,日 縁部のみをやや外湾させ

てつまみあげた扁平なつ くりである。大形のものの方が径に対して器高が低 く,糸底のない西洋皿

形,小形のものは径に対してやや深 くスープ皿の形状を呈する。いずれも器表の荒れが著しくて整

形手法は明 らかでないが,底部の一部にへ ら削りの跡を残し,そのほかはなで調整と推察される。

胎土に 2御大程度までの石英粒を多 く合み,焼成は軟質でいずれも明黄褐色を塁するが,部分的に

赤褐色斑をみせ,焼歪みが若千認められる。                    '

3.鉄釘 (図 74,図版44)

石室床面の約 1.8π の範囲に集中的に遊離散在していた。銹化が著しいうえに折損したものが多

くて,正確な本数は識別できなかったが,約 20本程度と推定される。いずれも角形をした鉄道犬釘

形の鍛造品で,計測値もかなりの個体差を示すが,大別して全長約1lcm,頭部の大さ0.8卸 ×1.Om

のものと,全長約 7.5cπ ,頭部の大さ0.6卸 ×0。 9卸大の二種類が存在する。出上の形態およ―び第 8
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第 5章 岩田第12号墳           |

第 1節 遺構の出土状況                         ■

|■

本古墳は,第 ll号墳の南南西約20πの丘陵尾根支脈の南倶1斜面に立地する,南東に開田部をもつ

一 ■46-



横穴式石室を内部主体とした円墳である (図75,図版41)。 そこは尾根稜線か らの水平距離約24π

同比高 3.8π ,標高約67π の地点にあたり,眼下約10れ には小谷頭水田を臨める場所である。1000

分の27と かな りの傾斜面にあるが,当 該丘陵に複合立地する弥生時代の竪穴式住居址の水平地面を

利用 して,そ の直下から丘陵傾斜面へかけて築造 していた。しかし,調査前の外観は前述の第 9号

墳や第11号墳の場合と同様に,すでに大破されているにもかかわらず,そ の後の流土や埋没によっ

て,1墳丘 らしい面影は全 くとどめていなかった。発掘調査の結果,石室は天丼石のすべてと側壁上

段部の石材をほとんど持ち去 られていたが,奥壁および両側壁の根石と床面は保存状態が比較的良
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好で,さ らに石室掘 り方と周浪の一部が遺存することか ら,本市墳の概要を知ることができた。 |
周涅は,1そ―の掘り込みが確認できる現存地山生き土上面が,現地表下約80cπ とかなり深 く埋没|

ていた。これは本古墳立地が弥生時代の竪穴式住居を建築するための,テ ラス状の整地面を利用|
ている甲ダか ら,丘陵上方か らの流失上による手次堆積 と考え られ る。 したが って周浬は この二

^
堆積層に枷 り込 まれた可能性 も強 く,現に西端部では竪穴住居址の埋積土内に掘 り込 ま れ て い る

が,現状ではその識別はで きなか った。現存地山生 き土面えの掘 り込みの遺存は僅かで,i現状‐で確
|   ||

][]]][lil:][i:[:]:[::[[![][:][:::i[::ili:[|::
は不詳である。本古墳の規模は石室長軸方向にやや長い長径をもつ,短径10π前後の小円墳と推定

される。                                    ■

石室の掘り方は丘陵斜面の等高線に斜交して,地形の低い南東倶1か ら掘り込まれているが,その

大部分が弥生時代生活面上の二次的埋積土内で,層序的識別が困難のため,地形の高い丘陵地上ll

[il#11:『括:五百1曇[縫 Fli、[11「曇Ё露:1量 :露
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岩 田 第 12号 墳 石 室 実 測 図

三巾約 3.5れ ,同底面巾約2.7%で ある。掘り込みの角度はやや上開きの外傾で整然

は奥行約 5:577Lの長方形水平面に整地されている。底面が住居址と複合する南半で

方約20伽 の埋積土層内に掘り方底面をおいている。

したとおり,天丼石と閉鎖設備のすべてと,両側壁上段部の石材ほとんどをすでに

るが,奥壁と両側壁の根石および石室床面の保存度はかなり良好であった (図 77,

段で構成されている。下段は中 l13cm,高 さ88cm,厚 さ53cmの 石材を掘 り方奥壁底

,上段は巾986■ ,高さ50cπ ,厚さ53cmの 角形石材を横口にして,やや持ち送 り気味

現存奥壁高 135cmは その形状からみて,原石室内法高をほぼ保つものと思われる。



側壁は奥壁に接する一部を除いては,両側壁ともほとんどが根石のみの残存である。奥壁を背にし

て左倶1壁は根石6個 4。 95π ,右倶1壁 は根石5個 4.6π を測る。両倶1壁 とも根石は長さ65cm～ 120cm,|

高さ40cπ ん65これ大程度のやや大形の石材を,石室内側に面を揃えて横口または広口に並べてい る

が,左側壁の奥から2番 目の石材は高さ90cπ と高く注目された。上段は高さ30cm前後のやや小形の

石材を 2段程度,小口または横□積みにして築き,石材間の隙間には小割り石を詰めて調整したこ

思われが,現状では上下段部石材が僅かであるため詳細は不明である。最もよく残る奥壁に接する

部分では, 3段構築でやや持ち送りとなり,両狽1壁 が奥壁を挟む形を呈していた。石室の横中は界

壁部床面 1.08π ,同現存部上端で9。 6π,奥壁から約2.5%の最広部床面で1.4π とやや胴張り形を

呈し,長軸中心線の方位は北53度西を指す。また石室構築に使用された石材は,現存する限りでlll

すべて当丘陵に数多く産出する,花同岩の自然転石である。                |
床面は奥行長約 5。 2π の水平面を保つが

'・ 'ocれ

ん39むπ大程度の花同岩礫約25個 と,多数の鉄釘|
よび若干の土器などが散在していた。石室の保存度などか ら推察して盗掘時の撹舌Lが想 起 さ れ ´

が,石材の配置や鉄釘の散 り方を検討すると,本古墳葬送時のようすをかなりよくとどめているよ

うである。奥壁か ら約35cmと 175cmの 2か所に, 2～ 3個 の石材を横に並 らべて台状に組んでいるt

両者の間隔は中心距離で 140cπ を潰じり,各巾は55cmと 64cπ である。この石組みの間には数多 くの1無

が集中して散っていたが,なかでも石室中心線に近い 154cπ の間 t:県

』][[:[i[EI18115本がほぼ等間隔で 1列 に並 らび,ま た奥壁倶1の 石組み上にも 6オ

木棺の安置が推定される。さらにこの石組みの南東約80cπ ,すなわち奥壁から約2.4π と3.9π の

1.5π の間には,巾 約60cπ で左右に対となる計 6個 の石材があり,そ の北隅床面に金環 1個 と多1襲

の鉄釘が散在するなど,少 くとも2体以上の木棺が埋葬されていたことを示している。

その他の冨1葬遺物は数は少ないが,奥壁か ら45cm,右側壁か ら20cmの 棺台状石組み上に須恵器1彗

[』:[[:][:[[:][:』 [[:ii:i:]』
看菫:曇曇]彗露習懲11:』』

i:
:

第 2節 出 土 遺 物
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推定約36本分,そ
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ても盗掘時の散逸が充分考え られるが,破片の検出もほとんどな

く,も ともと供献物の少ない古墳かも知れない。

1,須恵器 (図78,図版46)

高妬 1,蓋 2の 3点である。高郊は完形 で 器 高 7.3cm,口 径

10,4cm,底部径6.7cm,杯部高3.3cπ ,脚高 4 cm,脚柱径 2 cπ の全

体に器壁 も薄 く丸味をもった華奢なつ くりの無文である。胎上に

細砂粒を含み焼成は良好で灰白色を呈する。調整は全面なでであ

る。蓋はつまみを有するほぼ同巧同大のものである。器高は 2.8

6mと 3.6mと 差異をみせるが,径はともに14.8cm,つ まみも径2.7

cm,天部中央がやや凹む高さ 0.6cmの 扁平なものである。どちらも胎上に細砂粒を含み焼成はやや

軟質で灰 白色を呈する。天部外表にへ ら削りが認められるほかは,内外面とも横なで調整が施され

ている::

2.土師器 (図78,図版46)

糸底のついた土師器不である。破片となっていたが接合によりかなり復元できた。しかし□縁端

が欠損するため,全原形は計測できない。推定器高4.3帥,同 口縁径13.4cm,底 部径 8。 8印 を測る。

黄褐色を呈 し胎上に 2御大程度までの砂粒を多 く含むが,器壁が荒れているため,調整手法は不明

0       3 crn
l  l  l  l
第79図 金環実測図
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3, 金環 (図79)

やや小形の銅地金張り製の金環 1個 である。断面楕円形をした棒銅を円形に曲げ,切 り日の突合

せ部を約 0.2卸 間隙をもたせたつくりである。表面に張 られた金は部分的に象1脱 はあるものの,比

較的に保存度が良好で今も黄金色の光沢を放つ。外径2.2cm× 2.3cm,内 径 1.25cm× l。 3cm,体部径

0.5釧 XO.75cmを 測る。

4,刀子 (図80)

銹化折損した刀子片 2個体分である。 1振 りは接合によってほぼ大要を知ることができるが,他

はやっと確認できる程度の遺存である。 (Jは 現存長13cmを 測るが,切先を一部欠損するため,原形

は13.5cm程 度のものと思われる。刀身部はやせて匁中の計狽1ができないが,鍛造による断面二等三

角形を呈するつ くりである。茎は断面長方形の平角である。茎長4。 1卸 ,同 巾0.8卸 ,同厚0.3cm,刀

身部長 8.9cm,同現存巾1.lcm,同 背部厚 0。 3ιれを測る。(2)は 茎部と刀身部の一部を僅かに残すのみ

である。現存長4.4cm,刀 身部巾1.3cm,背 巾0.3cm,茎 長3.7cmを 測る。

5.鉄釘 (図80081,図版45)

銹化が著 しいうえに折損品が多くて正確な本数は識別できないが,検討の結果少なくとも36本以

上はあると推定される。いずれも角形をした鍛造品で,頭部を傘状に広げて一方に折 り曲げたつく

りで,計測値もかなりのばらつきを示すが,大別して全長約12cπ ,頭部の太さ0.8cm X O。 9cmの もの

と,全長 8.5cm,頭部の大さ 0.7cm X O.6師 の 2種類があり,数の上では大形のものが勝り,奥壁に

近い方に集中していた。なかに 2本頭部か ら約 6.5cmの ところで意識的に,直角に折 り曲げた形状

を示すものが検出され注目された。

6。 その他不明鉄器片

上記の他器種不明の鉄器片若千が発見 されている。いずれも小断片であるが,断面形が 1辺 0.4

卸程度の鉄鏃茎を思わせる角柱状断片が約 6片 と,鈍を思わせる巾0。 7卸 ,厚 さ 0.25cmの 薄板状の

もの 1片 であるが,そ の原形は明らかでない。

第 6章

第 1節 遺構の出土状況

岩田第13号墳

本古墳は第 9号墳の南西約1897t,第 12号墳の西約37π ,標高66π の谷懐状となった南東急斜面に

立地する。もとは南東方向に開口する横穴式石室を内部主体とした小円墳と推察されるが,発掘調

査時の現状は第82図 にも示したとおり,壊滅状態となった石室の石材数個と掘り方の一部が埋没し

ているのみで,や っとその痕跡をとどめる程度である (図版43)。

古墳が築造されたところは,勾配が1000分の45と かなりの急斜面で,発掘調査前の地形測量では
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等高線にほぼ直交する巾約 3れ,奥行約 4π ,最大深約 0.8π の7博

状の掘り込み跡が認められたが,墳丘 らしい高まりもまた石材も認

め られず,古墳の存在には全く気付かなかった。当該地は用木山遺

跡の中心部にあたり,弥生時代の単位住居址群が幅楼して,丘陵斜

3cm

面に大きく掘 り込んだ棚田状の整地疲が多く残り,現地表の等高線 CED
も大きく舌Lれをみせている。本古墳もこうした造成面の一つが,丘

陵斜面を約 1.5れ の深さで切り込んだ崖状の上縁肩部に立地してい

る。 そのため石室掘り方も,地形の高い奥壁部は,丘陵地山生き土  第83図 ガラス小二

に直接掘 り込まれて現存するものの,その大部分は 1日 生活面への二次的埋積層内に構築されている

ことになり,古墳の保存と構築の識別をより困難にしている。

周浬の痕跡は精査を試みたが検出できなかった。石室掘 り方は等高線にはぼ直交して,地形の低

い南東側か ら掘り込まれているが,現状では奥壁部と東側面の一部だけが遺存している。現存部で

の掘 り方は奥行長約3.4π を測るが,水平面長は1.4π の遺存,掘 り方上端巾は約 1.8π ,奥小日壁

の深 さは約 lπ を測り,原掘り方上端巾はその形状から約 2.8π程度と推察されるが詳細は不明で

0
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ある。

石室は図示したごとく,約 10個 の石材を一括して集めた状態で検出された。第81図断面 C一 Dの

2個がほぼ原位置を保つと思われる他は,すべて移動され遊離していた。 この 2個 の石材を当石室

の,奥壁を背にして右側壁根石とすれば,石室内法巾約80～ 90cmの ,長軸中心線の方位が北50度西

を指す小規模な横穴式石室となるが,そ の他の構造については不明である。なお検出された石材は

すべて当丘陵に数多 く産出する花闇岩の自然転石である。                  |

床面は荒れて殆んど水平面を保たない。遊離石材の下にガラス小玉 1点と鉄釘数本を遊離検出し

たのみである。 このほか石材の南東約 1.5π の傾斜面で,図版43に 示したように約 1%の 範囲にわ

たって,鉄釘10数本が散在していたが,石室床面との比高も約30cπ 下方となるため,原位置とは考

えられない。また本古墳の東南東約12角 ,比高約 3.5π 下方にあたる丘陵斜面の埋土中に,遊離し

た土師質亀甲形陶棺の蓋部小断片が1点発見された。本古墳に最も近い地点であり,本古墳に埋納

された可能性もないとは断言できない。全山剥土しての調査にもかかわらず,単片のみの検出でも|

あり,本古墳のほかにもすでに破壊され消滅した古墳の存在も予想されるので, ここでは付記する

にとどめたい 。

第 2節 出 土 遺 物

石室内および石室外方を合めても,ガ ラス小玉 1点および鉄釘約20本の出上のみである。ガラス|

小玉 (図 83)は 風化が進み崩解寸前の状態であるが,も と黄緑色をしたものと思われ,る 。現存径

0。 79cm,器厚 0.4cm,断面太鼓胴形をしたやや属平なつくりである。鉄釘 (図 84)は 約20本検出t/

たが,銹化が著しく折損するものもかなりある。断面長方形をした鍛造の角釘で長さ10.5cπ ん13c″

頭部の中 0.8cm角 程度のものが多く,前記3古墳出土のものとほぼ同巧同大である。      |

第 7

1.岩田古墳群第 9号墳,第 11号 墳,第 12号墳,第 13号 墳の4基の古墳は,丘陵尾根支脈稜線およ

びその傾斜面の,約 25π ×4077tほ どの範囲内に群在する,横穴式石室を内部主体とした,I径10■

前後の規模の小さい円墳であったと推察される。                     .
2.各古墳ともすでに石材採掘の目的で大破されたうえ,そ の後の風化や流土によって墳丘は消滅

し,盗掘坑も埋没していて,外表観察ではその存在も全くわからないほどになっていた。したが

って,各古墳の外形や規模および外部施設等についての詳細や,正確な計測値等は不明である。|

3.発掘調査の結果,各古墳とも天丼石および羨門の閉塞施設のすべてと狽1壁上段等の大部分の石

材をすでに持ち去られ,残骸となった石室掘り方および石室の一部を残すのみであるが,いずれ

も当丘陵に産出する花同岩の自然転石で構築された,袖 をもたない小規模な横穴式石室で,ほ ぼ

同巧手法の築造と考えられる。          .      :           ‐

4.各 古墳の築造過程はいずれも,①丘陵傾斜面を利用して地形の低い倶1か ら,溝状の深い石室 IFE
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り方を掘 りこむと同時に,その上砂を下方に埋めだして平 らな石室床面を造成する。②掘り方内

に半地下式の横穴式石室を構築する。③地 J形 の高い側の丘陵足根または傾斜面を半円形の周浬状

に掘 り,墳域を画iす るとともに,その上を盛って石室を覆い墳丘を整え完成する。そのため墳形

は真円とはならず,石室長軸方向に長径をもつ,楕円形状の平面プランを示す円墳と推 察 され

る。

5。 第 9号墳は現存石室長約2.277tの みの遺存である。現存石室巾0,95れ ,同石室高 1.lπ を 測 る

が,奥壁は原全高を保つと思われ,小規模な横穴式石室である。床面に釘打ちされた木棺痕跡 1

と,金環 1,鉄鏃4,刀 子 1,須恵器片若千を出上した。

6.第 11号耀1は現存石室長約 2.5π の遺存である。したがって原石室長および高さは不り1,床面巾

1.1れ を測る。石室床上に小石材を並べた跡とその周辺に鉄釘約20本が散在し,石材を利用 した

棺台に載る木棺埋葬が推察される。出土遺物は土師器鉢 1,皿 2,須恵器平瓶 1,同高杯片 1個

体分と僅かである。地形の高い側の石室外縁に推定径約 9π,巾 3π ,深 さ0.15πで半円形に綻

る周浬状の浅い溝跡が僅かに認め られ,本古墳の原径は1077b前後の小円墳と推察できる。

7.第 12号墳は現存石室長約5.2π と遺存度がかなり良好である。現存石室高約 1。 32れ を測りやや

持ち送 り積み,石室巾は奥壁部1.087777,中央部1.40π と胴張り形を示す。床面上に小石材を利用

した棺台と鉄釘約35本 が散在し, 2体以上の本棺埋葬が推察される。冨1葬 品として金環 1,刀子

2須恵器蓋 2,同高郊 1,上師器不 1を検出した。地形の高い側の石室外縁に周津 らしい溝状遺

構の痕跡が僅かに残り,も と径10%程度の円墳と推定できる。

8.第 13号墳は壊滅状態となった掘 り方と石材を若千残すのみである。その形態からもと石室高約

lπ ,同 巾 0.9π程度の小横穴式石室と推察され,鉄釘約20本およびガラス小玉 1個 を遊離検出

した。

9。 以上の事1丙 を総合してこれらの古墳は,いずれも石室長約5π,同高さ約1%,同巾約1れ程

度の袖をもたない小横穴式石室内に,釘打ちされた木棺1～ 3体程度を埋葬したものと推定され

る。

10.各古墳の築造年代については, それを知る重要な手がかりとなる遺物の出土例が少なく, 詳

細は明 らかにできないが,石室の構築手法等に共通点が多 く,ほぼ同時期の葬造と思われる。第

11号墳出上の須恵器平瓶および第12号墳出上の須恵器高不は,と もにその編年観か らみて 6世紀

終末ないし7世紀初頭の特徴を示し,石室の構造も横穴式石室としては後出の形態をみせること

か ら,早 くても6世紀後半,常識的には 6世紀末の所産と考えるのが妥当と思われる。

11.各古墳とも石室をすでに大破され, 床面も撹乱によって荒 らされているため, 冨1葬 品も盗掘

時等に持ち去られたり,散逸している可能性も充分考えられる。しかしそれにしても鉄釘の遺存

に くらべて,高1葬品は破片等を含めて検出例がきわめて僅少である。別稿に記載した岩田第 8号

墳および第14号墳はともに大形の横穴式石室墳で多数の追葬が行われ,冨1葬遺物も豊富な古墳で

あるが, これらの遺物の大部分は比較的早い時期の被葬者に対する供献物であって,追葬後半の

被葬者への直接的な副葬物はほとんど認められなかった。これ らの古墳は規模も小さく後出性か

らみて,も ともと副葬品の貧弱な葬送とも考えられるのである。
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Vll岩 田 古 墳 群 第 14号 墳

第 1章 序  説

岩田古墳群第14号墳 (略記号E14)は ,岡 山県赤磐郡山陽町河本字大片山 680番地の,埋積平地

に向けて張 りだした愛宕山丘陵の南斜面中腹に所在する,右袖の横穴式石室を内部主体とした円墳

である。すでに石材採掘等のために破壊されているうえに,その後の風化や流土によって,墳丘の

高まりも全 く認められないほど原形を損なわれ,事前の分布調査などの外表観察では,その存在を

知ることができなかった古墳である。

岡山県知事と山陽町長間で昭和48年 4月 1日 付締結の,昭和48年度山陽団地埋蔵文化財発掘調査

委託契約 (通算第10次)に基づいて,山陽町教育委員会が,当 丘陵一帯に広がって所在する弥生時

代集落址・愛宕山遺跡第 1地点の発掘調査を実施していたところ,偶然に本古墳の石室を掘り当て

発見したものである。愛宕山遺跡第 1地点の発掘調査は,昭和48年 9月 ll日 から昭和49年 3月 18日

までの,約 6か月間を要して実施されたが,本古墳は昭和48年 10月 16日 に発見され,ただちに前記

集落遺跡の発掘調査と併行して,同年11月 22日 までをかけて発掘調査を行なった。

本古墳は発掘調査の結果,石室の天丼石および羨門閉塞施設の石材すべてと,側壁上段部の一部

をすでに持ち去 られているものの,倶1壁 および床面の保存度は良好でほぼ原況を保っていた。現存

石室長ll.8π ,玄室高2.7π を測 り,横穴式石室としては規模も大きく,床上には700点 を越える豊

富な冨1葬遺物とともに,多数の本棺の痕跡が認められ,被葬者の追葬過程を知る手がかりが得 られ

るなど,多 くの問題を提起する貴重な古墳であることが明らかとなった。山陽町教育委員会では,

本古墳は現状保存すべきであるとの結論に達し,岡 山県教育委員会文化課と協議のうえ,昭和48年

11月 8日 ,事業主体者である岡山県土本部に対 してその旨を要請した。早速三者協議会をはじめ関

係機関での協議が重ね られた結果,同年12月 6日 に,住宅団地の事業計画を一部設計変更して,歴

史教材公園的な性格をもたせた児童公園の中に取 り込む形で,現状保存することに決定されたので

ある。

その間,石室床面の遺物がほぼ出揃った10月 28日 の日曜 日に,本古墳の発掘調査現場の一般公開

を実施したところ,400名 を越える参加者があったのをはじめ,11月 25日 には吉備の歴史を語 る会

約60名 ,12月 9日 には岡山の文化財を守る会約20名 ,昭和49年 1月 15日 には岡山大学考古学研究部

の学生35名 など,数多 くの見学者が訪れ,本古墳の現状保存の要望が高かった。また文書による保

存要請も,岡 山県遺跡保護調査団,岡山の文化財を守る会,赤磐の自然と文化財を守る会,岡 山県

文化団体連絡協議会などか ら寄せ られる等,本古墳保存の声は大きな盛 りあがりをみせ,私たちに

とっては,事業主体者をはじめ関係機関に対 して保存協議を進めるうえでの,力強い支えと励まし

となった。誌上を借 りて厚 く謝意を表 したい。

本古墳の具体的な保存方法については,昭和49年 2月 17日 の山陽団地埋蔵文化財保護 対 策 委 員

会,同年 3月 1日 の岡山県教育委員会文化課と岡山県遺跡保護調査団との定例埋蔵文化財保護連絡
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協議会において討議され,対策委員ならびに県内研究者の諸先生方から,貴重な意見や教示をいた

だいた。その結果本古墳の保安上か ら,玄室部の天丼を推定復元して保存することになったのであ

る。昭和49年 6月 6日 から約 1か月をかけて,本古墳の修復工事が行なわれたが,現実には,住宅

団地の造成 レベルが現地形よりも約 3π地下げをして整地されるため,も とは丘陵傾斜面を利用 し

て溝状の深い掘り方を設け,そ の中に半地下式の横穴式石室を構築していたものが,平地に築かれ

た墳丘の高い円墳に変貌したり,側壁の胴部が土圧によって大きく張 り出して,局部的なI_i量 に耐

えられない状況で天丼に石材を載せることができず,ま た修復部が明瞭に判別できる方がよいとの

考えか ら,天丼は鉄筋コンクリー ト張 りにして重圧の軽減と均等化をさせて固めるなど,厳密な意

味での現状保存はできなかった。しかし,こ うした大規模な開発事業では,一度その遺跡が「記録

保存」 と決定されて発掘調査が実施されれば,調査の結果重要な遺跡と判明しても,事業計画を変

更しての現状保存はきわめて困難である。本古墳の場合も決して満足のいく保存とはいえないまで

も,当事業用地内における数少ない設計変更をしての保存を獲ち得たことは,一つの成果として評

価 したい。

第 2章 調査経過の概要

。昭和48年10月 16日 ,愛宕山遺跡第 1地点のEグ リットおよびGグ リットの調査中,現地表下約60

cmに横穴式石室残骸を発見,天丼石はすでに失なっているものの,側壁の遺存度は良 好 な も よ

う。岡山県教育委員会はじめ関係機関へ連絡協議の結果,岩 田古墳群第14号墳と命名して,愛宕

山遺跡第 1地点とともに併行発掘調査を実施と決定された。

。10月 17日 ,石室残存部上面露呈作業,本 国約50cm掘 りさげ,右袖式の石室とわかる。

010月 18日 ,石室内発掘,本 日現地表下約1.5れ まで掘 りさげる。石室長11.8π,玄室長5.5m,石

室 巾は本 日の時点で2.2π を測る。

。10月 19日 ,現状地形測量 100分の 1,50cmコ ンター,石室内発掘,床面が近 くなり,須恵器18,

馬具片などの遺物が出上しはじめる。

010月 20日 ,石室内発掘,奥壁部に多量の一括土器群発見本 国約30を検出,床面の遺存度は良好で

木棺の痕跡と鉄釘の散在が認められる。多数埋葬の可能性が強い。

。10月 21日 ,雨天に備え石室上方にシー トで屋根を組む,石室内発掘,遊離土器片および鉄器片の

出土状況平面図実測10分の 1。

010月 22日 ,遺物出土状況部分写真撮影,遊離物 レベルをとって取りあげ,鉄器片46,玉類15,須

恵器 2,石室高2.7π ,同 巾2.35π となる。

。10月 23日 ,石室内発掘,木棺痕跡玄室部で計 6棺を検出,い ずれも釘打ちの箱形棺と推 定 さ れ

る。奥壁一括土器80を 越える。他に金環 7,第 1号棺内に環頭太刀 1を発見写真撮影,本 国より

交替制で夜警を置く。

。10月 24日 ,床面の木棺痕追求および奥壁部一括土器群発掘,遊離遺物実測とりあげ。

。10月 25日 ,石室内床面清掃,出土状況写真撮影,上器 157,直刀4,杏葉 3,金環13等 となる。
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010月 26日 ,棺別写真撮影,石室床面プラン実測10分の 1。                 |
。10月 27日 ,床面プラン実測10分の 1,第 1号棺プラン実測 5分の 1,部分写真撮影。 羨 道 部 発

掘。                                        .
。10月 28日 ,現地一般公開日,約 400名 参加,本古墳現状保存の声が多かった。        |
。10月 29日 ,石室床面プラン実測10分の 1,第 306号 棺プラン実測 5分の 1,第 6号棺の下方に

上下に重なる棺を検出。                                .
。10月 30日 ,床面プラン実没1(完),第 205号 棺プラン実洪15分 の 1,第 6号棺を縦に切断して

第 7号棺を発掘,約 20cπ 上下差がある。

。10月 31日 ,第 4・ 5号棺プラン実測 5分の 1,玄室俯敏写真撮影。             |
。11月 1日 ,第 1号棺～第 3号棺,第 4号棺～第 6号棺の横断面セクション実洪110分 の 1。    |
011日 2日 ,第 1号棺～第 4号棺,第 2号棺～第 5号棺,第 3号棺～第 6号棺の各連続縦断面セク|

ション実測10分の 1。                                     ■

。11月 3日 ,第 1号棺～第 3号棺内の遺物取 りあげ,第 1号棺下層発掘 2本 国の環頭大刀を発見。|
第 7号棺発掘。

。11月 4日 ,第 1号棺～第 3号棺の各下層発掘,奥壁部の一括上器群は第 1号棺の下へのび,須意|

器台付壺が多い。羨道部遺物取りあげ清掃。写真撮影。                  |
O ll月 5日 ,各棺の下層発掘,第 1号棺実没」5分の 1。                    |
。11月 6日 ,第 1号棺環頭太刀取りあげ,奥壁―括土器の取 りあげにかかる。土器の間に鉄鏃や馬|

具片などの鉄器片多し,各棺の下層発掘,写真撮影。                   |
。11月 7日 ,各棺の下層発掘,特に第 1号棺の下に遺物多し,須恵器12,雲珠 1,杏葉 2,ガ ラス|

玉 2を検出,ま た玄室袖部の一括土器取 りあげにかかる。第 1号棺～第 3号棺,第 4号棺～第 dl

号棺の床面下のセクション実測10分の 1。

011月 8日 ,玄室床面清掃,写真撮影,棺の下か ら出土した遺物の出土状況実測10分の 1。 本古墳|

の現状保存を岡山県土本部へ正式に要請。                        ■

。ll月 9日 ,雨天のため内業,出土遺物,諸記録整理。山陽町教委,岡 山県教委,岡 山県土木部の|

三者協議会,本古墳の保存について協議を行なう。                    |
。11月 10日 ,床面の石材実測,全遺物取 りあげ,写真撮影,本 日をもって夜警終了。      |
。11月 ll日 , 日曜 日全体。                               .
。11月 12日 ,石室セクション実潰110分 の 1,石室現存部上面および掘 り方の輪椰露呈作業。   |
。11月 13日 ,同上,石室床面十文字 トレンチ発掘,写真撮影。                |
011月 14日 ,石室外方へ十文字 トレンチ発掘 (1.2π 巾),掘 り方と石室裏側の控え積み等の 検 出 |

にかかる。

。11月 15日 ,同上,石室壁面実測準備,桝割 り了F業。                    |
。11月 16日 , トレンチ発掘,奥壁後方約 6π に周浬状溝遺構検出,弥生時代竪穴式住居量と複合, |

拡大発掘にかかる。奥壁実測10分の 1。

。11月 17日 , トレンチおよび周涅部発掘,側壁実測10分の1。                ■
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。11月 18日 , トレンチおよび周浬部発掘,側壁実測10分の 1。

。11月 19日 , トレンチ発掘,本 日をもって発掘作業はほぼ完了,後は実浪1を残すのみ,作業員本隊

は集落址調査に主力を投入。側壁実測10分の 1。

。11月 20日 ,側壁実測10分 の 1, トレンチセクション10分の 1,石室現存部上面洋i掃写真撮影。出

土土器水洗整理。

O ll月 21日 , トレンチセクション実測10分の 1,石室現存部上面および掘 り方と周注の関係図測量

20分の 1。

011月 22日 ,石室床面プラン実測10分の 1,石室現存部上面測量20分 の 1,本 国をもって本古墳の

発掘調査終了。

。11月 25日 ,吉備の歴史を語る会一行約60名 現地見学。

。12月 6日 ,本古墳を児童公園に取 り込んで保存と決定。

。12月 7日 ～ 8日 ,保存決定にともない, トレンチ埋め戻し作業。

o12月 9日 ,岡山の文化財を守る会一行約20名 現地見学.                ・

。昭和49年 1月 15日 ,岡 山大学考古学研究部の学生約35名 現地見学。

。1月 16日 ,三者協議会,本古墳保存方法について協議ぅ

。2月 17日 ,山陽団l也埋蔵文化財保護対策委員会,本古墳の具体的保存方法についても諮問,教示

を受ける。

。2月 22日 ,三者協議会を本古墳現地にて開催,保存方法協議,玄室部のみ天丼を推定復元して土

盛 り保存と決定。

・ 6月 6日 ～ 6月 28日 ,本古墳修復工事を調査員が立ち合い,土木業者が施工した。

第 3章 立地と調査前の概況

住宅団地開発事業用地となった東高月丘陵群のほぼ中ほどにあって,標高92π と最高位を占める

用木山の丘陵頂から,東へ向けてなだらかに下降する丘陵尾根支脈は,用 木山頂か ら約 140れ を隔

てた標高5877b付近で鞍部をつくり,そ こから再び隆起をみせて約70れ の東に,埋積平地に向けて張

りだした愛宕山と呼ばれる標高67れ の丘陵頂を形成している。本古墳はその鞍部か らやや愛宕山寄

りの,尾根稜線に近い南斜面に築造されている (図 4085)。 そこは尾根支脈稜線上の緩傾斜が,

眼下の巾40れ ほどの小谷頭に向けて下降傾斜度を増そうとする肩部にあたり,谷水田面との比高約

15π ,埋積平地との比高約45%の 立地を占めるoし たがって当地は北側に尾根支脈を背負い,西か

ら南にかけては同じ用木山から派生したさくら山の尾根支脈が,視界を遮ぎるように谷水田を隔て

た南に刊と行して走るため,本古墳は谷懐状の低斜 lliに 位置する形となって,僅かに南東方向にしか

眺望視野は開けていない。

この愛宕山から用木山を経てさくら山に至る丘陵上には,ほぼ全域の広い範囲にわたって営なま

れた弥生時代の集落遺跡のほかに,多種多様の遺跡がそれと複合して高い密度をもって所在する。

横穴式石室を内部主体とする当岩田古墳群もその一つであるが,本古墳はその申で_も 北東端に立地
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している。本古墳の西方約100π の用木山尾根支脈には岩田第 9号墳など4慕が近接 して営な まれ

谷水田一つを隔てた南南東約 180%の さくら山尾根支脈上には,岩 田第 1号墳が立地 している。ま|

た本古墳の西約30%の 傾斜面には須恵器を伴出する5基の上墳墓が密集するのをはじめ,北東約40

πには白磁を伴出する土墳墓が存在するなど,古墳時代後期から平安時代に至る埋葬遺跡が点々と

散在している。さらに本古墳の南約 150%の さくら山頂上には,さ くら山方形台状墓 2基,西方約

160π の用木山から北東にのびる尾根支脈上には,当地方で初現的な様相を示す用木古墳群 16基 jl

東北東約60π の愛宕山丘陵頂一帯には,弥生時代中期後半を盛期とする 300基 からなる土壊墓群が

密集しているのである (図 4)。

本古墳周辺一帯の丘陵上は,今次開発事業が計画されるまでは自生の松林であった。事前の分布

調査の段階では,本古墳は墳丘 らしい高まりも認められず,その存在は全く気付かなかった。花議

岩媒乱土で形成された当丘陵地内にあって,当該地のみが赤味を帯びた粘土質で形成されているこ

ともあって,古 くから村人たちの壁土や農業用灌漑池の岡1上 の採土場となり,本古墳の東に近接し|

た部分にも大きな掘り込み跡が残るなど,表土層にかなりの乱れをみせていた程度である。その後

丘陵鞍部を約 3π の深さで掘り割って,工事用道路が南北に敷設された時点で,そ の崖面に弥生式

上器片を含む有機上層が検出されたことから,弥生時代の集落遺跡の可能性が強いとして事前調査|

の対象となり,発掘調査の結果本古墳の石室を掘りあて発見したのである。          |
発掘調査の結果明らかとなったことであるが,本古墳も石材採掘の目的ですでに破壊され,天丼

石と羨F5閉 塞施設の石材をすべて持ち去られていたが,その際の採掘坑が露天掘りの形で,現丘匿

地表面に窪みとなって遺存していたのを,後の採土痕などと混同して見落していた。また墳丘は大

半が流失していたが,当該地が鞍部に近い緩斜面のため,地形の高い東西の尾根からの流土が二次

堆積となって,約 60cm～ 80cπ の高さに埋積して, 自然地形に近い状態と変貌していたのである。 |

第 4章 遺構および遺物の出土状況

第 1節 墳 丘

本古墳は前述もしたように,墳丘の上から露天掘りで石材を採掘しているため,墳形を大きく損

なっているうえに,その後の流土や二次堆積によって,残存石材の上端部が再び60cπ ～80cπ も埋没

するなど,採石坑も含めて自然地形と変らない状態となり,墳丘の痕跡をほとんどとどめていな|

い。したがって本古墳の外形や外部施設,な らびに規模等についての詳細は明らかでない。   |

本古墳の築成は,丘陵尾根支脈の鞍部に形成された僅かな平坦部に立地する,弥生時代の竪穴住

居を建築するための整地跡を利用して,若千の削平整地を施して玄室部分程度の水平面をつくり,|

地形の低い南斜面から溝状の深い石室掘り方を掘り込んで,その中に横穴式石室を構築している。|

石室掘り方の深さは約 2.5π と深く,石室壁高とほぼ一致する。したがって当初の丘陵削平整地面|

の上方に突出する部分は,倶1壁上段の一部と天丼石だけである。仮に封土が石室を被覆し墳形を整|

える程度と仮定すると,推定墳丘高は天丼石の長さ約 3動 ,同高さ約 lπ とみて,当初の削平整池|

一-162-―                                                |
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面から少くとも1.8π ないし2π の盛りあげが必要と思われる。               |
また本古墳周辺の丘陵上を,墳域の確認および複合立地する可能性のある弥生集落l■ の探査と合

せて,表土層の全面泉」土調査を実施したところ,墳形の高い石室北債1の 丘陵尾根支脈稜線部の,環

地表下約70cmの二次堆積層の下に,地山生き土面を掘り込んだ周浬を想起させる溝状遺構が検出さ

れた。この溝状遺構は竪穴式住居llLの床面を切って掘られているため,正確な掘り込み上端が確認

できないが,現存部での石室奥壁内倶1上端からの距離は,内縁部で5。 97π,外縁部で10.5π を測,
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内縁部半径約 9.85π ,現存部中心角約129度 の扇形で石室奥壁部の外周を続る形を呈している。横

断面形はカープの緩い上向き拠物線を示し,平均巾約 4.577t,最大深 0。 32れ を測る。溝状遺構底部

はほぼ水平面を保ち,地形の低 くなる両端部は自然消滅の形状をみせている。したがって本古墳の

周注は地形の高い側にだけ,墳域を画するとともに盛 り上の採上を兼ねた円弧周濃と推定される。

以上を総合 して本古墳の外形および規模を想定すると,外形は周浬の形状から円墳,径は周浬内

縁径約20れ,ま た石室奥壁と周濃内縁までの距離約 6れ ,現存石室長ll.8π などからも約20%前後

墳高は向注と奥壁の間隔が 6π とかなりあることか ら,地形の高い北からみて約 2.5π,地形の低

い南か らみて約 4 ηι程度であったろうと推察される。

第 2節  石 室掘 り方

石室の掘 り方は丘陵傾斜面を不1用 して地形の低い南側から,当 該地の等高線に直交する形で北向

きに,石室規模に合せて溝状に大きく掘 り込まれていた。現状で掘り方の掘り込み上端が確認でき

る現存地山生き土上面での形状は,地形の高い玄室部にあたる部分はほぼ平 らに削平整地を施し,

地形の低い羨道部にあたる部分では,傾斜地形面に掘 り込んでいるようである。しかし,本古墳は

発掘調査の過程で保存協議の対象となり,協議の結果現状保存と決定されたため,掘 り方内の発掘

は部分的な トレンチ調査によって,そ の大要を知るにとどめた (図 87,88)。

掘 り込みの確認できる現存地山生き土上面での掘 り方プランは,奥壁部の広い台形状を呈してい

た。これは本古墳の石室が右袖石室のため羨道部に対して奥壁部が広いことと,奥壁部に対して羨

門部が 1.7π とl也形が低く,かなりの傾斜面にある関係から,それだけ奥壁部の掘 り込みが深 くな

ることによると思われる。羨門部端が一部削平されているため掘 り方の全長は明確ではないが,現

存掘り込み上縁部での奥行長13.5π ,玄室奥壁部巾6.5π ,羨道中央部巾 4.8577bを 測り,掘 り方の

長軸中心線の方位は北 9度西を指す。

掘り方の底面はほぼ平 らで整然と掘 られているが,奥壁部に対 して地形の低 くなる羨門部に向け

て下傾をしている。傾斜の度合は一定ではなく,奥壁部から約 9π まででは比高12硼 と緩傾斜であ

るのに対 して,そ こから羨門部にかけての約 3%の 間では,比高約50cπ とかなりの急傾斜となり,

その部分では底部を埋め戻して床面を整えている。底面のプランは玄室の羨道の中差に従 うよ う

に,巾 差のある長方形 2つ を袖のある西側に段差をもたせて,縦長に連 らねた形状を示し,玄室部

巾5.6577L,羨 道部巾4.4π ,奥行長12.7れ を測る。

掘り込みの壁面は,部分的に施した トレンチ調査の限りでは,奥壁部は掘 り込み上端か ら約1.08

πぐらいまでは段状部をもつ斜傾,それより下方約 1.5π は垂直に近い外傾を示し,側面はいずれ

も上方に広がる外傾で,比較的に整然と掘 られている。掘り方内に構築された石室と掘 り方の中に

はかなりの余裕があるためか,掘 り方底面に根石を安定するための若千の掘 り込みが認められるほ

かには,石室石材の裏側端部が掘 り方壁面に当るなどの,調整掘 り等の跡は見 られない。また掘 り

込みの上端面は,本古墳築造にあたって削平された竪穴式住居址との切り合いの形状からみて,ほ

ぼ原況を保っているように推察される。掘 り込みの深さは地形の高い奥壁部で2.54れ ,玄室と羨道
|

の境界部で1.7π ,地形の低くなる羨門部付近ではその深さは自然消滅の形状を示す。
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第 3節 石 室

本古墳の石室は,前節で述べた掘 り方内半地下式に構築された右袖の横穴式石室である (図 8811

図版48～ 50)。 すでに石材採掘の目的で盗掘されていて,調査時の現状は天丼石および羨F5閉 塞施

○
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設のすべてと,側壁上段の石材の一部を持ち去 られ,残存石室 もその後の二次堆積によって完全に

埋没していた。しかし,石材の採掘が露天掘 りの形で行なわれ,比 1咬 的採取 し易い天丼石等の上方

石材および羨門部のみにとどめられていることもあって,側壁および石室床面の保存状態は羨門部

の一部を除いては良好で,玄室の石室高も含めてほぼ原況を保っていると推察された。

石室の構築に用いられた石材は,現存する限 りではすべて当丘陵に産出する花商岩の自然転石で

ある。原則として根石に大形の石材を用い,上段にやや小形の石材を使 って構築しているが,石材

間に生じた隙間には花岡岩の小割り石を充鎮して調整 している。玄室部はやや持ち送 り積み,羨道

部はほぼ垂直に築かれている。壁面の粘土等による目張 りや,赤色顔料の塗布等の痕跡は認められ

なかった。

現存の石室床面を基準とした石室全長ll.8π ,玄室長5.5π ,羨道長6.3π ,玄室巾は奥壁部2.36

77t,羨道との境部2.52π ,中央最広部2.68π とやや胴張 り形を示す。羨門中は玄室付近1.58π ,羨

「1付近1.9π と入り口側にやや広がる形状を呈 している。石室の高さは奥壁高2.7π とほぼ原高を保

つが,羨道の現存最高側壁高は2.04π である。石室全体の長軸中心線の方位は北 9度西を示し,ほ

ぼ南に開□しているが,玄室と羨道の個々の長軸中心線は,玄室が北 7度西,羨道が北10度西と約

3度の開きをみせ,玄室に対して羨道が若千東へ振った形状となっている。

奥壁は扁平な石材 2個を広口に並べて立てた根石上に,横長石材を小 口積みに 2段重ねた構築で

ある。すなわち根石は高さ180cm,巾 130c■ ,厚 さ75cmの 石材と,高さ165cm, 中約100cm,厚 さ約76

cmの石材 2個を,掘 り方底面を約20cπ 掘り窪めて,広 口面を揃えて垂直に立て,背丈の低い方の石

材上には小石材を積んで天を合せている。上段部は同一石材を半裁 したと思われる高さ約35c71,巾

約 150cれ の横長の割り石材 2個を,横 口積みにして上下 2段に重ね,巾 の足 りない部分は小石材で

補なって築いている。いずれも粘選した石材が用い られ,石面 も揃い石材間の隙間も少な く,総体

的によく整った奥壁となっている。奥壁最上端部に小割 り石数個が部分的に並べ られているが,こ

れはその形状から推して,奥壁と天丼石との間に詰めこまれた石材 と思われ,奥壁が原況を保つこ

との証明となるものである。なお奥壁高は2.7れ を測 り,上端まで垂直に構築されている。

供1壁 は,入 り日付近が削平されていて,根石 も含めて若干は持ち去 られている可能性もあり,ま

た上段部の石材の一部も採石されて欠損しているなどのため全形は不明であるが,大要は次のとお

りである。

玄室部側壁は左右ともほぼ同巧の築造である。最下段の根石はやや大形の石材を,広口または横

口にして石室内側に石面を揃えるように並べて置き,そ の上段は扁平な石材を横口積みに積みあげ

ている。各段の高さを揃えながら築 くということは,あ まり意識されていないようで不 揃 い で あ

る。 しかしほとんどの石材が横長の水平位を保 って築かれ,根石も含めて原則としては4段の築成

と思われる。石材のすべてが丸味をもった自然転石であるため,石材間の隙間も多 く,そ の間には

小石材を充鎮して調整している。また玄室部の側壁は石室規模が大きいこともあって,左右両側壁

とも持ち送り積みとなって,大部の狭い内傾を示す。例を奥壁か らlπ の横断面でみると,床面巾

2.6れ に対して,2.7π高い側壁上端中は1.73π となり,その内傾角度は西側壁82度,東側壁79度を

測る。

鳳

―-169-



羨道部の倶1壁 は,羨門閉塞施設の石材すべてと,倶1壁上段部の大部分の石材をすでに 持 ち去 ら

れ,その全貌は明らかでないが,左右両狽1壁 とも玄室に近い各 3個 の根石は,大形の石材を広 El面

を内側に揃えて垂直に立て,その他の部分は小形石材を横口または小日積みにして構築 している。

玄室に近い大形石材のなかでも,玄室との境にあたる根石は特に大きく,袖部境の西根石は床面か

らの高さ160cm,中 140cπ ,厚 さ約80cmの 直方形の石材を,玄室供1壁面より約70cπ 東へず らせて垂直

に立て,玄室と羨道のFE5仕切 りとしている。すなわち石材の北小 Elが玄室の妻壁,広□面が羨道狽1

壁となっている。またこれと対応する東償1壁 の根石も,大きさ形状を揃えた石材を選び,高さ 185‐

cm,巾 148cmの 長方形石材を広口面を内狽1に して垂直に立てている。羨道部側壁は前述のとおり完|

存しないため詳細は明らかでなく,高さや全長等の正確な計沢1も できないが,現況から判断して持 |

ち送 りはないと推察される。また玄室に近い西倶1壁 の一部に,上端部を揃え天丼石との調整詰めを
|

思わせる部分が遺存して,倶1壁高2.04π を測る。もしこれが羨道侵1壁 の原高をとどめているとすれ

ば,玄室高 2.7π に較べて約70cm低 い。当該地の丘陵傾斜面の傾状と合せ考えて,玄室よりも羨道|

の天丼が段違いに,一段低くなる構造の横穴式石室であった可能性が強いと思われる。     |

石室の構築順序は,最初に奥壁の根石を立て,次 にそれに接する両狽1壁 の根石を奥壁の左右から|

鋏むように置き,こ れを基準として入り口方向に順次構築している。ただし玄室に近い羨道部の根

石は,あ らかじめ計画に従って予定の位置を定め,玄室の石材をそれに合せて積み方を配慮したら|

しい点も見受けられた。また上段部の築造に関しても常に奥壁部が先行しているようである。 ■

石室と掘り方の関係は,奥壁の根石は掘り方北小口壁から約26cπ の距離に,掘 り方底面を約20"

掘 り窪めて固定され,石室は掘り方の中央に整然と構築されている。掘 り方の中 6.5π に対 して,|

石室外法巾約 3.9πが示すとおり,側壁背面と掘り方壁面の間隔は,左右両償1と も約lπ の余裕を

もっている。各壁面とも石室の裏狽1に 裏込めや控え積みの石材は施されていない。石室と掘り方の

間は,当地を形成する赤褐色の粘質土と,当該地に複合立地する弥生時代集落によって生じた,弥

生式上器片や灰などを包合する暗灰色の有機上を,叩 き締めなが ら順次埋め戻した形状を示してし,

る。石室全長11.8%に対 して掘 り方床面長13π ,,石室側壁高2.7π に対 して掘 り方の深さ2.5π ll

先の両者の横巾と合せ考えて,掘 り方内に当横穴式石室がちようどすっぽりと入る大きさである。|

このことは,本古墳の石室や掘 り方は,当 初から計画された設計があって,それに合せて掘 り方が

掘 られ,石室が構築されていることを物語るものと推察される。               ■

石室の床面は,本古墳への追葬の過程でかなり手が加えられ,築成時の原形とは変貌 しているよ

うである。発掘調査終了後の トレンチ調査による断面観察も含めて原形を推察すると,石室を構条

した後に掘 り方底面に有機物を含まない丘陵地山生き上を,約 10cmの厚さに敷いて,床面をほぼ平

らに整地しているようである。床面は玄室部においては水平面を保つが,羨道部は入 り口に向け

`緩い下傾をみせ, 6。 3π の間で 7 cmの 比高を測る。床面下に溝状遺構等の排水施設は何も認められ

ず,ま た礫床とか板石を敷 く等の特別な施設も施されていない。               |

第 4節 遺物の出土状況

石室床面および冨J葬遺物等の保存状況は,羨道の一部を除いては,
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なわれているにもかかわ らず,き わめて良好であった。それは本古墳の盗掘が出土品の採集が目的

ではなくて,単 に石材の採取を目的として行なわれ,それも石材を上に引き上げる露天1屈 りで実施

されているため,比較的に採取しやすい表土面から浅いところの,天丼石や側壁上段部および羨門

部の石材を1文 る程度にとどめられていることや,石室が深いうえに採掘時にはすでに石室内に土砂

が埋積していたらしく,床面の保存には条件に恵まれていたと考えられる。

石室内の埋積土を掘り降す過程で,羨道入 り口に近い東側壁にもたれる形で須恵器大壺が最初に

発見されたのに続いて,玄室床面の上方約30cillぐ らいか ら鉄器片や須恵器などが出上しはじめ,最

終的には第89図 に示したように,本棺の痕跡 7を 含めて多量の遺物が発見された。なかでも玄室内

では足の踏み場もないほどの密度での出上である (図 版51～59)。

遺物が発見されはじめた当初は,小石材とともに撹舌L遊離した状況を示し,床面からもかなり上

位に浮いた形状のため,石材採掘時等における盗掘による1覚乱かと思われた。 しかし,そ の後す ぐ

に第90図 にも示したように,玄室床面全域に配置された木棺の痕跡が発見され,棺に用いられた鉄

釘等の出土状態から,少 くとも玄室内の床面は,本古墳葬送の最終期の原況をほぼそのままの状態

に保っているようである。したがって遊離している遺物も後世の盗掘等による撹舌Lで はなくて,そ

のほとんどのものは,当 石室内への被葬者を追葬する過程における,取 りかたずけとか整理などに

よる二次的移動と理解される。

木棺はいずれもすでに腐朽していて,断片的な一部を除いてはほとんど現存しないが,玄室底部

の埋土内に黒色の有機腐蝕土面となって,薄い幕状の棺底面の痕跡をとどめ,その面上に量的には

少ないが棺内冨1葬品と思われる直刀,金環,玉類などとともに,遺存状態は極めて悪いながらも,

局部的な残影となって検出されるなどによって,そ の存在を知ることができた。なかでも木棺の組

み立てに使用された鉄釘のうちで,底板を打ちつけた釘が,そのまま直立した状態で遺存するもの

や,棺の小口部等の側板を横から打ちつけた釘が,棺の腐朽にともなってほぼその形状を保って直

下に落ちているなど,棺の構造と規模を知る大きな手がかりを得ることができた。今回の発掘調査

では第89～91図 にも示したように,玄室底部において計 7棺を検出したが,個 々の棺の形状につい

ては次節で記述するので, ここでは総体的な配置関係や出土遺物等の関連か ら,被葬者の埋葬過程

について若千ふれてみたい。

検出できた本棺の痕跡は先述もしたとおり計 7棺である。第 7号棺の上方に重なる第 6号棺を除

けば,平面プランでみると奥壁部を約 lπ あけて,玄室底面いっぱいに横 3列縦 2段に並べて,比

較的に整然と計画性をもって配置されている(図 90・ 91,図版49)。 しかし各棺の床面 レベルは,追

葬の度ごとに棺を安置する場所を整備しなおしたためか,かなりの高低差をみせ,最も差の大きい

第1号棺と第3号棺の間では,比高14cmを測る。また各棺を埋納するための施設として,第 6号棺

および第 7号棺は,扁平な花同岩の割り石を用いて棺台としているが,その他の棺は石室底面に整

地する程度で,直接整地面の上に安置していたようである。なお各棺の埋葬順序については,各棺

内に年代差を示すだけの百1葬遺物を伴なわないためにllBら かでない。ただその配置の状況等から常

識的に判断すると,奥壁に近い 3棺が先行し,第 7号棺の床上約20mに床面を置く第 6号棺が,一
番遅れて埋葬されたであろうと推測できる程度である。

―-173-…



しかし,発掘調査時に確

認できたこれ らの棺につい

て,石室内出上の土器や鉄

器等の多 くの遺物の出土状

況と対比してみると,本古

墳の被葬者は現認できる 7

棺のほかに,さ らにこれ ら

に先行する何体かの被葬者

のあったことが明 らかであ

る。

本古墳石室内出土の遺物

は多種多様で量的にもきわ

めて豊富である。出上点数

は 700点 を越えるが,後に

述べる現存する棺内遺物を

除いた他のほとんどは,本

古墳葬送の過程で取 りかた

ずけたり,集められた状態

の二次的移動をされ,そ の

大半は奥壁部と玄室袖部隅

にある西側壁近 くに集中し

ていた。たとえば出上点数

約 220点 におよぶ土器につ

いてみると,総出土数の約

60%に あたる 135点が,奥

壁部床面に山積みされた状

態 llC集 められ,袖部隅に26

点,第 1号棺下方を中心と

した奥壁に近い側壁沿いに

24点,第 6号棺の南小日外

方の玄室から約 lπ の羨道

東側壁寄 りの床面に 6点 ,

羨道入り口近 くの両側壁部

に,左右に対応するような

形で各 4点がグループとな

Q

つ
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器の場合とほぼ同様で,その大半は奥壁部の上器片とともに混在する形で集められているが,なか

でも尖根式鉄鏃は奥壁部の東債1壁寄 りに集中し,第 3号棺の北小日下方にまでおよんでいる。それ

に較べて馬具片は羨道の床面にも鞍金具の断片や留金具片が散見されるなど,石室底部全域の埋土

中に広 く遊離散在していたが,鐙の鎖片が奥壁の東端部と中程に分散するのはまだしも,同一個体

の轡片が奥壁中央か らやや西寄 りのところと,奥壁か ら 2。 7π も離れた第 1号棺南小日の外方に分

かれ,ま た第 1号棺床下の埋土内を中心に鐘形杏葉 5枚が,それ らを包括したままの状態で無雑作

に撹乱整地し直された形状で検出された。さらに第 1号棺の下方には先述の上器や馬具のほかに,

環頭太刀 2振 りをはじめ,金環や勾玉などの装身具および鉄釘等も発見され,第 1号棺に先行する

被葬者の存在を物語っていた。

なお今までふれなかったが,奥壁の南約1.6π から2.8π にかけての石室掘 り方底面に,第88図の

石室横断面図にも示したような長径約 1.2π ,中 約1.5π ,深 さ約0。 5π ほどの不定形な穴が掘 り込

まれて,その中には黒色の有機腐蝕土と,それに混じって止器片や鉄器片も若干発見された。この

穴は玄室倶1壁 の根石下底よりもさらに深 く掘 り降されていて,全面発掘すると俣1壁 の崩落する危険

もあり,当古墳が現状保存と決定した関係か ら,巾 30cπ の トレンチ調査にとどめたため,その金容

および目的は明確ではない。しかし中か ら出土した上器片が奥壁部の一括土器群の須恵器片と接合

でき,同一個体のものを含むことや,穴の上方に位置する第 1号棺および第 2号棺が,と もに穴を

埋めた後の整地面上に納められていることなどか ら, この穴は本古墳への葬送が開始されて後,第

1号棺および第 2号棺の埋葬が行なわれる間に,何 らかの目的で掘 られ埋め戻されたものである。

ここで大胆な推察が許されるな らば,本古墳が築成されて追葬が行なわれる過程で,玄室内がいっ

′
ぱいになって整理する必要を生じ,土器等の個形物は集めて奥壁部や袖部,あ るいは倶1壁沿いの比

較的邪魔にならない場所にまとめ,汚物状のものを底面下に穴を掘って埋め,床面には若干の新し
|

い土を補充して整地し直し,次の埋葬に備えたものと思われる。               |

現存する棺のうち奥壁に近い第 1号棺～第 3号棺は,と もに奥壁部の一括遺物を避けるように,

奥壁か ら約 lπ を離して北小 Elを 置いているが,第 1号棺は一括遺物群の上方整地面に置かれ,第

3号棺も一連の鉄鏃群の上方に棺の北小口を置いている。第 2号棺は直接的には一括遺物上には存

在 しないが,第 1号棺と同様掘 り込み穴の埋め戻し後の埋葬である。また羨道側にある棺も,第 41

号棺は袖隅に集められた一括土器の上に載 り,第 5号棺も散在土器等を棺床下に包合した整地面上

にあるなど,いずれも一括遺物群をはじめとした遊離または二次的移動遺物よりも,遅れて埋葬ざ

れた状況を示している。そしてまた玄室内出上の須恵器は編年観か らみて,ほ とんど年代差を示さ

ない。現存する個々の棺内に供献された百1葬 品はいずれも貧弱であるが,不明の第 7号棺を除いて

は,少 くとも玄室内においては埋葬後に,棺内および床面を変動された形跡を示さない。こうした

後期横穴式石室への追葬の場合,その終期に近い被葬者に対 しては,も ともとたいした供献物は伴

なわなかったと考えられる。少 くとも鐘形杏葉を含む盛装用馬具 2組,環頭太刀 2振 りを含む直刀
|

や刀子など,滑石製紡錘車 2個 ,金環や勾玉等の装身具,100本 を越える鉄鏃,220点 を越える土器

群等の豊富な冨1葬品を供献された被葬者は,果 して幾人であったか,私 たちが調査した時点では,
でに知見することできない,現存 7棺に先行する被葬者に対するものである。         |
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第88図 の石室平 llli図 に示した石室内に散在する石材は,底面上の約30cmぐ らいにまで浮いていた

幾つかの石材と,第 6号 1官 および第 7号棺のポ11台 に川いられた石材のほかは,そ のほとんどが現存

木棺のベースとなった二次的整地面下に,遊剛t迪物とともに混在していた。したがってこれらの石

材は後世の撹舌Lは 受けてなく,現存木1官 の埋葬に先行して,何 らかの目的によって石室内に搬入さ

れたものである。可能性の一つとしては,本古墳への早期に埋葬されたノ、達に対する葬送施設,お

そらくは棺台等に用いられたものと考えられるのである。

また羨道部への埋葬の有無については現状では確認できなかった。玄室に近い浚j■ の

'1側

壁に沿

った床面に,やや時代の降る狐みのついた須恵器諸 5個が整然と並べられていたり,小石材の散在

と遺物等も散見されて,追葬主体の埋納された可能性はあるものの,その確証は何も得られない。

第 5節 埋 葬 主 体

本古墳発掘調査にともなう埋葬主体で確認できたものは,先述もしたように本棺痕跡 7棺 で あ

る。実際にはこれに先行する彼葬者の存在も推察できるのであるが,現存しないため, ここでは確

認で きた7棺について,個 々の出土状況について概述する。各棺毎の計測値および棺内肩1葬道4勿 に

ついては表示のとおりである。

表40 岩田第14号墳現存木棺一覧

推定計測値
棺 内 冨1葬 遺 物棺

長 さ 1巾 床

第 ■号棺|

直刀■,ガ ラス玉 3? 直立釘5,落 F釘 4

第 2号棺1 183 金環 2,ガ ラス玉 7? 落
~ド

釘 4

第 3号棺1 234
直刀3,金環 4,ガ ラス玉
4,管玉 l

第 4号棺1 2■ 2 金環 3,ガ ラス玉 2

第 5号棺1 231
ガラス玉 1,上玉

6号棺1 188
‐

「
25 金環 2

第7号樹 205 +5 金環■

第 1号棺 (図92,図版53)

第 1号棺は玄室北西隅にあたる奥壁か ら55cmに北小口を置いて,西側壁に沿ってそれに接す るよ

うに納められている。並接する第 2号棺との間隔24.5cm,直列する第 4号棺との距離49c"を 測る。

当棺葬送に先行する須恵器をはじめ数多くの遺物を敷き込んだ整地面上に位置するため,本来の石

室底面よりも約20cmと かなり高位に棺床面を置いている。棺内冨1葬遺物と確言できるものは,東棺

側に接して北部に納められた太刀l振 りのみである。棺床面は腐蝕上層となってほぼその輪1郭 を遺

を
た

棺
し

号
と
高

ｌ
準
比

底
床

方
の

り
と
高

掘
面
比

考備

環金
２．

直立釘1,落下釘 7

直立釘7,落下釘8,棺台
石

落下釘4,棺台石
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第92図 岩 日 第 14号 墳 第 1号 棺 実 測 図            |

存し,粉状の残影となった灰白色の遺体も検出されたが,取 りあげることはできなかった。棺北ィヽ

日か ら約80cmの 棺長軸線上を中心として,腐蝕土面上に 3個 のガラス玉が検出され,棺内冨1葬 の可|

能性が強いが,先述もした当棺床下に敷き込まれた遺物群との関係もあって断定は困難である。 |

本棺は直刀の外縁に沿って棺倶l板 の一部が遺存し,棺の南小日 3本 と東西両棺倶1中央部付近に対

応する形で各 1本の,棺底板を打ちつけたと思われる先端を上に向けて直立する鉄釘と,南小 Elで

は倶1板を横から打ちつけた鉄釘が,棺の腐朽にともなってそのまま直下に落ちた形で東西各2本が

検出された。このことから本棺の構造と規模を知る大きな手がかりを得ることができた。すなわ●

本棺は小日板を両狽1板 が左右から扶む形で上下に各2本の釘で打ちつけられ,さ らに底板は上に載

る枠部外法と等しいかより大きい板が使用されているのである。残存棺材および鉄釘から本棺の規

模を推定すると,長さ200cm,中 44cπ の長方形箱形木棺となる。                |

参考までに本棺床下に敷き込まれていた遺物を列記すると,土器21,環頭太刀 2,馬具轡 1,鐘

形杏葉 3,雲珠 1,金環 1,勾玉 1,ガ ラス玉 3,そ の他刀子や鉄鏃等の小鉄器片約30片である。|

第 2号棺 (図93,図版53)

玄室の奥壁寄 りに並ぶ 3棺の中央 に位置す る。腐 蝕土面 と鉄釘 ,冨」葬品と遺骸残影等 によって,・

その存在 と輪椰をほぼ確認できる程度の遺存である。棺の床面は長方形プ ランを示 し,長さ 183c″

巾7(
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第93図 岩 田 第 14号 墳 第 2号 棺 実 測 図

巾70cmを 測る。奥壁から90cmの ところに北小口を置き,隣接する第 1号棺と24.5cm,第 3号棺と11

cm,第 5号棺と72cπ の間隔である。棺床面下に先行遺物の敷き込みも少な く,掘 り方底面の上方約

9c71に 棺床面をおいている。棺の南小日か ら45cm,東側縁から約15側 の床面上に金環 l対 と,南小

日か ら35cπ～85cmの間の床面上に計 7個 のガラス小玉が検出され,いずれも棺内冨1葬品と推察され

るが,床面上の発掘にともなってその周辺か らさらに12個 のガラス玉が発見された。棺の腐朽にと

もなって陥没した可能性も強いので,一応総計19個 のガラス玉を当棺内冨1葬遺物として取り扱かう

ことにした。実測図中の石材および土器と鉄鏃はすべて棺床面下の遺物である。なお本棺南小口西

隅外方に接して,滑石製紡錘車 1点 が遊離出上していることを付記しておく。

第 3号棺 (図94,図版53)

玄室北東隅にあたる奥壁か ら98cmに 北小口を置いて,東側壁から34cmに 側壁と平行に納められた

長方形箱形木棺である。西に並接する第 2号棺と1lcm,南に直列する第 7号棺と60cmの 間 隔 を 保

つ。床面下に敷きこむ遺物も少なく,掘 り方底面の上方約 5 cmに 床面を置くが,北小田部では奥壁

部に集められた一括遺物のうちの,鉄鏃群の上に載り本棺の埋納が,それ らに後出の様相を示して

いる。棺両小日の隅部に落下釘ならびに 1本の直立釘が検出され,腐蝕土面と合せて本棺の規模を

長さ 234cm,中 49卸 と知ることができた。棺の両側に沿ってやや北寄 りに,西側に 2振 り,東側に

1振 りの計 3振 りの直刀と,南小日から約22cmの 長軸中心線上にガラス玉 4,管玉 1が一括して検

出され,同 じく南小日か ら約30cmの床面上に約27cm離 れて 1対の金環が,当 棺内副葬遺物として発

Ｆ
Ｍ

卜

ｐ
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見された。さらに南小日から 104cmの 西側縁上と,北小日から25cm,東 側縁から5 cmの床面上に各

1個の金環が発見されたが, この両者は対とならず,i/11i側 板部の金環は第 1号棺床下の金環と,ま

た北小口金環は第 4号棺北小口金環と同巧同大で対となる可能性が強く,本 1官埋葬に先行する被葬

者への供献と考えた方がより妥当のようである。

第4号棺 (図 95,図版54)

玄室袖部隅に埋納された長方形箱形木棺である。袖部妻石から北へ25cmに 南小口を置き,西側壁

か ら平均28cmに それと平行に西側板を置いて納められている。並接する第 5号棺との間隔10cπ ,Jヒ

側の第 1号棺との距離49cmを 測る。袖隅に集められた遺物群を棺の南ガヽ日が踏んでいるが,ち ょう

どその部分は石室掘り方底面が深 くなっているため,棺床面と石室掘り方底面との平均比高は約 5

cmと 位かである。腐蝕土面を基準とした本棺床面の規模は長さ 212cm,巾 60cmを 測る。棺内冨1葬遺

物 としては,棺の北小日から約75cm,西側縁から15cmの ところを中心として,南北に約17cm離 れて

1対の金環と,そ の西方棺の西側縁近くに2個のガラス小玉が考えられる。他に北小日から33cmの

東側縁の近くに金環 1個が発見されたが,先述の第3号棺遊離の金環と対となる可能性が強く,Jヒ

ノ]ヽ 日から外方にかけて検出される遺体残影とともに,本棺埋葬に先行するものと考えられる。また

実測図に示した土器群はすべて本棺床面下検出のものである。

第 5号棺 (図96,隊 1版54)

C＼ /D

9       `       lm

号 棺 実 測 図
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第 4号棺の東約10cmに平行して並ぶ長方形箱形木棺の床面痕跡であるが,小日部をやや南にず ら

して置かれているため,南小日部は約20cπ ばかり羨道部にかかっている。東に並ぶ第 7号棺と25cm

北の第 3号棺との距離72cmを 測る。腐蝕土面と掘 り方底面の比高は平均 3 cπ であるが,後述の人骨

および玉類の高さと底面の比高は 8 cmを測り,本来の棺床面は今少 し高位にあったことを示してい

る。棺の両小 Elの 両供1お よび債1縁 中央部に鉄釘が検出され;その形状と床面腐蝕土面とを合せ考え

て,棺の長さ 231cm,巾 55cmと 推測される。棺床面の北小口に近い長軸線を中心にして,遺骸顎部

と金環 1対 ,土製練玉21,ガ ラス小玉 lが一括発見された。頭位を北に置いた被葬者の着装遺物と

考えられる。その他図示した石材および遺物は,鉄釘を除いてすべて床面下の敷き込みである。北

小口西隅の大形須恵質提瓶は,棺台として用いられたかあるいは高く露塁して邪魔になったためか|

意識的に破砕された形状を呈し注目された。

第6号棺 (図 97,図版54・ 55)

第 5号棺の東に並存する第 7号棺の上方に南にややずれてはいるが,ほ ぼ上下に重なるように曇

葬された長方形箱形木棺である。第 7号棺より約34cm南 にずれ,東狽1壁 の約18cm西 に東棺側を置しヽ

ている。 したがって本棺は羨道部に約37cπ はみ出した形となり,西 に隣接する第 5号棺と水平距離|

で20cπ ,北の第 3号墳南小日との距離96cmを 測り,先行する第 7号棺の床面より約20cm上方に床証

を置いている。花同岩石材を棺底両小日に使用して棺台としているが,現存木棺の中で最終期に」

/D

0              1m

第 6号 棺 実 測 図
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納 されたためか,1官の組み立てに用い られた鉄釘の遺存状態は良好で,特に小田部においては埋上

中に直立釘も含めてよくその原況を保 っていた (図版55)。 本棺の規1莫 は長さ 188帥 ,中 53cmと 推

測され,その構造は第 1号棺の場合とほぼ同巧の手法である。棺床面の南小田部東隅と,同南小日

か ら29cm,西棺側から63cmの 距離をもって金環 1対が発見された。

第 7号棺

第 6号棺の床面下約20c■ に上下に重なって埋葬された,長方形箱形の木棺である。第 6号棺埋葬

の際に大きく痛められ,実測はできなかったが,第 6号棺と同様石材を用いて両小田部に棺台を設

けていた。北小口を第 6号棺より約35cm北 に置き,西に並ぶ第 5号棺と25cm,北 の第 3号棺と90cm

の位置にあり,棺床面は掘 り方底面の上方約 5mに 置いている。棺床面の推定規模は長さ 205ca,

巾46卸 と推測される。鉄釘 2本の落下のほか,北小日か ら約80cmの 西棺側近 くに金環 1個だけを検

出した。

第 5章 出 土 遺 物

本古墳の発新1調査にともなう石室内からの出土遺物は,表 41に も示したように総個体数は 700点

を越え,質量ともにかなり豊富である。しかし前述もしたごとく現存する棺内副葬遺物は貧弱であ

り,その他の大部分の遺物は,本古墳への追葬の過程で二次的な移動が行なわれ,そ れも現在確認

できるどの棺よりも先行する様相を示している。そのため各被葬者ごとに対応できる冨1葬 遺物数は

極めて限定され,葬送の年代を知る大きな手がかりとなる土器についても,羨道床面の一部を除い

ては, さしたる編年的差異を示さない。したがって本稿では出土遺物を全体的に各器種ごとにまと

め,順次その概要を記すことにした。出土遺物の量も多 く個々の遺物について列記す るには,本書

のスペースの関係もあるため記述の便宜上,個 々の遺物の計測値や胎土焼成等については,で きる

だけ器種ごとにまとめて表示した。実測図および表の遺物番号は本文の遺物番号に対応し共通であ

る。

第 1節 須 恵質土器

推定も含めて総検出個体数は 308個 体以上にのぼる。各器種別個体数は表41,出土状況は図89お

よび表42を 参照されたい。器種別個体数では杯の類が全体の約76%に あたる 234個 体を占め,そ の

反面横瓶 1個体,短頸対 4個体,平瓶 5個体などが少ない特徴を示す。

発見された須恵器の大半は奥壁部と玄室袖隅に寄せ集められているが,玄室の西側壁沿いや,現

存木棺床部の整地面の下に敷きこまれたものもかなりある。ほとんどの須恵器が追葬の過程での二

次的移動を受け,そ の扱いはぞんざいである。例えば上下に重ねて対となる不の蓋仔Jと 身1391が,玄

室内の第 5号棺床下と約4.8π 離れた羨道入り回の東側壁付近か ら発見されたり,有蓋短頸増(166)

の蓋と身が,第 2号棺床下と第 4号棺床下の約 1.9π に分散して出上した。すでに破損した上器で
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も,第 1号棺南小 日外方の高不 (l15)が,約 3.lπ 離れた奥壁部の細片と同一個体であったり,第

4号棺床下の不片Gaが4.15π の距離にある奥壁遊離片と接合して完形復元でき,さ らには玄室底面

下 に掘 られたピッ ト内の,床下約40cmで発見した破片が第 1号棺床下の郊1361と 接合できるなど,か

な り撹乱遊離された形態を示している。

しかしこうした出土状況のなかで,完形を保つものもかなり多く,1安合によってほぼ完形に復元

で きたものを加えると,全検出個体数の約52%にあたる 160個 体を占める。反面その他の破片は断

片的な小破片が多 く,ほ とんど接合できない。完形の30%～ 60%大に復元できるものは僅かに8例

を数 えるのみである。接合できない遊離片総数329片を分類して個体数を検討すると,少 くとも140

個体以上となるほどである。したがって本古墳 出上の須恵器は,完形またはそれに近 く接合復元で

きるものか,あ るいは単片的な遊離断片のいずれかであり,その中間的なあり方は示さないのであ

る。 このことは,本古墳への葬送のある時期に,すでに埋納されていた高1葬 品類を,奥壁部や玄室

袖部 隅などに寄せ集めたり,玄室床面を整地レなおしたときには,その取 り扱いはかなり粗雑では

あ るが,副葬品類を石室外等へ持ち出すことはしないで,石室内において処理したことを物語るも

の と思われるが, その他の小断片の存在については明確にできなかった。

これ らの断片の多くは,本古墳出上の完形および復元土器群とほぼ同時期のものが大半を占め,

なかにやや先行するものや糸底のついた郊などかなり時代の降るものも含まれる。そして当然のこ

とか も知れないが,先述の上器群と同時期までのものは,玄室内の奥壁や袖部あるいは床面下等の

上器群 として混在 し,時代の降るものは,羨道部床面や遊離埋積土中からの検出が多い。当該地周

辺 には本古墳の‖寺期に 1ヽ後する須恵器 2～ 3点を伴出する土墳墓や,須恵器片の散布 も見 られ,石

室 の遺存状況と合せ考えて, これ らの小破片のなかには本古墳葬送に直接ともなうもののほかに,

追葬の過程における混入や,後世の石室破壊時等の流入などの可能性も考え られる。 したがって本

稿では実測が可能程度に復元でき,本古墳葬送 と直接的にかかわりのある供献物と推 察 で き る,

168点を中心に記述することとするo

l.1不 身 (図 98,99。 図版61)

総検出個体数は79個 体であるが,そのうち完形を保つものは32個体,接合によってほぼ完形復元

で きたものは20個体と保存状態はかなり良好である。日径ll.8卸～12.8卸,受部 最 大 径 14。 2cm～

15。 3cm,器高3.6cm～ 4.6cmの 範囲内のものが多いが,表 43に も示したように個々の器形ごとの径と

高 さの比率等に関してはかな りのばらつきをみせる。総体的に立ちあがりが低く内傾しているが,

器壁が薄くて立ちあがりのシャープなものと,器壁が厚く受部の張りだしの短いものとがある。整

形仕あげは器表底部はへら削り,体部および内面はすべて横なで調整である。

(11均 整のとれた良品,立ちあがりの内傾が著しく0・ 75cmと 低い。器表の約半分は灰釉をかぶり白

斑をみせ,立ちあがりの一部に鉄銹が付着している。(劾受部が厚く外方に高 く斜傾しているため,

立ちあがりは0.35cmし か突出しないぅ旧)器表の約50%に灰釉をかぶり灰白色を呈し,指圧凹痕が目

立つ。受部に重ね焼きの際に付着したと思われる約 8 cπ の長さの粘土痕がある。14)受部を極端につ

まみだし立ちあがりは内湾して 0.5cmと 低い。内外面とも仕あげ調整は粗雑で外表の一部に鉄銹が
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表42 岩日第14号墳須恵器出土地点一覧 付着ヒ
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46

杯 蓋 |l l13 台付増蓋 ‖130 聴

メ 身

杯 身

ネ 身

琢 身

不 身

外 身

杯 身

琢 身

杯 身

不 蓋

杯 蓋

不 蓋

繁 蓋

鉢 蓋

不 蓋

ネ 蓋

杯 蓋

第 5号槽下付近

杯 身 不 蓋

外 蓋

不 蓋

台付靖 |1145 提 瓶

杯 身

杯  身 114

1■6

117

119

120

123

124

129

129

131

138

146

154

台付靖蓋 ‖149 提 瓶

高 杯 |1157 台付培

台付増高 杯

高 外

159

163 台付増

高 外

高 琢

高 邦

高 鉢

提 瓶

提 瓶

台付増

91杯  身 不 蓋

I「1不 身 杯 蓋

外 身 外 蓋

杯 身 ネ 蓋

杯 身

琢 身

ネ 身

52

56

57

58

59

60

61

70

92

95

選

聴

聴

杯 身

杯 身

ネ 身

不 身

鉢 身 ネ 蓋

沐 蓋

台付増 不 蓋‐

不 蓋

不 蓋

提 瓶

不 蓋 1第 1号棺下付近

杯 蓋 杯 身

99

101

103

104

108

109

外 蓋

不 蓋

3

21

24

36

45

ネ 身

台付不

不 身

杯 身

杯 蓋

台付ネ ‖ 51 1 ネ 身

ネ 蓋

外 蓋

第 2号槽の下

÷1赫
109 1台付杯蓋 杯 身 107 1 琢 蓋

l10

110 1台付杯蓋 鉢 蓋

ネ 蓋 lll l 台付杯

ス 蓋 111 1台付ネ蓋

ネ 蓋 112 1 台付ネ ‖ 90 ネ 蓋

ネ 蓋 112 1台付塚蓋 ‖126 高 杯

118

133

166

高 不

平 瓶

短頸Jtl

5

14

40

53

54

55

71

メ 身

不 蓋

杯 蓋

堺 蓋

琢 蓋

平 瓶

第 1・ 2号棺南

ネ 身

不 身

外  身

不 蓋

不 蓋

外 蓋

高 外

平 瓶

提 瓶

台付増

霊

第 4号棺の下

161

167

玄室袖部一括

21妹 身

杯 蓋

杯 蓋

不 蓋

杯 蓋

不 蓋

外 蓋

鉢 蓋

羨道第 6号棺南

22

23

25

26

27

28

29

30

31

33

48

106

125

135

139

140

羨 門 部 東

141

142

143

杯 身

杯 身

不  身

不 身

外 身

ネ 身

外 身

杯 身

杯 蓋

ス 蓋

39

151

■68

羨 門 部 西

137

148

160

第 3号棺の下

普1紳
―-186-



付着している。b)受部が外方に高く斜傾するため立ちあがりは0.32cmし か突出しない,焼歪みのた

めかなり湾曲している。16)焼 成は軟かく瓦器に近い。したがって器表は荒れてざらっとしている。

(7)完 形特記事項なし。(81細 砂を含むが胎土は良質である。焼成は軟 らか く外表の調整は粗 雑 で あ

る。(9)胎上に3m大の礫をかなり含みやや焼歪みをみせる。外表に小粘土塊の付着と鉄銹が認めら

れる。住0胎土に 3 mm大の礫を合みロクロ回転による引き傷が目立つ。

llll器 表の整形はやや粗雑,受部に重ね焼の際の粘上の付着が約 7 cm残 り1671と のセッ ト関係が明ら

かとなった。l121焼成は軟質だが均整のとれた良品,外表に焼成時の付着と思われる小粘土塊が 2か

所見 られる.l131焼 成は堅緻で立ちあがりもシャープ,器表に灰釉をかぶ り白斑および黒斑が全域に

み られる。l141底部が焼歪みによって凹み器高 2.lcmと 扁平な形である。 l151均 整のとれた良品,内面

はていねいななで調整がされている。住0外表底部に螺線状のへ ら削 り痕が顕著に残り,一部に鉄銹

の付着が認められる。l171や や焼歪みをみせ,外表へ ら削りは受部近 くまでおよぶ,立ちあがりか ら

受部にかけての一部に鉄銹が付着し,内 面のなで調整はていねいである。にD完形特記事項なし。住9

内面中央部に青海波状の圧痕を残し立ちあがりに鉄銹が付着する。 (104)と対 となる。90立ちあが

りはシャープではないが0.9cmと 高い。外表の一部に鉄銹の付着がある。

1211～ 1251は ほぼ同巧手法のものである。9D内 面底部に指圧条痕が顕著で仕上げなで調整もていねい

である。1221の 外表の一部に鉄銹,93と俄』に大豆粒大の粘土塊の付着,1231底 部に焼歪みが見 られる。

ともに 3 ππ～ 4 mm大の排をかなり含む。俄のは俗0と 対となる。卿内面中央部に青海波状の圧痕を残す

が,なで調整はていねいである。その反面外表は 3m大の礫が露呈しロクロ回転による引き回し傷

が目立つ。1861と 対となる。1271器 形の均整はとれているが,内外面とも471m大 までの礫の突出が目立

つ。け0内 Iniな で調整もていねいで均整のとれた良品である。ぼ9胎上に砂粒を含むがきめが細か く良

好である。80受部に僅かに鉄銹が付着,内 面仕あげ調整は施されていない。mと対になる。

8J均整のとれた良品,径 15。 7cmは 本古墳出上の不身中最大である。器表底面にへ ら状施文具によ

るX形の窯印があり,8動 と対になる。外表の一部に鉄銹が付着する。椰2受部と立ちあがりの境 に凹

線状の溝をもつ均整のとれた良品,器表底面にへ ら状施文具による 3条 の沈 線 が,中 5 cm,長 さ

14.5cmに わたって施されている。0鋤 立ちあがりを反りをもって内傾が著 しい。内面なで調整はてい

ねいである。1341受 部と立ちあがりの境に凹線状の明瞭な溝を維 らせ,外表全面に灰釉をかぶり灰白

色斑が広がっている。1351外 表に自然釉をかぶり黒灰色の光沢を放つ部分がある。器表底部に巾 1.7

cm,長さ10。 8cπ の 2条 の窯印状の平行沈線が施されている。 (105)と対となる。1361外表一面 に 自

然釉をかぶり白斑が見 られる。 内部なで調整はていねいである。 1371胎 上のきめは細かく良 質であ

る。径に較べて器高が低 く罵平な形である。89焼成は軟質ながら均整のとれた良品,外表底面のヘ

ラ削りの稜がシャープに残る。09径13.9cmは 本古墳出土不身中最小,外表全面に灰釉をかぶり灰褐

色と黒灰色の斑文をみせに1と 対となる。器表の一部に不定形な小粘土塊が付着する。1401や や焼歪み

をみせるが8動 と対になる。

1411大 きく焼歪み深い椀状を呈すが60と 対になる。1421受部は外方に高く斜傾,椀状を呈 し器 高 も

4.6cmと 高く1591と 対になる。1431底 部が焼歪んで平 らとなりへ ら削りや指圧条痕が明瞭に残る。仕あ

げ調整のなでは認められない。回立ちあがりが低 く器高も 3.2帥 と扁平なつ くりである。uD焼成は

一―■87-一
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表43 岩田第14号墳出土須恵器坪身

土器
番号

口 径 最大径 器 高 色  調

(単位卸)

考
ム
ロ 焼  戦 備

2

3

4

12.8 14.0 暗青灰色

11.5 14.3 灰  色

12.8 15.2 4.3 暗青灰色

12.8 14.8 4.2 淡青灰色

7

8

5 11.3 13.8

6 12.5 14.2

4.3 灰  色

4.1 灰 白 色

4.2 青 灰 色

暗青灰色

3.9 青 灰 色

淡青灰色

暗青灰色

青 灰 色

青 灰 色

青 灰 色

青 灰 色

12.1 14.0

12.5 15.0

14.5

14.5

灰 白 色

暗青灰色

青 灰 色

14.5 青 灰 色

14.3 灰  色

青 灰 色

9 12.4

10 12.0

ll 12.2

12 11.8

24

25

12.2 14.6

12.2 14.7

12.1 14.6

12.0

12.7

12.8 14.2

12.2 14,7

12.5

12.4 14.5

12.7

12.5 14.9

12.7 14.2

13.8

14.5 3.9 青 灰 色

14.9 4.5 暗青灰色

14.9

14.2

淡青灰色

26 13.8

15.2 淡青灰色

14.7 4.3 淡青灰色

14.9 4.3 暗青灰色

青 灰 色

27

28

29

12.4

12.6 14.9

12.0 14,7 青 灰 色

-188-

完形復元普 通

13

14

15

16

17

18

19

普 通

普 通

普 通

普 通

普 通

軟 質

普 通

軟 質

普  通

堅  緻

普 通

軟 質

堅 級

普 通

普 通

堅 級

普 通

やや軟質

普 通

普 通

普 通

やや軟質

やや軟質

普 通

普 通

やや軟質

堅 級

普 通

砂粒を合む

砂粒を多く含む

完形,稀に 7 mm人の礫を含む

完形復元,(95)と対になる

完形,受部に重ね焼痕あり

完形,調整粗雑

完形,(62)と 対,焼歪みあり

ほぼ完形に復元

完形,稀に 5脇人の礫を含む

ほぼ完形に復元

完形,やや焼歪みをみせる

完形

完形,(67)と 対になる

完形復元 (77)と 対になる

完形,稀に7m大の礫を含む

完形復元

完形

ほぼ完形

完形復元,焼歪みをみせる

完形,8硼大の礫を含む

完形,(104)と 対になる

完形

完形

完形

完形復元, 3伽人の礫を含む

完形 (64)と対になる

ほぼ完形

完形 (86)と 対になる

完形

ほぼ完形

砂粒を含む

砂粒を含む

細砂を多く含む

砂礫を含む

砂粒を多 く含む

細砂を含む

砂礫を含む

砂礫を含む

砂礫を含む

砂粒を含む

砂礫を含む

砂粒を含む

細砂を含む

砂礫を含む

細砂を含む

砂礫を含む

砂粒を含む

砂礫を含む

砂礫を含む

砂粒を多 く含む

砂礫を含む

砂礫を多く合む

砂粒を含む

や

あ

み

な

整

る

1.

砂礫を多く合む

砂礫を多く合む

砂粒を含む

砂粒を含む



口 径
|

最大径
|

完形,(71)と 対になる

完形,(82)と 対になる

完形 (58)と対になる

完形復元 (59)と 対になる

と対になる

30

31

32

33

34

35

86

37

38

39

40

13.1 15.2 砂粒を含む やや軟質 完形,(97)と 対になる

13.2 15.7 4.8 暗青灰色 細砂社を合む 完形 (81)と 対になる

12.1 14,7 4.4 暗背灰色 砂粒を含む 1キ  j重 ほぼ完形復元

12.3 15,3 4.2 砂礫を含む 普 j重 ほぼ完形復元

14.9

青灰色,断
面赤褐色

青 灰 色

砂粒を含む

砂礫を含む

墜 級 ほぼ完形復元14.5

普 通 ほぼ完形,(105)と対になる

12.4 14,9 青 灰 色 砂礫を含む 堅 維 完形

12.3 14.6

青 灰 色 砂粒,雲母を含む 普 通 約80%復元12.5 15.1

灰 白 色 砂粒を含む 軟 質

ll.4 13.9 暗青灰色 砂礫を含む 普 通

12=5 14.9 青 灰 色 砂礫を含む やや軟質

ll.8

12.3 15.0

13.9

背 灰 色 砂礫を含む やや軟質

淡背灰色 細砂粒を含む 墜 級

断
，色
色
褐

灰
赤

青
面

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

12.6 15.■

12.1 14.6

14.9

12.0 14.6 青 灰 色 砂礫を含む

淡青灰色

4.5

3.6

淡青灰色 砂粒,雲母を含む やや軟質

普 j通

砂粒を含む やや軟質

青 灰 色 砂礫を含む やや軟質

暗青灰色 砂粒を含む 普 通

4.2 暗青灰色 砂粒を含む 普 通

暗青灰色 砂粒を含む 普 通

15.2 暗青灰色 砂礫を含む やや軟質

砂礫を含む 普 通

12.8 14,2

14.8

14.1

15.2 4.0 暗青灰色

52 4.5 灰 白 色 砂粒を含む 普 通

やや軟質だが胎土や形状は均整のとれた良品,立ちあがりの内傾が著しい。1461焼歪みをみせるが仕

あげ調整もやや粗雑である。 1471均整のとれた良品で仕あげ調整もていねいである。1481や や焼歪みを

みせるが内外面ともなで調整はていねいである。僣9外表底面のへ ら削り痕が著しく,内面中央部は

なで仕あげ後に平らなものを押しつけた痕跡を残す。1501底部が焼奪みで一部窪んでいるが仕あげ調

整はていねいである。団形状および仕あげ調整とも良好であるが,焼成時のひび害1れが大 き く残

る。1521細 砂を多量に含み内面仕あげ調整はていねいだが外表は粗雑,外表底面にへら描きによる中

1.lcm,長 さ10cmの 2条の平行沈線が施され,仔0と対になる。
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表44 岩圏第14号墳出土坪計測値別分布表
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凩
‐
‐

５

‐

１

４

‐

１

３

１

ICm
16

|

2杯 蓋 ⑩ 硼 悩 肺 の

   肺 でぁ気 勧 だ 2例 だ峰 N輸 輔 た11計 136個体分を検出したが実測可能のものは56

小形品を含むが,径 13.lcπ ～14.5cπ ,器高3.3cπ ハ

表44に も示したように,その範囲内でかなりのば

ず椀状に丸味をもち,日 縁端部もまるくおさめた

もち,口 縁端部を薄 く内側に斜傾させ段をもたせたものがある。整形仕あげは器表天部 は へ り
|
■■

り,その他と内面は横なで調整である。

1531や や焼歪みをみせ,内面横なで調整は雑,外

る。□縁近 くに鉄銹の付着がある。bO底部が平 ら

整はともに良好である。闘器表全面に灰釉をかぶ

[;l:][[|]首:|[をi][]][::[l[:[3:[:ii[][][「 :をi:|

歪み

立ち

壁か

の一

161

もて

なる

稜を

部は

いで

稜を

いる

文が

平な

荒れ
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玄 室 袖 隅 一 括

第7号棺Jヒ西隅外方

奥 壁 中 央 付 近

奥 壁 東 半 部

奥 壁 JL 東  隅

第1号棺下 北 東隅

奥 壁 北 東 隅

奥 壁 東 部 付 近

奥 壁 東 部 付 近

玄 室 袖 隅 一 括

羨 門 東 側 壁 付 近

第5号棺下 南小 口

玄 室 袖 隅 一 括

玄 室 袖 隅 一 括

玄 室 袖 隅 一 括

土器番号 | 出 上 場 所

上下に重なる

不

百一Tず下
|

面 幕 石

「

可1~T蕩 下 1 
両 者 間 距 離

玄 室 袖 隅 一 括

第4号棺と西側壁間

奥 壁 中 央 部

奥 壁 北 東 隅

第 1号棺下中央付近

奥 壁 北 東 隅

奥 壁 北 東 付 近

奥 壁 東 部 付 近

玄 室 袖 部 一 括

第 3号棺南小 日下

第 2号棺南小日外方

玄 室 袖 隅 一 括

玄 室 袖 隅 一 括

玄 室 袖 隅 一 括

表45 岩田第14号墳坪蓋と身のセ ット関促および出土状況

歪みによるゆがみをみせる。60大 きく焼歪みをみせ器壁の厚いつくりである。器表の指圧条痕が目

立ち仕あげ調整もやや荒いがにJと 対になる。 1591径 に対 して器高が高く椀状を呈しは2と 対になる。器

壁が厚 く体部の一部に気泡によるふ くらみがある。60扁平なつくりで整形仕あげもやや粗雑。器表

の一部に鉄銹が付着する。

1611天部がやや窪み扁平,口縁端を鋭 くつまみ内側に斜傾させ段をもつ。胎土も良質で整形仕あげ

もていねいである。外表全面に灰釉をかぶり黄褐色の斑文がみられる。1621深 い腕状を呈しb)と 対に

なる。器表のへ ら削りはやや粗雑である。G3若千焼歪みをみせるが胎土や焼成は良好,器胴に弱い

稜をもち口縁はやや内湾している。内面天部に平 らなものを押しつけた痕跡をかすかに残す。GJ天

部は扁平で焼歪みをみせ,整形はやや荒 く041と 対になる。1651胎上のきめも細か くなで調整もていね

いで,外表天部もへ ら削りの後なで仕あげされている。俗〇前記1651と ほぼ同巧である。1671器表に弱い

稜をもち口縁はやや内湾している。口縁端の一部が重ね焼きの際,不身受け部に癒着して欠損して

いることから,OJと のセッ ト関係が判明した。60内 外面とも灰釉をかぶり黒灰色または灰白色の斑

文がみられる。胎土に器壁厚より大きい 8卸大の礫をかなり含み,整形仕あげも粗雑である。69罵

平なつくりで胎上に4御大の礫を多 く含み整形もやや荒い。仔0砂粒を多く含み焼成も軟質で器表の

荒れも激しいが,均整のとれた良品でG動 と対 になる。外表体部に稜をもち口縁はやや外傾, 日縁端
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器 高 1色  調 1 胎   土  1焼  成 1  備    考

表46岩 田 第 14号 墳 出 土 杯 蓋 (単位c2)

53 14.1 青 灰 色 砂礫を含む やや軟質 完形

54 14.3 3.5 青 灰 色 砂粒,雲母を含む 堅  級 完形

55 14.2 淡青灰色 砂粒を含む 堅  緻 完形,天部にへら記号

青 灰 色 砂礫粒を含む 普  通 完形復元

13。 ■ 4.9 灰  色 細砂を含む 軟  質 ほぼ完形復元

14.1 4.3 青 灰 色 砂礫を多く含む 普  通 完形,(41)と対になる

12.8 淡青灰色 砂粒を含む 堅  緻 完形,(42)と対になる

13.0 3.6 青 灰 色 砂礫を含む 普  通 完形復元

14.1 3.5 灰  色 砂粒を含むも良質 堅  緻 完形

12.6 淡青灰色 砂粒,雲母を含む 堅  緻 完形復元,(5)と 対になる

土リ
番
‐

81

8(

8`

81

8(

8'

8(

81

9{

9:

91

91

9.

91

91

9'

91

9

1〔

1(

1(

1(

1(

ll

1(

1(

l ll

60

61

62

63

64

65

66

13.5 暗青灰色 砂粒を含む

14.5 3.9 青 灰 色 砂粒を含む

67 13.6 淡青灰色 砂礫を含む

68 13.3 4.2 灰  色 砂礫を含む

14.9

13.1

14.7

13.9

13.7

暗青灰色

淡青灰色

黒 灰 色

青 灰 色

暗青灰色

砂粒を含む

砂礫を含む

69 13.2 砂礫を含む

13.5 暗青灰色 砂礫を含む

13.7 3.7 青 灰 色 砂粒を含む

堅   緻 ほぼ完形復元

普  通 完形,(24)と対になる

普  通 完形

普  通 完形

堅  級 ほぼ完形復元

堅  緻 (11)と対にな

普  通 完形

堅  緻
完形,(52)と対になる。天部
へら記号

堅  緻 完形,(39)と対になる

堅  級 ほぼ完形復元

普  通 ほぼ完形復元

普  通 完形復元

やや軟質 ほぼ完形復元

普  通 完形復元,(12)と 対になる

軟  質 完形復元

堅  級 完形復元

普  通 完形

普  通 完形

り
元
あ

復
大

形

御

饉九
７

ぼ
は

ほ
礫

70

71

72

73

74

75

76

砂粒を含む

淡青灰色 砂礫を含む

砂礫を含む

14.0 3.7 青 灰 色 砂礫を含む

13.9 4.2 暗青灰色 砂粒を含む

77

78

79

80

81

13.4 4.4 灰 白 色 砂礫を含む

14.5 青 灰 色 砂礫を含む

14.4

13.6

暗青灰色

暗青灰色

砂礫を含む

砂粒を若千含む
は
　
鵡
〓細砂粒を含む,良好14.8 暗青灰色

一-192-

普  通 ほぼ完形復元,(31)と対になる



82 14.3 青 灰 色 砂礫を含む 普  j亜 | ぽほ完形復元,(40)と 対になる

83

84

8P0

86

87

88

89

90

14.3 淡背灰色 砂礫を含む 墜  級 | ほぼ完形復元

14.2 青 灰 色 砂磯を含む 普  通 1 完形

13.7 3.8

4.0

li灰 色 砂粒を含む,良質 墜  級 1 完形

14.3 淡青灰色 砂粒を含む 普  通 完,移復元

14.1 背 灰 色 細砂粒を含む,良質 普  j通 完形復元

14.3 暗青灰色 砂礫を含む 普  通 1 完形

14.1 4.7 淡青灰色 砂粒を含む やや軟質 完形復元,(29)と対か ?

14.3 背 灰 色 砂粒を含む,良質 堅  級 完形

91

92

93

94

95

13.9 3.9 l音青灰色 砂礫,雲母を含む

］一］
完形復元

15.1 3.6 暗青灰色 細砂を含む,良質 完形

14.5 3.7 青 灰 色 砂粒を含む やや軟質 完形

14.3 暗青灰色 砂礫を含む 堅  緻 1 完形復元

13.8 5.1 淡青灰色 砂襟を含む 普  通 1 完形,(2)と 対になる

14.1

14.7

青 灰 色 砂礫を含む 普  通 完形

灰 白 色 砂礫を含む 軟  質 完形,(30)と対になる
.

13,7 背 灰 色 砂磯を含む 堅  級 1 完形

13.7 暗背灰色 砂礫を多く含む 普  通 1 完形

14,2 暗青灰色 砂楳を含む 普  通 完形,天部にへら記号

完形復元13.3 淡青灰色 砂礫を含む 普  通

13.8

14.0

灰 白 色 砂礫を含む 軟  質 1 完形復元

淡青灰色 砂粒を含む 並
日
　
一　
並
国

通

一
通

ほぼ完形復元

13,7 淡青灰色 砂粒を含む 完形,(■9)と対になる

完形復元 (35)と 対になる,へ
ら記号

14.l

14.2

青 灰 色 砂粒を含む

背 灰 色 砂礫を含む 完形

ll.0 背 灰 色 砂粒を含む,良質 ほぼ完形復元

10.7 背 灰 色 砂粒を含む,良質 完形

96

97

98

99

■00

■0■

■02

■03

■04

■05

■06

■07

■08

は内側に低く斜傾して段をもつ。口縁部およびへら削りの状況か ら本古墳出上の跡の中では古い様

相を示す。天部外表に 2条 のへ ら描きによる平行沈線が施されている。

1711器壁が厚 く扁平なつくりである。器表全面に灰釉をかぶり黒灰色を呈する。09と 対になる。1721
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翼賃馨llttEIIl景 重k曾[1薦1
かぶり灰白色斑がみられる。仔0器表中程の指圧条痕が著しくまた整形も粗雑である。内外面とも―||

鉄銹が付着している。冊属平なつくりである。外表へら削りも2度にわたちて施され仕あげのなで
|■|

調整もていねいで,均整のとれた良品である。仔0内 面天部の指圧凹痕が目立つが,なで調整はかな

りていねいである。断面は赤褐色を呈 し,器表の一部に鉄銹が付着している。冊焼成は軟質なが|
均整のとれた良品l121と 対になる。□縁端部も鋭 く仕あげられ,内 面のなで調整もていねいであぅ|
卿均整のとれた良品,内面指圧条痕は口縁近 くまで認め られ,天部では螺線状に続っている。1791●

や焼歪みをみせるが,な で調整は天部にまで及んでいる。侶0かなりの焼歪みをみせる。器表天部
||

へ

(ilil【 振為it旦菖,EttI[11彙 8:二 はこLl僣 li['ご肇】1:|[■3ょ施文負|:

よる 1辺約 9 cπ のX状沈線が施されている。 1821器表体部に稜をもち口縁部はやや内湾 して立ちあ|‐ふ

る。日縁端外表に斜傾刻文がめ ぐり,内 償1は 斜傾 t

く外表の天部に 1辺 8.5cπ 長のX印 沈線が施され

ぶり,黒色と灰色の斑文をみせる。内面のなで調

なわれていない。図器表天部のへ ら削りはロクロ

らに削 られているが粗雑である。器表の一部に鉄

ら削り状の痕跡を残す。器表天部はへ ら削り状の

てその稜線を消している。1861や や焼歪みをみせる

方に斜傾刻印が続る。侶η器表外面に鉄銹が付着す

良品,外表天部のへ ら削りは 2回 にわたって行な

面仕あげなでは認められないが均整のとれた良品

る可能性がある。00外表天部へ ら削りの後にはな

1911内 面天部にスタンプ状圧痕が認められる。外

が付着する。 1921天 部が平 らにつ くられ属平な感 じ

る。体部外面に明瞭な段をもち,口縁端部も内方

を呈する。1931形 態は比較的整っており古い様相を i

ぶり,光沢をもった黒斑と灰白色の斑文がみ られ

状を呈するが,整形はやや粗雑である。□縁部は 1

指圧条痕が目立ち焼成時の気泡によるコブ状ふ く

焼成 とも良好,日 縁端外辺をへ ら状のもので斜め

内倶1に 1条 の段をもち均整のとれたつ くりである

になる。倫動やや焼歪みをみせるが元は均整のとれ

る。09内 面天部に何かを押しつけたような跡を残

かも知れない。外面天部のへ ら削りは 2回施されている。佃0器壁のやや厚いつくりである。器表薙

部に長さ約1lcmに およぶ 2条のへ ら描き平行沈線と,火走 り状の条痕が認められる。
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(101)天 部に焼歪みをみせ整形仕あげはやや荒い。内面天部に圧痕と鉄銹の付着が若干認 め ら

れる。 (102)均 整のとれた良品で内面天部に圧痕がある。外面へら削りあとのなで調整はない。|

(103)特記事項なし。(104)内 面天部にスタンプ状の圧痕をかなり広い範囲に残す。鉄銹の付着が著

しくは9と 対になる。(105)や や器壁の厚いつくりである。焼成時灰釉をかぶリー部に光沢のある黒

斑と灰白色の斑文がある。外表天部に約 8 cm長 の 2条のへら描き平行沈線が施され,1351と 対 にな

る。(106)や や扁平なつくりで器壁も厚いが整形および焼成とも良好である。(107)径 11.7cm,器 事

3.3cmと 小形,口 縁端部を外方へやや拡張し短頸直回増の蓋の可能性が強し
)。

(108)前述の (107)|

ほぼ同巧手法のつくりである。外表の一部に鉄銹が付着する。                |
■|

3.台付有蓋,不 (図 100。 図版62)                        .       ■

検出した総個体数は 7個体分であるが,実測可能のものは 6個体である。いずれも玄室奥壁部の

一括須恵器群の中か ら破片となって遊離検出され,完形またはそれに近 く接合復元できた。いずれ

も低平な円形つまみのある蓋に,ラ ッパ状の低脚のついた,ほ ぼ同巧同大の台付有蓋不である。今

雷曇li:::|:I:::::|1 冒象[l:::liL::::|'と [lilil傑二:|∫磯L誓:[][行 li』im_16・

OCπ , 台
「

比較的低温で焼かれているためか焼成は軟質で

表が黒灰色や灰白色に変色 したり,荒れてざらぅ

幾組づつかを重ね焼きしたらしく,外部や脚部内

め,各蓋天部外表には脚底の径に見合 う径約1lcm

土はおもにきめの細かい精選された粘上を用い,

大ほどの小礫を含むものがある。整形仕あげは蓋

の他は内外面とも横なで調整である。特に接合部

なでがていねいである。施文は (l10)の 脚部に小円孔 3個 が穿たれている他はすべて無文であ
,1彰

先に報告 した岩田第 1号墳および同第 8号墳か らも,ほ ば同形の台付有蓋不が出土したが,こ れ1髪

は同心円状の描き目が施されているのと対象的である。

(109)蓋 の天部外表は径約9.3cπ をへ ら削りで平滑に整え,そ の中央に上部が凹レンズ状に窪″咤

扁平なつまみが貼 りつけられ重ね焼きの痕跡を残す。外部の立ちあがりは器壁も薄 くシ ャー イ半磯

が,かなりそりをもって内傾し,受部も外方に高く斜傾しているので,その比高は 0。 7cmと 低し,||=

脚と杯部との接合部の径は5.8cπ を測 り,脚底面外縁は巾 l cmの へ ら削りによるシャープな平滑百ち

もつ。以後の各個体においてもほぼ同巧である。 (110)蓋 の天部外表の仕あげ調整はやや粗雑,‐f犠

まみもその中心か らかなりずれ,天部に重ね焼の円形斑を残す。

I]:][侶 [:彙:lil議円孔が 3方 向に穿たれている。小円孔の径は約 0.4cmを 沢1る が,イ

2孔は内側か ら突さ出された粘土塊がそのまま孔をふさいだ形になっている。おそらく本止器の

“
あげ調整後に貫子Lさ れたものと思われる。(lll)蓋 の天部外表に

属[1量量II「循
「

聴li'多貼りつけは雑である。杯部の整形は均整のとれた良品で,脚底部 |

もつ。(112)蓋のつまみを接合するときに,天部整形のへら削りの上に径約8.3cπ程度の,粘土の

表47

りちけ

薫の天:

が

-1か
|

れ:脱 :

■
||||

Ⅲ・構

■馬′

鰻1
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蓋 部 台  付  郊  部
土器番 全 器 高

口 径 1高 さ
|つ

まみ径
|つ

まみ 涯「y更1‐覆
~1葛

蔦轟可蔦獅|『下薦 さ

8。 7

8.8

109 13.6

110 13.5 15.1

13.3 14.8 8.3

112

■13

13.6 9.0

114 (12.8) 15.0 8.9

5.3

5.6

5.615.2

表47 岩田第14号墳出土台付有蓋坪 (単位cm)

りつけとなでが行なわれているが,かなり粗雑でつまみの径も2。 9mと 他のものより小さい。(113)

蓋の天部外表のへ ら削りの後を明瞭に残す。脚内面上端部にかすかにへら先状のものでX形の沈線

が 1か所施されている。(114)蓋 部のつまみを欠損しているが,焼成前または焼成時の欠損と思わ

れ,脱落面上にも灰粘をかぶっている。 この個体だけが蓋部に重ね焼きの痕跡をとどめない。

4.高土不 (図101・ 図版63)

計15個 体分を検出したが図示できるのは12個 体である。内 7個体は奥壁部一括土器群で発見した

が,他の 5個体は玄室内木棺床下などに敷き込まれた形で遊離散在していた。いずれも破損して個

体によってはかなり広い1亀 囲に散っていたが,後の整理によって,完形またはそれに近 く接合復元

碁彎 1蓋
身男

市要面1外 面1 
胎  土

淡青灰色1淡紫褐色1主に砂粒,稀に5硼大の礫を含む 軟質,比 1交的良好

1～ 2爾大の砂粒を含む 軟質,やや不良 ほぽ完形復元

赤褐色1淡青灰色1主に砂粒,稀に5御大の礫を含む 1軟質,やや不良 ほぼ完形復元

背 灰 色1紫 灰 色1 2ππ大までの砂粒を含む
ほぼ完形復元,1却に
3透孔

青 灰 色1淡紫褐色1細砂粒を含む

白 色1淡黒灰色1主に砂粒,稀に8271大の礫を含む 11欠質,やや不良

細砂粒,稀に 4π屁大の礫を含む

■～ 2 mm大 までの砂粒を含む 軟質,やや不良

l～ 2御大までの砂粒を合む   4次質,良好

lc屁人の襟を合み不良 軟質,やや不良 ほぼ完形復元

l cm大の礫を若干含む

1～ 2脚大までの砂粒を含む ほぼ完形復元
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表48 岩田第 14号墳出土須恵器高杯 (単位ca)

暮等 1口
 径 1脚裾径 1脚 高 1全器高 色  調

1151 11.3 1 11.4 1 13.8 1 ■7.5 細砂粒を含む。良好

13.3  1  10.5  1  13.4  1  17.4 砂礫を含む

″ つ 112411251蔦 砂礫を含む

9.6  1   9.1  1   7.0  1  11.1 砂粒を含む

12.3  1  11.8 15.0 19.3 細砂を含む,良好

ll.5  1  10.2 11.4 16.1 砂粒を含む

ll.8  1  10.1 12.0 16.6 砂粒を少 し含む

10.0  1   8.1 10.4 砂礫を多く含む

14.1  1  14.2 16.2 21.9 細砂粒を合む,良好

12.3  1  11.6 12.3 16.0 細砂粒を含む

12.6  1  10.2 9.5 13.9 細砂粒を含む

?   l  14.3 細砂粒を含む

できた。外部径に較べて脚の細長い長脚高不が多く,外部下半に2条の回線か稜線を続らせ,その

FE5に 文様を施し,胸l柱 中央部に 2条の回線と 3方 向 2段の長方形透孔を穿ったものが多い。  |
総体的に胎上のきめも細かく整形および焼成も良好である。整形調整もなでがていねいで,へ ぅ

削りなどの痕跡はほとんど消去されている。日径 10。 Ocπ ～14.l cm,器 高10。 4cm～ 21.9cπ とかなり4El

体差をみせるが,日 径約12.5cπ ,器高約16cm程度のものが主体である。以後の個別概述の中で脚|
部の透孔は,特別に記述のないものはすべて脚柱中央部に 2条の凹線と,そ の上下に 2段 3方向

^の長方形透孔である。                                 ■

(115)第 1号棺と第 4号棺の間整地面下か ら出上,不下半に 2条 の稜をもちその間に櫛状施文界

による斜傾刺突帯を続 らせている。 (116)奥 壁部 ll■ 土,杯下半に 2条の鋭い稜を続 らせているが

`
の他は無文である。脚部は脚中央2条凹線とその上下2段 3方向長方形透孔であるが,裾部にも,
1条の凹線が続らされている。透孔は脚を外部に接合した後の貫孔らしく,杯底部に鋭いへら傷が

残り,脚内面は貫子Lの際の粘土の付着やしぼり目を,上段部までは消し去っていない。(117)奥 撃

部出土不下半に突出した鋭い 2条の稜を続 らせ,そ の間にへ ら描きの斜行沈線文帯を施 している■

脚袖端はやや拡張した稜をもつ。 (118)第 2号棺床下出下の小形品である。杯下半ヤFl条の稜と,
の下方に櫛状施文具による斜行刺突文帯を続 らせている。脚柱中央に 2条 の回線とその上下に 2娑

2方向の長方形透孔をもつ。 したがって実測図断面の透孔は投影図である。 (119)奥 壁部出土,|

下半に鋭 く突出した 2条の稜とその間にへ ら削り状の斜行文帯を続 らしてい る。 (120)奥 壁 部 lLL

上,杯下半に 2条の段状稜線が続 らされているがその他は無文である。脚柱部は 2条凹線 2段 3″

向透子Lで あるが,上段の透孔は一応内部まで通っているものの,へ らで直線状に切り込まれただ″

考

完形復元, 2段 3方透子L

完形復元, 2段 2方透孔

完形復元, 1段 3小円孔

完形復元, 2段 3方透孔

完形復元, 2段 3方透孔

完形復元, 2段 3方透孔

脚部下半断片
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で,本来の 2段透孔への過渡的な様相を示す。                      |
(121)第 4号棺下出土,不下半に段状の 2条稜線とその間に櫛描き波状文帯が続っている。脚|

面上半にしぼり目の跡を残し,器表全面に灰釉をかぶって変色している。(122)奥 壁部出上の小形
||

品である。脚裾部は内湾 させておさめ,脚柱 と脚裾の境 に 3方向に小円孔がある他は無文である
「

[賃憾]霙I::i、言「#ゞ撃1131il去曇F】言奮[彙 :L』僣[】曇樺雰倉彙ζ】廻言31
いるが,下段の稜線の上下には各 l条 の凹線が施されている。(124)奥 壁部出土,ネ下半に 1条 |
回線と,そ の上下に方向が逆になるへ ら描きの斜行沈線文帯を続 らせている。脚部は 2条凹線と´

道1[i量,鼻旱こLIli奮 i、基置:屋晉じI(120)の
場合と同様である。(125)第 6号棺の南|

の上下 2段 2方向の長方形透子Lで ある。(126)第

明だが,脚底部径10.2cm,そ の形状から(117)等 〈

‐||

5.瓦泉(図102・ 図版64)                     .               ||
■

計 6個体を検出したが実潰じ可能のものは 5個 体

棺床下にかけての遊離発見である。肩部の張った

る。体部器胴に 2条の凹線を続 らせ,そ の間に櫛

頸部はラッパ状に外反して,口縁部との境に鋭い

いる。頸部から口縁部にかけては数条の凹線によ

による文様が施されているものが多い。胎土は精

もに良好である。器高11.7cπ ～20.Ocm,日 縁径10

(127)器 胴肩部に回線と稜をもち下半に 1条の

よる斜傾刺突文が施されている。□縁部と頸部の

条,下に 1条 の凹線によって 3区分されている。

上方口縁端部は横なでによって消している。頸部

そして最下段は無文である。(128)器 胴肩部に凹 |

1.6cπ の垂直面をつ くり,そ こにへ ら描きによる余

を切って貫孔されている。口縁部と頸部の境は段 )

い各 l条 の凹線 2本によって上下に 3区分されて |

状の文様,中段部はへ ら描きによる斜傾沈線が施 :

雑で荒い。(129)器 胴肩部に深い凹線と鋭い稜を

分 して,そ の間に小円子Llと 櫛状施文具による縦 :

と頸部は 1条 の深い凹線と鋭い稜線によって区画 |

続 らせて 3区分 されている。□縁部と頸部上段はυ

る垂直平行文によってともに密に施文され,下段 :

(130)器 高11,7cπ と小形品である。器胴肩部に

―-202-
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胴部高 1口 縁径 くびれ径 胴部径 1色 調 1  胎

10.3 1暗青灰色 細砂粒を含む,良好

128

129

130

13■

砂粒を含む,良好

細砂粒を含む,良好 1堅 級

砂粒を含む,良好

砂粒を合を,良好

3.4

14.5

ほぼ完形復元

ほぼ完形復元 T

完形

ほぼ完形復元

ほぼ完形

表49 岩田第14号墳出土須恵器腺 (単位cm)

ない。円孔は2条の凹線にまたがってその中央に貫孔されている。□縁部と頸部は1条の凹線と鋭

い稜によって区画されている。頸部全域に螺線状の弱い描き目が認められる他は無文である。(131〉

器胴部に巾約 1.6cπ の間隔をおいて 1条 の間線を続らせ,その間に小円孔 1と 櫛状施文具による斜

傾刺突文が施されているが,前述のものほど肩部の張りは示さない。日縁部と頸部は 1条 の回線と

鋭い稜線にょって区画され,口 縁部は巾約 1.2cπ を単位とする櫛状施文具による縦向きの掃き目が

施されている。頸部はEl縁部と同様施文具による縦向きの掃き目を施した後,そ の上から上下に各

2条の回線を続らせて 3区分をしている。したがって頸部の文様は凹線によって中間を切られた形

状を呈している。施文およびなで等の仕あげ調整はていねいである。             |

6。 平 瓶 (図 102・ 図版67)                                    ●

計 5個体分を検出したが実測可能のものは 4個体である。いずれも玄室内二次的床面整地面下よ

りの遊離検 LT4で ,実測不能の小断片 1の他はすべて完形である。丸味をもった均整のとれた器胴●

上部片隅に,上部のやや開いた短頸の口縁部をつけたつ くりで,(134)の描き目,(132)と (134)み

天部に貼りつけられた各一対の小突起のほかは無文である。胎土,整形,焼成はいずれもていね
||

かつ良好である。                                   ||

(132)玄 室第 5号棺床下か ら出土,器胴下半にへ ら削りの痕跡がかすかに認められる他は,す｀

てなでによるていねいな仕あげ調整が施されている。価 瑯 の口縁近 に 径約 1卸 の牌 静

形粘土板 2個 が,約 7 cπ の距離をおいて口縁中心線を対象軸にした形で,対をなして貼 りつけられ

ているほかは無文である。器表天部の一部に灰緑色の自然釉がかかり,部分的に不定形な小粘土菫

が 3か所に付着 している。(133)玄 室第 2号棺床下から出上した。器胴下半部のへ ら削り痕のほ|
はすべてていねいななで調整で,全体として丸味

表と,日 縁部内側一面に黄緑色の光沢をもった自

る。器胴底部に焼成時に癒着 した粘土塊が 1か所

間の整地面下より出上した。器胴底面が焼歪みか

や鳥平となり,全体的にもやや扁平な形状を呈す
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「

蔦
11田

部高 1口
縁径

|く
びオ

l任1聖大段_1色_調 1 胎 __ 上  1焼 成 1備   考

些1上 _」到_l三

型里Il墾墜 |_生__■ 1壼

砂礫を含む

表50岩 田第14号墳出土須恵器平瓶 (鵡1位 cm)

表51岩 田第14号墳出土須恵器提瓶 (単位cm)

7.0 暗 灰 色 砂礫を含む ほぽ完形復元

22,1 3.9 青灰色～灰褐色 砂礫を含む,良 完形

5.3 粒を含む, 完チ移

19.3 青 灰 色 砂礫を含む 完形

13.1 背 灰 色 砂粒を含む

3.2 淡 青 灰 色

5.8 青 灰 色 砂礫を含む

(6.0) 暗 背 灰 色 砂粒を含む 日縁一部欠

3.5 1音 7キ 灰 色 を含む,良 完形

5.2 肯 灰 色 粒を含む, 完形復元

8,9 5.6 青 灰 色 砂礫を含む

)数字は推定復元値を示す

まみ状の小粘土塊が貼 りつけられている。形状はやや不整形であるが底面径約1.2cm,高 さ約0.9cm

の円錐状を呈している。(135)第 6号棺南小日外 方 の羨道部床面に遊離検出された。無文のやや小

形の平瓶である。器胴肩部が若千張 った形状を呈 し,内面天部に円板状粘上板を貼 りつけた痕跡を

残す。器胴下半外而にへ ら跡を残すほかは,すべ てなでによる仕あげ調整である。

l,提瓶 (103,104・ 図版66,67)

計ll個 体を検出したが内 8個体は完形を保ち,破 砕していた 3個体もほぼ完形に接合 復 元 で き

た。奥壁から羨門部にいたる石室床面全域から分 散 出上 した。器高13.lcmの 小形品か ら同25。 4cmの

大形品までさまざまである。器胴の一面を平らにしたものと,両面とも丸味をもたすたものの2種

類があり,いずれも側面の肩部に一対の耳を有す る。耳は鈎形が多く,後の個体別記述で特に指適

しないものはすべてこの形式である。施文は刺突文 1例 ,無文 3例 の他は器胴部に同心円状の描き

目をもつが,片面のみに施されたものと,両面に施 されたものとがある。製作手法は器胴面の一方

を底にして壺形の素形をつくり,上部の回部を粘土円板で密閉し,側面に円子しをあけて短頸の口縁
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0                     20cm

第104図 岩田第14号墳出土須恵器実測図 (7)

部を接合させたつくりであ

る。ここでは記述の便宜上

器胴底面となる面を裏面,

円板員ILり つけ面を表面とし

て表記する。

(144)玄 室袖部床面に一

括破砕片として発見した。

裏面は径約 8 cmの 平坦面 ,

倶lirliに かけてへ ら削りとΠロ

き目を残す。整形仕あげは

内外面ともなで調整され無

文である。表面中央部に径

7.4cπ の粘土円板を貼りつ

けた痕跡が明瞭に残る。償1

面肩部の耳は丸味をもった

円錘形である,(145)第 1号

棺と西側壁の間から出上し

た。裏面中央に径8。 7 cmの

平坦面をもち,側面から表

面の一部にかけてへ ら削り

痕を残す。表面中央部に粘

土円板を貼付した際の整形

痕と,そ の外縁部に段状の

2条の弱い稜線がある他は

無文である。器表内外面の

なで調整は丹念である。

(146)奥 壁一括土器群から

出土,裏面か ら側面下半に

かけてのへ ら削り痕はやや

粗雑である。表面のなで調

整は良好でその上から,同

心円状の描き目が巾 l cmに

10条の割 りで密に施されて

いる。円板貼 りつけの痕跡

は消去されて不明である。

日頸は外反し口縁部は拡張

|… |‖
|
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されて上下に鋭い稜をもつ。なお器EFn―l表面に2条の平行へら記号があるが,実洪1図 では投影図示し

た。(147)第 1号棺南小□床下から出土,両面とも丸く整形され,同心門状の描き目が施され,そ

の密度は巾 i cmに 5～ 6条である。側面にへ ら削りと指圧条痕,表面の一部に粘土円板を貼 りつけ

る際の叩き目の痕跡を残す。(148)羨 門部西側壁沿いの床面出土,本古墳出止提瓶中最小である。|

器胴は両面とも丸 くつ くられ,倶1面 も合めて器表全面に描き目が施されている。表面中央部に径約

4.8cmの 粘土円板の貼 りつけ痕を残す。倶1面肩部の耳は底平な円板状,頸部中程に 2条の凹線 が 続

らされている。(149)第 1号棺と西側壁間の床面下出土,器胴は両面とも丸 くふ くらみ,同心円状

の描き目が施されているが側面には及んでいない。描き目は表面は中l cmに 10条 と密で整然として
いるが裏面はl cπ 中に5～ 6条と粗く,整形仕あげも荒い。日縁部はかなりの焼歪みをみせる。■

(150)第 3号棺床下出土,裏面中央は径約 8 cmの 平坦面をもち,側面下半にかけて描き目が施さ|

れているが,表面は仕あげ調整もやや粗雑で無文である。(151)羨 道入り口東狽1壁部の床面で大彦

壺とともに出土した。器胴両面とも丸 くふ くらむが,裏面の整形は粗雑のうえに無文である。表面|

は中心部に径8.5cmの 間に同心円状の回線 6条を続 らせ ,そ の内 3帯に櫛状施文具による刺突文を施|

している。裏面から倶1面へかけてのへ ら削り痕は顕著で,側面肩部の耳は低平な円板 形 で あ
′
る。|

(152)第 5号棺床下出土,器胴両面とも丸味のあるつ くりである。裏面か ら側面にかけてのへ ら肖r

り痕は顕著に残るが,表面のなで調整はていねいで全面無文である。(153)第 5号棺北小日床面下|

に一括破砕片となって出土,器高25。 4cπ は本古墳出土提瓶中最大である。裏面中央部に径14.2cmの |

平埋面をもち ,倶1面下半にかけてのへ ら削り痕は顕著で ,倶1面 には板目状の叩き跡の窪みが全域に見|

られ,表面中央の粘土円板の径は 8.5cmを 測る。表面はなで調整の上か ら螺旋状の描き目が整然と|

施され,その密度は巾 l cmに 10条である。国頸は外反し口縁部も拡張されているが,稜はもたず丸|

くおさめている。(154)奥 壁部一括土器群出上の大形である。裏面か ら側面にかけてへ ら削りおよ|

び「口き目の痕跡を僅かに残すが,内 外面ともなで調整が施され,底面にのみ中 l cmに 7～ 8条の同|

心円状の描き目が施されている。□頸部の形状は(153)と 同巧である。             |

8.横瓶 (図104・ 図版68)

第 4号棺と西倶1壁間の掘 り方底面から出土 した完形 1個体のみの検出である。通常に見る横瓶に|

較べてやや寸詰りの形状を呈する。一方の小田部を下にして,やや肩の張った筒形の壺体部をつ く|

り,円 板状の粘土板で□部を密閉した後,側面中央部に現在の頸部に合せた円孔をあけ,日 頸部を |

接合 したつ くりで,基本的には前述の提瓶と同巧手法である。器胴部は製作時の底面となった小□ |

と,倶1面中央付近まではへ ら削りおよび板状の叩き締めの後,なで調整が施され,円板貼 りつけ部 |

の小田部から側面中央までは,なで調整の後に板目状木田部を施文具とした,同心円状の描き目が |

施され,そ の密度は巾 l cmに 4～ 5条の割合である。その他の内外面はすべてなで調整である。日 |

上器番号1全器高 □縁径 最大径 最大厚 1頸部高 1色 調 1 月台    土

~

焼 成 1備  考

■55  1  20。 2 8.3 17.5

「

Ю
l aOI黒 灰色 1砂粒袷 む 堅 級 1完  形

表

器

1

1

1

頸害

跡 Z

‐

一
‐

一
球

一
酬
一
‥

一　
　
一

９

，

”

静

宝

誰

‐

葡

粗

よ

立

こ
　
底

器

表52 岩田第14号墳出土須恵器横瓶
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表53岩田第14号墳出土須恵器擬宝珠付蓋

表54岩田第14号墳出土須恵器増

蒸司 花1頸離 1_生ュむ

士生l」翌量_1上1翌

(彗1位 cm)

(単位m)

肝
胸
孵
蒻
蝙
鰊
蝙
蝙
咆

完 形

頸都は外反した短頸で口縁端部は丸 くおさめている。器表全面に灰利1を かぶり灰褐色の政1文や流れ

跡を残す。

9,擬宝珠付跡 (図102`図版69)

第6号棺南小日外方の羨i首床面に一括して並べ られていた蓋 5個 体で,いずれも完形である。径

9,7帥 ～10.3卸 ,全器高2.4cmの ほぼ同巧同人の小形品である。浅い皿状につ くられ立ちあがりがつ

まみ出されているがきわめて低く,器形外縁部か らは突出しない。外表中央のつまみはいずれも擬

宝珠形を呈し,径約1.5π ,高さ約0。 9cmを 測る。器表外面はへ ら削り後のなで,内 面はすべてなで

調整によって仕あげ られている。本古墳出上の須恵器の中では最も後出のものと思われる。

(139)器表全面に灰釉をかぶり灰褐色に変色 ,立 ちあがりは器縁端部より0,2cmも 低い。(140)器表

全面に灰nllを かぶり黄緑色のガラス状斑文 と灰褐色斑文がまだらに広がっている。外表の一部に小

粘土塊の付着がある。(141)器表の一部に灰釉による灰褐色斑文がある。受部立ちあがりが部分に

よっては,器形縁端よりも約 0。 15cm外方に突出すところが見 られる。(142)(143)ほ ぼ同形で受部の

立ちあがりは,縁端部と1交べて0.3cm低 い。

10.II(図102・ |コ版69)

増類は総計14個体を検出したが,台付直 ロナ‖および有蓋短頸靖は別に項をたてて後述するので,

ここではその他の 3個体について概述する。大きさや形状 ともにflli体 差があるが,整形手法は外表

底部はへら削りの上からのなで,外表上半部と内面はなで調整である。なお(136)(137)の 2個体は

器胴部に叩き締めの痕跡を僅かに残す。

(136)第 5号棺北小口東外方か ら出土,扁平な球形の器胴に広日の外反口頸がつ く。底部へ ら削

l或 考

一
九

堅

堅

並
日

雨

一
中
九
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り,器胴側面に格子目の叩き跡の痕跡を僅かに残すが,なで調整の後板目木口部による横方向への

弱い描き目が施され,口 縁端部は丸 くおさめている。(137)羨 道入り口近 くの西狽」壁部床面か ら出

土,やや属平な球形の器胴に,日 径の小さい頸部をつけたとっくり形を呈する。現状の底部を上に

して通常の壷形土器をつ くり,円板状の粘土板で密閉した後,仝面に描き目調整を施し反対倶1を 開

口して頸部を接合 したものである。器胴側面にかすかに板状叩き目が残る。描き目のきめは細か く

中 l cπ に13条を数えるが,上方肩部には凹線状の荒い描き目3条 が走る。器表側面に縦に 1条 の鋭

いへ ら描きによる沈線がつけられている。(138)奥 壁一括土器群か ら出土,やや器胴の張った体部

に広 Elの 短頸のつ くつ くりである。底部はへ ら削り痕跡が明瞭である。頸部つけ根か ら器胴下半に

かけて,中 l cmに 7～ 8条の横方向への描き目が施されている。内面は横なで調整が施されている

が,頸部ではしぼり込んだ痕跡を消しきっていない。

11.台付直口増 (図 105。 図版65)

計11個 体分の検出であるが完形を保つもの 4個体,ほぼ完形に復元できて全貌の判明するもの 3

個体である。主として奥壁一括土器群か ら,玄室西側壁に沿った床面の二次的整地面下に敷き込ま

れた形で発見されたが,羨道入 り□近 くの床面からも 1点出上している。球形の器胴にIIl頸 が高 く

外傾している直口増に,脚裾が開 く低脚のついた形である。いずれも器胴外表の下半にへ ら肖Jり 調

整の跡を残すほかは,内外面とも丹念な横なでによって調整され,整形および焼成は良好である。

器高17.6cmか ら27.8cπ が示すように,規模や施文手法にかなりの個体差をみせる。

(156)奥 壁部出土,器高27.8cmは 本古墳出土台付直□増中最大。焼歪みをみせるが整形,焼成と

もよく良品である。器胴と頸部の接合時のしばり痕を残すほかは靖部は無文,脚は下半に鋭い稜と

その上下に回線を続 らせ, 3方向に長方形透子Lを もつ。(157)第 1号棺床下出土,日 頸中央部に弱

い凹線 l条 ,器胴肩部に凹線 2条 とその間にへ ら描き斜行刻文帯を続 らす。脚裾をほぼ水平に拡げ

表55 岩田第14号 墳出土須恵器台付直口増 (単位cm)

彩

多
彩
彦
後

多
霧
蒻

鶴

彩
機

多
蕩
髪
〃
移

肛
移

%

玲

(17.8)

?

器番電 器 高
1口

縁径
1最大径

1脚
底径 1脚部高 1色

調 1胎  土 1焼 成 1備 考

27.8 7.61黒 灰
‐

を若干含む,良質1堅 級 1完形

21.6 ll.0 5,9 1青 灰 色1 砂礫を含む 堅  級 完形

完形復元16.6 10.0 3.7 1青 灰 色1細砂粒を含む,良質 1普 通

一
緻25.3 13.4 7.7 1淡青灰色1 砂礫を含む 堅 完形

完形復元20.0 9.6 2.9 白 色1 細砂粒を含む 普 通

？

ｏ 淡青灰色1 砂粒を含む 普 通 脚部欠損

9.6 ？

。

一　

５
．

一一　

３
．

青灰色1 細砂粒を含む 堅 級 1口 縁部単片

10,7 11.8 ４

　

一一　

〇

青 灰 色1細砂粒を含む,良質 1普 通 1完形復元

淡青灰色1細砂粒を含む,良質 1普 通 1完形17.6 10.7 10.8
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端部に稜をもつ。脚柱 2方 向に長方形透子Lを もつ。(159)第 1号棺床下出土,器 llllは球体に近 く下

半にへ ら削り痕,上半に横方向への弱い描き目が見 られる。脚部は下半を段状の 2段に拡張されて

いるが稜線はない。脚柱の 3方向に長方形透孔をもつ。 (160)羨 道入 り□西倶1壁部床面出土,やや

肩の張った器胴の肩部に弱い
'1線

l条 をもち,日 頸は若

干外反する。脚は低脚で 2方向に鋭いへ ら先で切り込ん

だ直線状の透子Lを もつ。 (161)第 2号 棺と第 5号棺の中

間床面下出土,脚部を欠損し器表の荒れも著しい。口頸

部中程と器胴肩部に各 2条 の弱い凹線を続 らす他は無文

である。 (162)第 6号南後方か ら口縁部のみ の 単 片 出

土,形状から直口靖の形式と推定できるのみで詳細は不

明である。(163)第 1号棺床面下出土,器胴肩部がやや

張って弱い稜をもつが器胴部は無文,脚下半は鋭い突出

した稜をもった 2段づ くりで,脚 中央付近に4方向への

径0.8cm大 の小円孔が穿たれている。(164)奥壁部出土 ,

単純なつ くりで器胴下半にへ ら削り痕を残す他は無文で

ある。            =

12.有蓋短頸増 (図 105。 図版69)

計 4個体検出したが図示できるのは

2個体である。蓋と身とのセッ ト関係

は (165)は 出土地点も一括で信頼でき

るが,(166)に ついては確実とはいえ

ない。便宜的に対にして図化したもの

である。

(165)は 羨道入 り口近 くの西側壁寄

りの床面からの一括出上である。器胴

の肩部の張った短頸靖に不形の蓋がつ

く。増の肩か ら下半にへ ら削り痕を残

すほかはなで調整の無文である。蓋は

大きく焼歪みをみせるが,先述の不蓋

と同巧手法である。 (166)増 部は第 2

号棺床下,蓋部は第 4号 棺 床 下,約
1.9π離れての出上である。靖の 肩 部

が稜をもって折れ曲るやや属平なつ く

りである。その他の整形手法は前者と

ほぼ同巧である。

1_L 2Pcm
第107図  第14号墳出土須恵器実測図
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器番号1欄 種 暑絆 i笥 口縁径 最大後 1鵠部高 1 色  調 1 胎 上 1焼 成 1備  考

盤

一
身

一
蓋

一
身

十
完形,焼鶯大

165

14.8 0.8

5,01

8.41

10,4

166

15.4 1.1 完 形

表56 岩田第14号境出土有蓋短頸増

表57 岩田第14号境出土須恵器壺

(難位cm)

(単位ca)

器番園可 器 1色  調 1胎  土 1焼 成 備 考

…# 難緻,良好 1完形復元

堅緻,良好 1完形

13.壺 (図 106,107・ 図版68)

血は 2個体の検出である。(167)は 第 1号棺の南小日外方の西恨1壁 に接 して出上 した。いちぢ く

Jじ 器胴にラッパ状に大きく開いたに1頸 のつ く,均整のとれた良品である.肩部か ら下半はへ ら削 り

が顕著で砂礫粒も器表に浮いているが,上半および内面は横なで調整で砂粒等はほとんど浮いてい

ない。頸部中央に2条 の弱いll線 が認められる他は無文である。日縁端は段をもって拡張され,上

下 と中間に 3条の稜をもつ。 (168)渋 道入 り臓1東側壁にもたれるようにして検出された人,移 壷であ

る。若干の焼歪みをみせるが均整のとれた完形を保つ。器1間 の最大径がかなり上位にあり, くの字

形に外反する短田頸をもつ。器 1間 の外
~fiは

板目状,内 面は背海波の日脚き目が全体に施され,器表面

に Iま 横方向へのなで調整痕がみられる。国縁部は内外面とも横なで調整が施され, 脚縁部は拡張 さ

れてその上端部は山Jレ の稜をもって鋭 くおさめている。

第 2節 土 師 質 土 器

本古墳の発掘調査にともなう石室内出上の上師質土器は,そ の大半は奥壁部に集められた一括遺

物群の中に,多 盤の須恵質上器等と混在していたが,玄室袖部や現存木棺痕跡整地面下に敷き込ま

れた形でも,かなりの量の遊離検出があった。しかし上師質上器の性質上,その大部分は葬送の過

程での二次移動や土圧等によって破砕されて小断片となり,器表などの荒れ色著しく接合復元も困

難のため,器種の分類や個体数の確認などは明確にできなかった。採集した総破片数は細片も含め

て 700片を越すが,現状で分類できた器種男1推定fLiil体 数は,IIll17以 上,椀 14以上,高杯 9以上,靖

・鉢 5以上の計45個体以上となり,そのうち実測図示できるもf/Dは 31個体である。

1.皿形土器 (図 108・ 図版70)

計17個体検出したが図示できるのは12憫 体である。1妾合復元により実測可能のものは比較的に硬

い焼成のものに限られる。日縁径llelcmん 14.7cm,器 高3.lcm～ 3.8cmの 範囲内に分布するが,器 Jじ
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表58 岩田第14号 墳出土土師質土器議土地点別

表59 岩田第14号 墳出土土師器皿形土器 (単位cm)

は断面形がカーブの緩い円弧状を呈するものと,その回縁部をやや外反して拡げたものとがある。

整形仕あげは器表が荒れていて判然としないが,総合的に観察すると,器表底部に指先圧痕がかす

かに遺存するほかは,内外面とも口縁部は横なで,その他は不定方向へのなで調整が施され,□縁

土器番

■

器 種 1出 上 場 所 1土器番 器 種 1出 上 場 所 器番号

23

器 種
|

出 上 場 所

4号棺南小口下 奥 壁 東 半 部 椀 奥 `壁 中 央 付 近

奥 壁 北 東 隅
２

　

一　

３

奥壁 中央 付 近 1号棺北小口下 高 琢

奥壁中央根石部 玄 室 袖 部 2号棺南小口床下

1号棺南小日外方 ■号棺南小口外 ％

一

２７

一

２８

玄 室  袖 部

５

　

一一　

６

　

一一　

７

奥壁 中央 付 近 奥壁 中央付近 高 杯 羨道入□東側壁部

奥 壁 西 隅 奥壁 中央付近 高 琢 2号 棺 南 外 方

4号棺北小日 奥 壁 東 半 部 奥 壁 北 東 隅

８

　

一一　

９

奥壁 中央付近

奥壁 中央付近

奥壁中央根石部 奥 壁 東 半 部

２。

　

一　

２．

奥壁 中央 付 i
３．

　

一一　

３２

奥 壁 中 央 付 近

１〇

　

一一　

１１

奥 壁 西 半 部 奥 壁 西 半 部 奥 壁 東 半 部

羨 道 床 面 奥 壁 西 北 隅

高 不

高 ネ

高 鉢

器番号

■

口縁径

ll.4

11.1

器 高

3.3

調
|

色 月台

砂粒を多く含む

土 焼  成 1備 考

３

　

一

４

黄 褐 色 やや堅級 完形

淡黄褐色,黒斑有 細砂粒を含むが良質 やや堅級 80%ま で復元

12.2

13.6

13.3

13.8

7 13.3

５

　

一　

６

淡黄褐色,帯赤有

淡黄褐色

淡黄褐色,帯赤有 砂粒を多く含む

黄 褐 色

やや堅級

やや堅級

堅  級

細砂粒を多く含む やや堅級

堅  緻

堅  級

ほぼ完形復元

80%ま で復元

75%ま で復元

90%ま で復元

60%ま で復元

完形復元

やや堅級 ほぼ完形復元

堅  級 ほぼ完形復元

80%ま で復元やや堅級

黄褐色,帯赤有 砂粒を多く含む

淡黄褐色,帯赤有 砂粒を多く合む8

9

■0

■1

■2

13.5

14.1

14.0

14.0

14.7 3.2

黄 褐 色 細砂,雲母微粒を含む

ll.5

赤褐色,黒斑有

淡黄褐色,帯赤有

淡黄褐色,帯赤有

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

黄褐色,黒斑有 砂粒を多く含む

堅  緻

やや堅級

ほぼ完形復元

80%ま で復元

砂粒を多く含む

砂粒を多く含む

3.8

3.4

3.4

3.2
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9.8

(6.6)

(10.8)

器番号1器 種 |□ 縁径 高 1色 月台
1焼 成 1備 考

10.2 7.8 1茶 褐 色 砂粒を多く含む やや堅緻1完形復元

深 鉢 1 10.0 11.9

5.0

黄褐色,黒斑有 係田砂,雲母を少し含むやや堅緻1完形復元

・５

　

一　

・６

椀 6.8 赤 褐 色 細砂を少 し合み良質 普 通 |ほ ぼ完形復元

椀

一
椀

7.2 4.5 1褐色,帯赤有 粒,雲母を含む 90%ま で復元

(9.8) (4.3)1赤 褐 色 細砂を少し含み良質 普 通 70%ま で復元

椀  |(9.7) (10。 7) 黄褐色,帯赤有 1細砂を含むが良質 堅 緻

堅 緻

60%ま で復元

70%ま で復元椀  |(10.1) 黄褐色,帯赤有

黄褐色,帯赤有

砂を含むが良質

移竜   1  10.4 6.2 細砂を含むが良質 堅 緻 80%ま で復元

ほぼ完形復元21

22

23

6.5 1赤 褐 色 を少し合み良質 堅 級

7.4 1黄掲色,帯赤有 1砂粒を多く含む やや堅 ほぼ完形復元

40%ま で復元6.3 1赤 褐 色 砂粒を多く含む 堅  緻

表60 岩日第14号 墳出土土師器埴,鉢,椀形土器 (単位cm)

)内数字は推定復元計測値

端部は指先でつまんで薄 く丸味をもたせておさめている。焼成が良好のためか全体的にり1る い黄褐

色または赤褐色を呈 し,な かに赤味を強 く有するものや,反対に径 4 cm～ 5 cmほ どの煤による黒斑

をみせるものがある。

2.増・鉢・椀形土器 (図 108・ 図版71)

脚をもたない増 0鉢 を合せて計18個 体分を検出したが,実測図示できるのは靖 1,深鉢 1,椀 0

の11個 体である。個体数も少なく類似性も強いのでここでは一括して取 り扱 うことにする。   |
増仁〕はやや属平な器底か ら体部が緩 く内湾して立ちあがり,口縁を弱いくの字形に外反させた,

器壁の厚い小形品である。.器壁が荒れていて整形仕あげの手法は半」然としないが,器表底部はへ ら

削り,内面底部に指先圧痕がかすかに認められるほかは,内外面とも横なで調整と思われる。深鉢

l141は器胴最大径を下半にもつ千瓢形を呈するが,均整のとれた良品である。器表底面から胴部下半

にかけては不定方向へのへ ら削り,内面下半に指先圧痕を明瞭に残し,上半部は横なで調整が施さ

れている。 Ll縁端から約 2 cmの 小円孔 2つ が穿たれ,も と釣手がつけられていた可能性が強い。底

部外表に二次的な火炎を受けた煤跡が見 られる。

椀 (14～ 23)は 回縁径6.8cm,器高 5 cmの 小形品から,「l縁径14.lcm,器 高7.4cmの ものまで大小

各種ある。いずれも比較的均整のとれた半球形を呈するが,国 縁径の小さいものほど径に対して器

高の比率が高 く,深いつ くりとなり,大半のものが器胴最大径に対して口縁径の方がやや小さい。

器表の荒れが著しく整形仕あげの手法は半」然としないが,皿の場合とほぼ同巧のものと思われ,な

かに刷毛目状の痕跡をかすかにとどめるものも見受けられる。

´
¨
、
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、
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「
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体
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表61 岩田第14号墳出土土師器台付増,高坪形土器 (単位cm)

( )内数字は推定復元計測値

3.台付増・高i不形土器 (図 108・ 図版70,71)

両者を合せて計11個体分を検出したが,実測図示できるのは台付増 1,高不形 7の 8個 体 で あ

る。完形復元できるものが少なく,器表も荒れていて詳細の不明のものが多い。

台付靖側は口頸部を欠損しているが,裾部の拡張された脚に頸部がやや外傾して立ちあがる直口

増が載る形と思われる。器壁が荒れて景1脱 が著しいため不詳である。

高悧241は 外部のみ,1251は 脚部のみの出上であるが,その形状か ら1271と ほぼ同巧同大と思われる。

脚裾が極端に折れ曲って扁平に拡がる脚に椀形の外が載る形式である。俄099は やや型の大きいつ く

りであるが,側は脚内面にへら削 り痕を残し,19は 脚裾部の対面する2方向に径約 0.6cmの小円孔

2つ が穿たれている。特に09は均整のとれた良品で,全体のなで調整も丹念に施され,日縁端部も

内側に斜傾させ弱い稜をもち,台椀不 と呼称した方がふさわしい形状を示す。13111は 外部下半と脚部

下半のみの出土で接合できないが,出土状況および胎土焼成等か ら同一個体と推察される。00は脚

柱部と外部下半の一部のみであるが, 出土時の形状か ら,石室底の埋上に残る圧痕を計測すると脚

底径約18cm,甲 縁径約35cmを 測った。 これは埋土面に残る破砕片からの推測値で,広がっている可

能性も強く確実性に乏しいが,いずれにしても大形高不であることは明言できる。脚柱外表に縦方

向とlll裾 内面に横方向の刷毛目がかすかに認められる他は,仕あげ調整の手法は不詳である。

第 3節 紡 錘 車

玄室底部から遊離発見の滑石製紡錘車 2個である。いずれも載頭円錐形を呈するが器胴の中程に

稜をもち,下半部側面は垂直となる磨製品である。杯斜面と底面に大々細い線亥1に よる鋸歯文を主

体とした文様帯を有する (図109,図版57,72)。

軋)第 2号棺JL小 日の北方15cm,す なわち奥壁から80卸,西倶1壁 から l12cmの 遊離石材下から出土

した。黄褐色を呈 し器胴全面に横方向への無数の使用条痕と磨耗が著しく,施文の状況も判然とし

口 径
|

鯰
|

十
1

1而
]

細砂を含むが良質

細砂を少し含み良質 外部のみ完形復元

砂粒を含む 級160%ま で復元

砂粒を多く含む

細砂を多く含む 70%ま で復元

細砂,雲母を含み良

粒を多く含む

を多く含む

35%ま で復元

脚柱部のみ遺存

内数字は推定復元計測値
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表62 岩田第14号墳出土滑石製紡錘車計測値

番 号 1器 高 1上面径 1底面径 1孔 径
|

備 考

文様は上下面共同施文

文様は上下面共施文,鉄芯残

ないほどである。器表側斜面に 8鋸歯文と,底面に径1.25cmと 1.6cmの 同心円 2条および外縁部ふ

ら内行する11鋸 歯文帯を続 らせ,鋸歯文内は斜格子状に刻線が施されている。鋸歯文の配列および

斜行刻線ともかなり粗雑で,大小差はまだしも大きく重なり合 うものもある。         |
121第 2号棺南小日の西外方10cπ ,奥壁から 260cπ ,西側壁か ら80cπ の二次整地面下に敷き込

事Ⅲ
た石材上で発見した。青灰色の滑石製であるが発見時は全面鉄銹で覆われ,径 0.5cm,長 さ 7 cπ あ

鉄製心棒が遺存することか ら,鉄製品と見誤るほどであった。前者に比してやや属平で上面に稜を

もたず,凸 レンズ状にまるく整形しているが,器表は使用条痕と磨耗が認められる。側斜面と底轟

に刻文が施されているが同巧である。両面とも径1.9cmと 2.5cmの 同心円 2条 とその外方に鋸歯文帯

が続 らされ,同心円の間と鋸歯内には斜行刻線が施されている。鋸歯文数は狽1斜面ll,底面12で そ|

の配置および線刻はともにやや粗雑である。円孔内に鉄芯が今も遺存している。        |

第 2節 装 身 具               ■

1.金環 (図 109・ 図版72)                                     ●

計17点検 出したが第 4号棺下 と羨道床面出上の 2点 は破損が著 しく,や っと存在を認知で きる程 |

度で実測図示できるのは15点である。多くは現存木棺床面から直接被葬者に着装した形状で発見さ|

れたが,こ れ らの棺に先行する供献物が二次移動によって,遊離分散した物もかなりあった。環の|

太さや大きさに差はあるが,い ずれも断面が円形または楕円形の棒銅を環状に曲げ,切 り回の突合|

せ部を若千間隙をもたせ,器表に金張 りを施 したつ くりである。               ■

(lX劾 第 2号棺南東部床面に近接して出土した。ともに中空の銅環の外表に金張 りをした同巧同え
のつ くりで対になる。器表の荒れが著しく泉J脱 しているため,金は僅かしか遺存 しない。本棺被葬 |

者着装遺物と推察される。憾)第 1号棺床下遊離出土の細形銅環単品である。器表の緑青銹化と剥脱|

が著 しく,原況が素銅環か金銀張 り,ま たセッ ト関係も不詳である。14)第 3号棺北東隅床面出土″

小形の単品である。セッ ト関係も不詳で先行主体菖」葬品の二次移動と思われる。鉄地金銅張 りと推|

察されるが,銹化と荒れが著しくその実際は不明である。(5)(6)第 3号棺南小□近 くの床面に近接し|

て出土,ほ ぼ同巧同大で本棺被葬者の着装遺物と推察される。緑青銹化と泉」脱が著しいが金が僅か|

に遺存して,銅地金張 り製と半」断される。(7)18)前者は第 3号棺西側部床下 ,・ 後者は第 4号棺北東隅|

床下出土で約 160cm離 れているが,共にほぼ同巧同大のつ くりで対となる可能性が強く,先行被葬|

者の副葬遺物の二次的移動品と推察される。ともに銅地金張 り製であるが器表の銹化と剥脱が著し|

く,金はやっとその痕跡が確認できる程度である。                     |
19)任0第 4号棺東半の床面に近在出土,同巧同大で対となる。両者 とも銅地金張 り製で,器表の銹|
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表63 岩田第14号墳出土金環計測値

化と景1脱 が著しいが内側面の金はかなりよく遺存する。llll仁②第 5号棺北小「l床面から,遺体下顎と

土製練り玉等22点 と共に出土したlH‐
j巧 同大の一対である。両者とも器表の荒れが著しくて,金銀等

の遺存は認められないが,銅地金張り製と推察される。住Эl141第 6号棺南小口床面から約36cm離 れて

検出した。両者とも表面に張られた金の遺存は良好で,今も器表全面に金色の光沢を保つ同巧同大

の一対である。問第 7号棺西倶1部 に接し,北小日から80cmの床面で単品出土の大形品である。緑青|

銹の突出と泉J脱 が著しく,金銀の張りつけの有無は不詳である。               |
以上を総合して確実に金環を伴なう棺は,第 2号棺～第 6号棺の5棺である。第 1号棺は金環を|

もたず へ第 7号棺は不詳である。またFn‐」巧同大の 2個 を対として考えると,形状の確認できない破

損品を別としても,任1)と (2),(5)と (6),(7)と (8)_(9)と 住0,llllと に2,l131と はJの 6対の他に,(3)(4)l151の 31

個の単品出上があって 9対 となり,金環を持たない第 1号棺を加えると,少 くとも本古墳への被葬

者数は10人以上と考えられるのである。

2.玉類 (図 1100図 版72)

/A」 玉,管玉,彩色玉,棗玉各1と ,ガ ラス小玉44,上製練玉21の 計86を 検出したが,実測図示●

きるのは破砕しているガラス小玉8を除いた61で ある。この内現存木棺に確実に共伴するのは第 21

棺σ
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2.80 1 2.64 1 1.31 1 1.20 1 0.90 1 0。 76

2号棺床面

2.80 1 2.59 1 1.35 1 1.20 1 0.88 1 0.70

2.51 1 2.24 1 1.66 1 1.42

2.16 1 1.93 1 1.30 1 1.11

2.98 1 2.81 1 1.79 1 1.58
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1.80 1 1.69 1 0.59 1 0.52

1,78 1 1.62 1 0.60 1 0.55

1.60 1 1.29 1 0.80 1 0.80
5号棺床面

1.54 1 1.30 1 0.82 1 o.81

6号棺床面

銅地金張り中空

銅地金張り中空 1と 対

銅地表張 り不詳 llと 対

銅地金張り 13と対

銅地表張り不詳

鉄地金銅張り?

銅地金張り 5と対

銅地金張 り 7と 対

銅地金張り

銅地金張 り 9と 対

7号棺床面
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として第 2号棺床下があげられるが ,その他の玉類は石室底の整地替えの際の二次的移動の可能性

が強く,現存する7木棺よりも先行 した埋葬に伴なう様相を示す。石室の規模や被葬者数の害1に は

器種や数量が貧弱である。

貯
舞
射
鰍
鰊

田 田 田 ①
12  13  14  15

Q① ① ① ① ０
４３

◎

ｍ
３３

Q①
45  46

◎◎ 〇 〇 ◎⑤ ◎ ◎◎⑤◎
θ Q① ⑬ ① ⑪ ① ① ①①①
47   48

∂  ◎

0  
“58   59

第HO図 岩

49

◎

50

◎

51

◎

52

①

“

53 54 55  56  57

Cm

玉 類 実 測 図

一-221……



号 器 種 色 調 胴径
1器高 1孔径 1出上位置

1番
号1器 種 色 調 胴径 器高 孔径

|

出上位置

ll採 色 玉 4色 11.01 8.11 4.31奥 壁部底 1321ガ ラス玉 4.2 2.91 1.1 3号棺床

ガラス玉 9.5 1  5。 9 1  2.0 331ガ ラス玉 9.0 6.11 2.1
4号棺床

ガラス玉 6.01 7.61 1.81上 号棺床面 341ガ ラス玉 8.5

8.6

6.51 1.6

ガラス

勾

ガラス

6.9 1  5.9 1  1.2 35 玉1黒 褐 15。 9 1  2.5 羨道床面

灰 褐 ――  1 13.4 i  l.5 361土製練玉1灰 11.8 9.51 1.6

10.0 1  7.2 1  1.8 371土製練玉1灰 9.8

8.1

8.3

8.0

8.0

フ.01 2.1

ガラス玉 9.1

7.0

1.21■ 号棺床 381土製練玉1灰 7.01 1.2

ガラス玉 紺 5.21 1.2 391土製練玉1灰 7.51 1.0

ガラス玉 紺 9.11 7.11 1.2 401土製練玉1灰 6.61 1.2

101ガ ラス玉 紺
一

紺

8.6 1  7.1 1  1.6 411土製練玉1灰 7.11 2.3

111ガ ラス 9.01 6.81 1.4 421土製練玉1灰 7.5 6.01 1.1

121ガ ラス 7.61 5.01 1.9 431土製練玉1灰 8.2 6.81 2.0

131ガ ラス 紺 7.41 5.21 1.312号 棺床 441土製練玉1灰 7.9 7.11 1.0
～

―

|― 1可
―

141ガ ラス 紺 7.91 4.81 1.8 451土製練玉1灰 8.0

8.7

5.5

6.2

6.2

7.0

151ガ ラス玉 紺 7.91 5.11 1.2 461土製練玉1灰 5号棺床

■61ガ ラス玉 紺 8.0 1  5.0 1  1.7 471土 製練玉1灰 黒 8.2

7.4ガラス玉 7.41 5.01 1.8 481土製練玉1灰

ガラス玉 7.11 6.01 1.2 491土製練玉1灰 8.31 7.2

ガラス 8.51 5,71 1.5 501土製練玉1灰 8.01 5.6

万 1葛1玉ガラス 紺

一
紺

511土製練玉1灰 8.21 6.5

ガラス玉 6.8 1  3.8 1  1.5 521土製練玉1灰 7.51 6.0

ガラス玉 紺

一
紺

5.2

7.0

7.2

7.0

1・ 012号棺床 531土製練玉1灰 8.01 6.2

ガラス 1..7

2.0

1.2

2.0

541土製練玉1灰 7.31 6.0

ガ ラス王 紺

一
紺

玉1灰 黒 8.01 6.5

ガラス

ガラス

561土製練玉1灰 7.61 6.4

青

一
緑

7.6

5.5

4.0

5.9

571ガ ラス 紺 4.91 3.8

ガ ラス王 1.2

0。 9

581ガ ラス 緑 3.8 1  3.1

管  玉1赤 褐 591ガ ラス玉 3.61 2.0 O.9

ガラス玉

ガラス玉

圭目 1.1

1.8

1.0

601ガ ラス 紺 3.51 2.0 0.9

〓円 5.2 611ガ ラス玉 紺 3.51 1.5 O.8

圭円 621ガ ラス玉 紺

1.2

1.5

1.6

■.2

1.0

■.1

■.8

1.0

1.4

1.3

1.0

3■ |ガ ラス 1丁1下 0.8

玄室内遊

4

5

6

7

・８

一

・９

一

２〇

一

２．

一

妙 4.0

7.0

5.8

4.9

3.3

4.6

8.1

3.8

4.0

3.9

3号棺床面
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冴
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勾玉b)は 第 1号棺床下 i堕 離出上である。黄褐色の滑石製で尾部を若千欠損するが,現存長1.34cm

同巾0,7011,頭部1撃 0.3cπ の扁平な小品である。貫子Lは両面か らなされ,紐ずれなどの磨耗痕が認め

られる。

彩色玉(Dは 第 1号棺北小日外方からの遊離出土である。釉薬で 4色に彩色された磁器製品で珍 ら

しい玉である。均整のとれた「ヨ形に製形され,器表全 lrliを斜行流水文J杉 の細い縞模様状に,白 ,緑

黄,緑,黄,赤,黄,緑を一単位として 3回 繰 り返して計24条 の縞目となって続っている。

棗玉閲は羨i虹床面遊離 1食 出である。黒褐色を塁する木製品で比重は軽い。縦断面は縦 長 大 鼓 胴

形,横断面は楕円J影 を呈し,貫孔は両面か ら施され中程で若千の段違い状をみせる。器胴表面に本

国痕をかすかに残す。

第3号棺南小日床面の一括玉類は管玉 1と ガラス小玉 4の 計 5で ある。管玉θ9は 赤褐色を呈する

鉄石実質製の細身小形品,ガ ラス小玉 (28～働)も 径 0。 42cm～ 0.59cmの 青色半透明の小粒である。

その他のガラス小玉は殆んどが遊晰[品で濃紺色が多 く,径 l cm,高 さ0。 72cπ のやや大粒品から,径

0,35olll,高 さ0.15cmの 小粒品までさまざまである。概 して大形品は上下に稜をもって平 滑 面 を 有

し,器 1同 の張った人鼓胴形が多いが,歪みをもつものも目立つ。反対に小粒形はやや扁平なつくり

で丸味をもち,形状 も均整のとれたものが多い。

第5号棺北小日床面の一括土製練玉 (35～ 56)は,粘上をまるめて焼成した灰黒色の玉である。

径ll・ 8cmの 大形から径 7.3cれ まで,ま た形状も球形に近いものか ら同筒形に近いものまで,大きさ

およびJ形状にもかなりのばらつきをみせるが,基本的にはほぼ同巧手法のつ くりである。西小口に

玉ずれの磨耗痕を残し,21個を連にした長さは約14cmと なる。

第5節 武 具

1,直刀 (図111,■13・ 図版75)

長短合せて 8口 発見した。このうち現存本棺床面に副葬された形状を保つのは,第 1号棺 l口 と

第3号棺の 2口 だけである。その他は第 1号棺床面下に環頭 2を含む 2口 と,第 3号墳床面下,玄

室袖隅部,羨道床面に遊離する各 1口 を除 く他の遊離直刀は,いずれも現存木棺群床下に敷き込ま

れた形で検出され,本古墳への追葬の過程で床面を整地替えする以前の供献と推察される。したが

って出土直刀の銹化や欠損も著しく,完存するものは少ない。各部の計測値は表65に示したので,

個 の々記述は簡略に行なうことにする。いずれも断面は二等辺三角形を呈する鍛造品で鏑はもたな

い。なお環頭太刀の環頭部 2口 については, どちらも柄部だけの遊離出上で,刀身部との確実なセ

ット関係が明らかでないため,項を改めて次項において概述したい。

刀1,第 1号棺の東棺側に沿うようにして柄部を南,鋒を北に向けて納められた完存品で,全長

l180m,双 巾5。 イcπ,重さ2,66時 は全体を通じて最大である。銹化をしているものの保存は良好で,

刀身の両側に鞘木および織布痕が銹着してその厚さ 2.4cmを 測る。元は木鞘に挿入して上を織布に

包んでの供献と推察される。その他金具等の附属具は何 も検出されなかった。

刀2,第 1号棺床面下から遊離出上の刀身部である。環頭(Jと 接続するようにくの字形に折れ曲
難

舞

雛

雛

鰊
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った状態で検出され,あ るいは両者

は一体となる可能性もある。現存長

61.7cπ を測るが,両端部を欠損し銹

化による痛みも著 しいため原況は不

詳である。刀身部に反をもたない直

刀で,匁 巾も 3 ca足 らずと前記(1)に

較べて細身であり,実用武具と推察

できる。

刀 3,刀 2と 同様第 1号棺床下遊

離の刀身部である。銹化折損してい

るものの,接合によってほぼ全形を

知り得た。全身45。 3cπ とやや短いつ

くりである。刀身の一部両側に木質

が銹着し,木鞘に挿入しての供献と

思われる。現存鞘部の厚さは1.6cπ

を測る。目釘穴は認められない。

刀 4,第 3号棺の西棺側に沿うよ

うにして床面に,柄部を南,鋒を北

に向けて納め られた直刀である。銹

化が進んで刀身部も腐蝕が著 しく,

原況で取 りあげることができなかっ

たが,出土時の計測で全長 103cmを

測った。茎に目釘穴 2孔 を有 し,刀

身部に部分的に鞘本の銹着が見 られ

最大遺存部厚2.l caを 測る。

刀 5,第 3号棺出土の刀 4の柄部

の下に,重なるようにして検出され

た全長35.3cπ の短刀である。出上の

状況から前者 とともに第 3号棺副葬

と推察される。刀身部の一部と茎の

`鞘
口部に木質が遺存し,木鞘および

木柄の刀と推測される。目釘穴は鞘

口部は木質遺存のため不明であるが

茎端部近 くに径 O.6cmの 小円子Ll個

が貫孔されている。

刀 6,第 3号棺北東部の床面か ら
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岩田第14号墳出土刀類計測値 (単位cm)

茎部長 1 茎 畜
`巾

 1茎部厚

21,7 3.7～ 2.4 1弓・棺高J葬 ,■ さ 2.66砕

(7.2)

l号棺下遊離

1.8～1.6 l号棺下遊離

2.3-2.0 3号棺菖1葬

3号棺副ンに?

2.0 0.5 3号棺
~F遊

離?

0.6 玄室袖隅部遊離

羨道床面遊離,図113… 。18

いけて検出された。第 3号棺面1葬かこれに先行する供献物の遊離混入かの判断が難 しい出土

6る が,奥壁部一括遺物群に近 く,現実に鉄鏃等の混入状況などか ら,遊離遺物の可能性が

目土時にはほぼ全形を保って発見されたが,銹化と腐蝕が激しくてばらばらに砕け,原況を

D取 りあげはできなかった。したがって全長計測などは発掘 n寺 の現地における沢1定値で79.5

った。刀身部は銹疲せが著 しく匁巾や匁厚の原人は不詳である。柄頭と縁金具が遺存する。

共製で柄頭は長さ6。 2cm,中 3.35cm,厚 さ2.4cmを 測 り,楕円筒形の袋状を呈するが,頭部面

こ頂角をもつ逆隅丸三角J形状を呈する。縁金具は長さ3.35cm,巾 3.3cm,厚 さ2.4calを 測 り帯

具である。ともに茎との間は本質が遺存し,元は木柄であったと推察される。X端は円頭部

[卸挿入され,日 鋼
・
穴は円頭縁部から2.6cmに 穿たれている。

玄室袖隅の遊離石材の下に敷き込まれた形で出上した全長43cmの 直刀である。銹化して 3

出 しているが,遺存度は比較的良好でほぼ完形に接合できる。茎長が 5.6cmと 短く端部に日

個 を有するが,日 剣
・
が貫通 された,形状で遺存する。また蝉と錮も保存が良好である。鐸は鉄

夢口形を塁し,短径 3.6cm,長径 5.Ocm,厚 さ0.4cmの 素文平板の小形品である。鋼は巾 1.6cm

■X3.2師 の倒卵形輸金具である。刀身部に本質が銹着し元木鞘に挿入しての供献と推察され

, 玄室から約 lπの茨i重 床面において遊離検出の刀身部断片である。 3片 の総延長約42cmを

, 両端とも欠損し,銹化による腐蝕も著しいため詳細は不明である。形状から直刀と判断で

度 であるが,断面が菱形を塁する部分もあり,あ るいは会1の可能性も考えられる。

員頭太刀 (図 l12・ 図版73)

号 棺の下に敷き込まれた形状で遊離発見の環頭太刀の柄部 2日 分である (図版56)。 両者 と

部 を折損していて全形は明らかでないが,現存部の環頭および柄怖えの保存状態はかなり良

!る :いずれも単龍式環頭で表裏同巧のつくりで銅地に金が張 られている。楕円形の環円中央
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表
一　
辞

―腑 ―鬱

―

(III〕

―〔正三I)

1

岩 田 第 14号

10cm

第112図

に側方を向いた龍頭首が透彫りされ,外環に龍身が表現されている。

環頭 1,やや属平な楕円環頭に,簡略された龍頭首および龍身が表現されているが,金の質およ

び遺存度はともに良好で,若千の緑青銹の突出は見られるものの,今も器表のほぼ全面に黄金色の

光沢を保つ。日は歯をむき出しているが開口はせず,通常見受けられる玉を噛んでいない。頭首と

外環は首および下唇と頭部後方の角部を延長させた3個所で固定されている。柄部は茎の両側に本

質が銹着遺存して,柄の両縁と中間の 3か所に,金製の薄い帯板を薦六角形に巻いた飾り金具をも

つ木柄である。飾り金具は実際には柄頭部のみが原況をとどめていたが,同種の金具が環頭の周辺

一
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表66 岩田第14号墳出土環頭太刀計測値 (単位cm)

から検出され,柄の木質部に残る崇J脱痕跡等か ら,図示したように推定復元ができた。飾 り金具は

無文で長さは柄頭口から5。 5cm,5。 2cπ ,5。 4cπ を測り,両縁部金具は端部を玉縁状に折 り曲げ て い

るが,中間の金具は切 り離し状である。環頭は目釘で柄部に装着されていると思われるが,飾 り金

具が遺存するため実態は不明である。茎長は約2.5cmと 推測され,刀身の茎端 との間隙は1.5cmで あ

る。刀身茎は端部から1.5cπ に目釘穴をもち,径 0。 6cπ の目釘が今も 0.6cmの 突出をみせて遺存して

いる。

環頭 2,楕円形の環内中央に目を見開き,口を大きく開いて昇龍を思わせる龍頭首をおき,外環

に龍身を彫刻した均整のとれた精巧なつくりである。頭首部の彫 りは深 く立体的で大きく段差をつ

け,最 も器厚の厚い口部で 0。 6cπ ,最も薄い頭髪部で0.25cmで ある。眼の縁部には朱を施して強調

させ,外環体部は爪先まで表現 し,ま た内縁部には斜行刻文帯を続 らしている。柄部の保存状態は

把手の木質も含めて良好でほぼ原況をとどめ,両端部は金製の薄い帯板で扁六角形に包み,その間

の柄間全体を細い銀線で葛纏きしている。飾 り金具は柄頭部の長さ 4 cπ ,鞘 口部3.6cmを 測り,と も

に中程は無文平板であるが,そ の両端は巾0。 9cπ の飾 り彫金を施した金の帯板で押え巻きしている。

その文様構成はいずれも同巧で,外縁部か ら刻文帯・沈線・珠文と菱形の交互列点文帯・沈線・刻

文帯の順 となっている。葛纏の銀線は柄間 9。 lcmの 間全域に整然と施しているが,巾 0.16cm,厚 さ

0。 9caの細い紐状を呈し,器表部側にはすべて刻文が施されている。茎の形状および目釘孔等 は柄

持えが遺存しているため不詳である。

3.蕨手刀子 (図 l13・ 図版75)

第 1号棺と玄室西側壁の間の床部整地替面下に,近接して検出された 2口 である。(0は ほぼ完形

を保つものの′(51は 柄部を折損欠失 している。ほぼ同巧同大の鍛造品である。断面がほぼ円形の棒

鉄をつ くり,その一端をくの字状に曲げて蕨手とし,他の一端を鍛造によって扁平に叩きのばして

メス状の匁部とした刀子である。刺す切るという機能よりも削る機能を目的とした感が強い。両者

とも匁部か ら茎部にかけて織布痕が銹に圧痕となって遺存し,15)で は少 くとも3重 までは確認でき

る。織布痕は l cm巾 に18～ 19条が数えられ,き めが細かく絹布と思われる。もと本刀子は織布に包

んでの供献と推察される。

4.刀子 (図 113・ 図版75)

蕨手刀子 2口 分を除いて計18口 分を検出したが,いずれも二次移動を受けた整地面下や羨道床部

での遊離検出で,保存度も不良なものが多 く,完存するものは皆無である。したがって図示できる
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表67 岩田第14号境出土刀子類計測値 (単位側 )

)内数字は現存部長を示す。

ものは極力図示および表示に努めたが,ほ とんどが断片的な遺存のため詳細は明らかでない。いず

れも鍛造によるつ くりで,匁部断面が二等辺三角形を示し,茎等の形状などを合せ考えて,や っと

刀子 と認知できる程度のものが多い状況である。茎部に本質が銹着遺存するものが多 く,本柄が施

されていたらしいこと,ま た織布の銹化付着するものが多 く,なかには幾重か重なるも の が 見 ら|

れ,も と織布に包んでの供献が行なわれていたらしいことなどが指摘できる程度である。    |

5.鉾状鉄器 (図 113・ 図版75)

奥壁部一括遺物群の西半か ら第 1号棺の床面下にかけて,比較的近接した状態で遊離検出された

4点である。いずれも銹化はしているがほぼ完形を保ち,鍛造によるつ くりである。大きさや形状

に差があるが,すべて鋒部は鋭不」な切先となり,突 くあるいは刺すという機能をもち,柄部は円錐

形の袋柄で木製等の長柄のつ く形態を示す。一括出土の形態や実物の形状か ら工具とするよりも,

FEl時期埋納の武具と観る方が妥当と考えられ,一応鉾状鉄器 としてまとめて記述 したい6

鉾 1,全長25.5cmと 細長い剣身形狭鋒の鉾である。 3つ に銹化折損していたが,ほ ぼ完形に接合

番 号 全  長 1匁 長 匁 中

1.55

及 厚 茎 長
|

茎 中 1茎 厚 備 考

5

6

(9.8) 0.5 (4.9) 織布痕付着,蕨手刀子

16.8 5。 9 完形,織布痕付着,蕨手刀子

7

8

9

10

11

12

13

(8.8)|(4.5) 1.3

1.8

茎部木質銹着

茎部木質銹着(6.3) 1.2

1.2(5.5)

(6.5)

(4.2) O.3 茎部木質銹着

(3.0) 1.1

1.0

茎部木質銹着

(6.6)

(5.5)

(3.9) 1.4 (1.6)

(5.5) (1.4) O.5 織布痕付着

(12.4)|(12.4) 1.25 木質残痕付着

(10.6)

(11.0)

(3.9) (1.25) 茎木質銹着

・５

　

一．　

１６

(1.2) 0.9 0.6

(7.0)

(7.5)

(7.0) 0.6 短刀か ? 織布痕付着

■7

18

19

20

(7.5) (1.25) 保存状況不良

(7.6)|(7.6) (1.3) 保存度不良

(4.5)

(4.5)

(4.5) 0.5 保存度不良,織布痕多重付着

(4.5)

(3.2)

(1.2) 保存度不良,鋒部のみ残存

(3.2) (1.1) 保存度不良,鋒部のみ残存

(1.5)

(1.3)

6.9

10.9

4.3

0.5

-228-



10cm
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第113図 岩 田 第 14号 墳 出 土 鉄 製 利 器 実 測 図
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表68 岩田第14号墳出土鉾状鉄器計測値

番 号 1全 長 1柄頭外径 1柄頭円径 1袋柄内深 柄外壁厚 重  量
|

備

剣身狭鋒形

考

0.5 176

２

　

一　

３

(2.3) (7.0) (96) 撃匁形

円錐形5.6 (85)

圭頭形,織布痕有

( )内は現存部計測値|

復元できた。袋柄部断面は円形,身部断面は菱形を呈し,袋部から鋒に向って漸次細まる形状をみ

せる。したがって身部は縦方向に4条の稜をもち,切先部は鋭くとがりいわゆる細身の槍を思わせ

る。袋部は左右からの突合せ部が認められない全くの円錐形を呈する。           |
鉾 2,柄頭端を若千銹化欠損するもほぼ完形を保つ。現存長12,9cmと やや短かく,袋柄か ら漸次

細まる先端部を扁平に叩き拡げて,匁中 5。 5cmの議匁形の鋒をもつ。袋柄の突き合せは約 1硼～ 31

物の間隙をもち,柄頭になるにつれてより開 く。                     ■

鉾 3,袋柄端を一部欠損するもほぼ完形を保つ。全長12.l cmと やや短い剣身形狭鋒である。円錐

形袋柄が漸次細まりそのまま鋒となるため,そ の横断面はいずれをとっても円形を呈する。鋒先が

やや丸味をもって鈍 くなり,(1)あ るいは12)に ともなう石突の可能性も考え られるが,先端部に 4ガ

向か ら磨ぎだしたと思われる稜線も認められ,鉾先として取 り扱かった。袋部の突き合せは間隙を

もち,柄頭部になるにつれてその開きは大きくなり,約 0.4cπ を測る。            ■
|||||||

2.愛1'九、lilを得IF聖曾後醸誓薔:1を[[[il『鷲禁層II貢晉発1:[LIt糖11
られ,中央部は密着するものの,上下端部では約 3mの 間隙がある。             ■

||

6。 尖根式鉄鏃 (図 114,115。 図版74)                               .■

主として奥壁一括遺物群か ら第 1号棺および第 3号棺北半の棺床面下にかけて,集 中的に遊離

^
出されたが,玄室内半や羨道床面などからも散見された。現存する木棺内に直接冨」葬された形状を

示すものは皆無で,すべてこれ ら棺群に先行 しての供献物 らしく,二次移動を受けた遊離出上でオ

る。したがって完存するものはほとんど存在せず,大部分は銹化折損した状態で発昇され,そ の
ベ

破片数は 428片 を数えた。鏃身部を基準として個体数を検討した結果,少 くとも90本以上存在する
|

ことが判 り,そ の内約60本を実測図示できた。いずれも鍛造によるつ くりで,片関片スのものと,|

片丸造 りの 2種類がある。量的には後者が圧fll的 に多 くその比率はざっと 1対 4程度であるもな
,

鉄鏃計測値は完形またはほぼ完形に復元できるものを選んで,参考までに数本を表示したので了4
11

願いたい。                                       ■

片関片匁の鉄鏃は計測値に若干の差はあるものの,ほ ぼ均質の規格品である。平均計測値で全長

約19.5cπ,鏃身長 3.2cm,箆被長約 9 cπ,茎長約 7 cmを測る。鏃身は片関であるが箆被とほとんど

巾差がなく,刀子片に横断面が二等辺三角形を示す鋭不」な鋒となる。平均匁巾0。 7cm,背厚0.5cπ で
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ある。箆被部は中0。 6cm× 0.5cmの 断面長方形をした棒鉄で,.茎部は先端になるにつれて漸次細ま

`断面円形の長円錐形を呈する。先端部が鋭 く尖 り矢柄への挿入部が長い特徴を示す。茎部の箆被た

彙機iI:[し 量修iI暑 :[l° 菫真≧ |:政讐:冤兵偶城倉[県層[よう[i象 彙[:磯 i∫ξ11

第115図 岩 田 第 14号 墳 出 土 鉄 鏃 実 測 図鯨劾
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表69岩 田第14号墳尖根式鉄鏃計測値 (単位cm)

る。

片丸造りの鉄鏃は全長14cm～ 15cmと 前者に較べてやや短かく,各部位の計測値にもかなりのば ら

つきが見られるが,基本的にはほぼ同巧のものである。鏃身は箆被部からほぼ直角に張 り出した小

さな関をもち,剣先形の形状を呈するが,匁部断面は片面のみが扁平なかまぼこ状に丸 く盛りあが

り,中心線上に嫡をもたない。匁部長は2.2cm～ 2.7卸,刃 巾1.lcπ ～1.2cπ ,同厚0.3m～ 0.6cmを 測

る。箆被部は巾0.6卸～0。 7cm,厚 さ0.4cm～ 0.6cmの 断面長方形の平鉄板で,長さ 8 cm～ 9 cπ のもの

が多い。茎は箆被近 くは断面長方形;先端になるにつれて断面が円形になって細まるが,先端部に

至るまで角形のものもある。茎長は短かく平均 4 cm前 後を測る。前述の片関片刃の鏃と同様茎部に

矢柄竹材を銹着するものや,細い糸を巻いた上にうるしを塗った痕跡を残すものを若千見受けられ

る。

7.平根式鉄鏃 (図 116・ 図版74)

計24個体分を検出したが,出 上の状況は先述の尖根式鉄鏃の場合とほぼ同様である。いずれも鍛

造によるつくりであるが,銹化折損が著しく完形を保つものは 1点のみである。しかし鏃身部の遺

存度は比較的に良好で,検出例すべてについて実測図示とその大要を知ることができた。鏃身の形

部 箆 被

全 長 1丁ど 早 4可 讐 丁
長  さ 巾 長 さ

|

1版 考
夏 :1巾 1厚 主 巾

18.5 3.0 0。 78 1   0.5 10.3

9.2

0.35 X O.55 5。 5 0.5 XO。 5 巻糸痕有り

19.7

19.7

3.1 0.65 0.6 XO.6 0.5 XO.5

3.6 0,8 06 XO.6 0.6 XO.55

18.1 0。 7 8.3 0.65 X O.5 0.5 XO.55

3.■ 0.65 8.0

9。 7

9。 6

8.52

0.6 XO.45

2.8 0.8 0.6 XO.6

2.8 0.65× 0.6

2.7

2.2

0.7 ×0.5

8.4

8.1

8.0

0,7 XO.45

0.7 XO.45

0。 6 XO。 4

0.65 X O.45

9.1 0.65 X O.45

8,7 0.6 XO.4

8.2

巻糸痕有り

0.55 XO.5 矢柄材
・
銹着巻

0。 55〉く0.5

0.6 XO.45

糸痕矢柄材銹着17.4

17.8

15.7

14.8

0.5 ×0.5

0.4 XO.3

0,45)く 0。 4

0.5 XO,38

0.5 XO,4

0.5× 0,45

0.5 XO,4

0.45× 0.4

2.3

2.6

2.7

2.6

巻糸痕有り

0.55〉く0.45
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表70 岩田第14号墳出土平根式鉄鏃計測値 (単位cm)

る。

三角形式鉄鏃 (1～ 8),鏃 身部は鏑造 りで中央に稜をもち断面は菱形,関部は直角に張ってい

る。いずれも箆被をもち断面長方形の平鉄であるが,茎部断面は方形のものと円形のものがある。

{5}お よび17)の茎には矢柄竹材が銹着遺存している。

ｈ̈

身  部

最大巾 1厚 さ

1

2

3

(■1.8) (7.0)|(4.2) 2.2 1.2 0.6 1(2.6) 0.7 0.7

(13.1)

(10.9)

0,4 2.1

2.6

0.9 0.31(4.1) 0.6

0.7

0.3

〓
一
　

角

　

形

　

式

0,35

0.3

0.35

1.1 0。 451(■ .6)

4

6

0.3 0.5

2.5

0.45

0.6

6

7

3.2

2.4

0.45 0,8

0。 9 0.6

８

一一

９ 3.0

2.75

2.4

盤

頭 11

12 2.1
式

13

14

15

16

17

2.9 1.05

1.05

1.0

0.85

1.15

・８

一一

・９

1.2

葉
1.2

20

式
1.2

”

一
２３

?

1.1

?

0.4

腸挟式 1,2 0.5

(0,7)

(5.7)

(0.1)

(■ .35)

,

(4.0)

(4.5)

7.2

(6.8)

9.0

(7.0)

(6.2)

(6.6)

(5,3)

(5.3)

(5.6)

0。 75

0.35

0.4

0.550.35

0.4

0.35

0.6

0.55

,

0.45

0.45

0,35

(11.6)

2.15

3.5

3.5

(3.■ )

(3.7)

(0.5)

(0。 4)

(0.4)

(0.3)

(3.2)

(3.4)

(5。 3)

(8.5)

(15.1)

( )内数字は現存部計測値,柳葉式箆被覧数字は関部計測値を示す。
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撃頭式鉄鏃 (9～ 13),鏃身は平造 りで横断面は長方形を塁する。関部は鍵形 となって箆被を伴

なわず直接茎部に連なるが,茎部横断面は円形のものと角形のものがある。ただしl131は 銹化が著し

く細部については判然としないが,鏃身部は両丸造 りの平板で箆被をもち,他の 4911と は異るな形

状を示す。

柳葉式鉄鏃 (14～ 23),(14～ 16)の ように均整のとれた細身のものと,(17～ 23)の匁中の広

い 2種がある。いずれも鏃身部は鏑造 りで横断面は菱形,関部は断面長方形につくりだされて箆被

はもたず,直接茎部となっている。茎部断面は円形のものと角形のものがある。l151と l181の 茎部に矢

柄竹材の銹着遺存とl171の鏃身部外表に織布目が圧痕となって遺存していた。          |

腸快柳葉式鉄鏃90,現存長15.l cπ と大形の鏃であるが,銹化欠損部が多 く詳細は不明である。基

本的には前記柳葉式と同巧の造 りと思われるが箆被が1.6cπ と長い。              |

第 6節 馬 具

轡 2,鐘形杏葉 5,雲珠 1,辻金具 1,留金具 8,銃具 7の ほか鐙や鞍金具片若千を検出した。|

これらの大部分は奥壁部一括遺物群から第 1号棺床面下にかけて,敷き込まれた形状で遊離発見さ

れたが,鞍金具や餃具片等の一部は玄室袖隅部や羨道床面などからも散見された。いずれも前述の

鉄鏃等と同様,本古墳への追葬の過程で石室床面が整地替えされる以前の,第 1次埋葬時における

供献物が二次移動を受けたものと考えられる。

1.轡 (図 l17・ 図版77)

大小 2組の轡が出上した。大きい方の轡は奥壁一括遺物群東端の底の方から土器などと共に混在

し,小さい方の轡は第 1号棺中央付近の床面下からの遊離発見である。いずれも断面円形を塁する

棒状の鉄でつくられた同巧手法のもので飾りをもたない。各部位の接続はすべて遊環で連結してい

る。

鏡板は楕円形の素環で外縁側方に長方形の立間がつく。衛は中央で遊環連結された

引手は鏡債1の衝遊環に連結された 1本の棒鉄で構成され,引手壷となる環部は緩 くく

ている。

表71 岩田第14号墳出土轡計測値

2本の棒鉄,|

の字形に曲げ

(単位cm).

鏡 総 通 し 衛 手
番 号

さ 1  巾 さ
1環 外 径 1長

さ 1環 外 径
棒 鉄 径

外法長径 外法短径 長 長

1

肝
7.1

5.2 |十1《

2.6 0.9

0。 83.4

2.鐘形杏葉 (図 118,119・ 図版76)

第 1号棺床面下 に敷 き込まれた形状で 3枚 と,そ の周辺遊離の 2枚の計 5枚が比較的に近接 して

遊離検 出された。いずれ も本古墳への追葬の過程で二次移動を受け,全長約 12.5cπ,下辺 Ⅲl約 9.8

―…236-―
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1 0crln

第119図 岩 田 第 14号 墳 出 土 杏 葉 雲 珠 実 測 図

cmと ほぼ同巧同大の 1セ ッ トのものと推察される。銹化腐蝕のため一部を欠損するものもあるが,

大部分はほぼ完形を保ち,表面に張 られた金銀の遺存 もかなり良好で,表面の斜1各子文 とともに注

目された。

は)は銀張りその他は金張 りであるが,いずれも重ね造 りの鉄地金銅張 り鐘形杏葉である。下縁の

5か所をとがらせて 4波形をつくり,上端部に長方形の力革吊り部をもつ。台板は無文の平鉄で上

板の外形と合せてつ くり,そ の上に斜格子の透彫を施 した上板を載せ,外縁部に沿って一列に笠鋲

を打ち並べて,固着 と装飾を兼ねさせている。器表の金銀の張 りつけは,笠鋲の上から器表全面を

覆うように施している。

笠鋲は鋲間約 0.6卸のほぼ等間隔で,杏葉外縁を続るように整然と密着して打たれ,一周51～ 55

表72岩 田第14号墳出土鐘形杏葉計測値 (単位m)

番 号 全  長 底 辺 巾 上 端 巾 側 縁 巾 縁 部 厚 鋲 頭 径 鋲 身 径 備 考

2.85 0.8 0.4 鉄 地 銀 張

2 9.8 0.7 鉄 地 金 張

3 ■0.0 0。 7 0,4 0.2 鉄 地 金 張

4 12.5 9.5 0,4 0.2 鉄 地 金 張

5 (9.8) 2.80 0.85 0.6 0.2 鉄 地 金 張
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本を数えるが,力革受部の左右にも各 1本の計 2本が打ち込まれている。鋲は頭部が半球形の飾り

鋲で径0.5ca,高 さO.25cπ,鋲身径0。 2cmを測り,台板の裏面ではかすめ留めして若千の突出をみせ

る。実測図中小円で示した部分は笠部が脱落して鋲身のみの遺存するものである。力革受部は長芳

形鉄板をU字形に折り曲げて,杏葉頭部の貫子L部 に接続しているが,いずれもその金具が銹着遺存

するため,貫子L部 の形状は明らかでない。

3。 雲珠 (図 119。 図版76)

奥壁一括遺物群の西半部,第 1号棺北小日外方の石材上で遊離検出の大形雲珠である。数片に折

損していたがほぼ完形に接合復元できた。銹化した鉄製品で装飾や施文は認められないが,器表に

緑青銹と金が僅かに遺存することから,原形は鉄地金銅製品と思われる。           |
扁平な半球形の外縁部に方形の6脚 を有するが,脚の配置は等分割でなく,図示したごとくやや

かたよりをみせる。脚の先端部には飾り笠鋲2～ 3本が打たれ,その裏面には皮革状のものが銹置

換されて遺存し,鋲端は折り曲げてあるのが見受けられる。また1脚のみであるが,脚 と体部の●

け根部に鉄製遊環を残存する。対面する脚先端間の全長11.8ca,体 部径8.3cm,器 高2.4cπ , 脚

"2.4cm,脚長1。 7cπ ～2.lcm,器壁厚約O.3cmを 測る。                     .

4.辻全具 (図 120・ 図版76)                                    |

第 1号棺床面下に敷き込まれた形状で杏葉などと共に遊離検出された 1点である。薦平な半球形|

の体部に十文字形に方形脚をもつ。鉄地金銅製でほぼ完形を保つが,現況は鉄銹化が進み,今は,
っとその痕跡を認知できる程度の遺存である。脚の先端部に各 2～ 3本の鋲身の遺存と,裏面に

箸

銹に置換 した革状の
っ

のが遺存し,鋲先の突出が約 0.6cπ 程度認められる。鋲はもと頭部が半球
´

の飾 り鋲であったと思われる。対面する脚の先端間全長8.3cπ ,円体部径3.5cπ ,器高1.25cπ,脚れ
■

端l132.4cπ ,脚長1.9cm器壁厚0.2cmを 沢1る 。                        ■

||

5.留金具 (図 120。 図版78)                                    .|

長方形の小口部一端が外ふくらみに丸 く湾曲した形式のもの 6と ,薦平な菱形のもの 2で ある。
|

前者の長さは2.8cm～ 4.9cmと 個体差があるが,巾 2.3cπ ～2.5cπ ,厚さ0.3cmの 平板で,長軸中心編

上に 2本または,湾曲部側を頂角とする三角形状に 3本の,頭部が半球状の笠鋲が打ち込まれてし、

る。笠鋲は(lX劾 鰺)(0で は頭部径 0。 7cm,同 高0.25c2,鋲身径0.3cmを 浜」り,鋲の先端部は折 り曲げケ

れているが,金具長の長いにX6)で は笠鋲頭部径 l cπ ,同高0.6cπ と大きく,b)の鋲先端部は方形座ξ

にかすめ止めされていて,その間隙巾は0.6cπ を測る。いずれも鉄地製品であるが,(1)の器表に金|
■|

核)憾 )の器表に緑青銹が認められ,原形は鉄地金銅張 りのつ くりと推察される。佗)椰 )を 除 く他の裏
■

には鉄銹に置換された皮革痕跡をとどめている。                      ■
■

菱形のものは製作手法もかなり異なるので個別に記述する。(7)は 器壁の薄い扁平な長菱形の鉄堆|

||

金銅製である。長軸長6。 2cπ ,短軸長3.l cπ ,器高0。 85cm,器壁厚0.15cmを 測る。各頂角部に小円
■

をもち,原形は鋲を打ち込まれたものと推察されるが現存しない。侶)は 鉄製品である。台部の器厚|
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も厚 く上部は水平倶1面 は垂直につ くられている。長軸長4.7cπ ,短軸長3.6cπ ,器高 0。 7cπ ,水平部

器厚 0。 45cπ ,供1面器厚0.3cmを 測る。各頂角部 1本の計 4本の頭部半球形の笠鋲が打たれてい るが

鋲の頭部径 l cm,同 高0。 7cm,鋲 身径0.3cmを 測 り,裏面にO。 9cπ も先端が突出しているものもある。

以上の他に 1本,頭部が丸味をもった載頭円錐形の大形笠釘状のもの19)が 検出された。頭部表面

は鉄地金銅製で馬具にともなう飾 り金具の一部と推察される。頭部径1.9cm, 同高 1.5cπ ,釘 部 径

0.4cm,同現存長1.lcπ を測る。

6.鞍全具 (図 120・ 図版78)

中約〇.6cm,厚 さ約0。 15cm～○.2cmの 鉄地金銅張りの帯板に,0.5cm～ O.7cmの 間隔に小鋲を打った.

もので,直線的なものと円弧を描いているものがある。鋲の頭は直径 0.3cm,高 さ0。 15cπ の断面半

円形の笠鋲で,裏面に僅かに先端が突出している。検出例は全部で 7片のみでその総延長は16.lcπ

と少ないが,形状か ら推して鞍の縁金具と推察される。                   |

7.鐙 (図 120,12■・図版77)

壺鐙外表の飾り金具と思われる笠鋲を打った鉄地金銅張りの平板片と,鐙を吊ったと思われる鉄|

製鎖片である。飾り金具片は玄室内のかなり広い範囲に散っていたが,鎖は奥壁一括遺物群の西半|

部,第 1号棺北小日の外方の石材下から一括出上した。                   |
飾り金具は図120に も図示したようにいずれも断片で詳細は不明であるが,中 2.4cπ 程度のやや広|

いものと,中 1.8cπ程度の狭い2通 りがあり,厚さはいずれも0。 15cm～ 0。 2cπ ほどの平板である。原|

員」として中広のものの器表に金がよく遺存し,両俣1の縁に沿って笠鋲が約1.4cπ ～2.4cmの 間隔で 21

列に打たれ,中 狭のものは中軸線上に 1列打たれ器表の金は認められない。鋲の頭部は径 0.5cπ ,|

同高○。25cmを 測り断面半円形の飾り鋲である。部分によっては裏面に約 O.9cm突 出するものもあり

木質が鋲身および平鉄裏面に銹着遺存することから木製壺鐙の縁部飾り金具片と想定される。検出|

破片数は総数で16片,そ の総延長は約60cmで ある。                     .
鎖は3連分の検出である。いずれも間巾の長い同巧同大の兵庫鎖で先端部に餃具を付している。|

直径0.6cmの 円棒鉄を二つ折りにして連結しているが, ■間の長さ7.7cπ ,遊環部外法巾 2.6cmを 測|

る。先端部の餃具は長方形の一端を丸 く湾曲させたつくりで,鎖狽1中 3.3cm,最大巾 3.9cπ , 全 長|

■■
8.5cπ を測 る。                                    ■

8.鏡具 (図 121・ 図版78)                                     ●

計 8個体分を検 出したが,いずれ も断面 円形の棒鉄を瓢形 に曲げてつ くったほぼ同巧同大のも■

である。全長約6.6cm,最大部 巾4.3cm～ 5。 lcm,体部断面径0.6cmを 浜Jる 。 なかに楔部を遺存す る年

のがあ り,約 3mの深 さまで木質部 に打 ち込まれていた木質痕跡を残す ものも認め られた。  ■

第 7節 釘 ・ 鐘                        ■

本古墳の埋葬主体は木棺多数埋葬のため釘および鉄の出土も多かった。
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o                  10cm
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第121図 岩 田 第 14号 墳 出 土 鐙 鎖,鏡 具 等 実 測 図
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cmい

第 122図 岩 田 第 14号 墳 第 1号 棺 鉄 釘 実 測 図

鉄釘はいずれも鉄道犬釘状の角釘である。総検出個体数は75本を数えたが,そ の大半は現存木
‐
|

と伴出するものが多い。各棺毎に分けて実測図示 したので参照願いたい。第 1号棺の釘は完存品||

全長15cm～ 16cm,横断面は方形に近 く,頭部付近で平均 1.lcπ 角を測るが太さはかなりのばらつ

=をみせる。第 2号棺および第 3号棺の

釘は全長約14.5cmと やや短か く,横断

面もO.7cm× 1.4cmと 長方形を呈する。

第 5号棺の釘はやや細形で全長約14cm

横断面は0。 8cm× l.Ocπ と方形に近いが

太さにかなりのばらつきがある。第 6

号棺の釘は小形品である。完存晶で全

長llcm程度,大さも横断面方形に近い

0.7cπ 方程度である。この他に遊 離 検

出の鉄釘約20本がある (図 127)が ,

現存木棺床面下に敷き込まれた形で,

これ らに先行すると思われる釘の中に

は,全長16cπ ,頭部巾 l cm× l.5 cπ と

大形のものが多い特徴をもつ。鉄釘の

外表には当然のことなが ら,木棺材の

本質を銹着遺存するものが多 く,木 目 第 123図  岩田第14号墳出土第 2号棺鉄釘実測図
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号 棺 鉄 釘 等 実 測 図第 126図 岩 田 第 14号 墳 出 土 第 3
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第128図 岩 田 第 14号 墳 出 土 鑓 実 測 図

の走向で棺板の厚さを推察すると,現存木棺床面下釘で6.5cπ ～6.8cπ ,第 1号棺底板8.4ca, 側 板

5.5cπ ～5。 8cm,第 3号棺6,6cm～ 7.4cm,第 5号棺 4 cπ ～4.8cπ ,第 6号棺4。 3cπ ～4.8cmと なる。

鑓は計58片 の検出であるが,完形品 7を含む23本分が確認された。ほぼ玄室底面全体に散った形

状で散在 し,現存木棺床面等に浮 くものもあったが,大半は整地替面の下方に遊離するところか ら

現存木棺に先行する埋葬に伴なうものと推察される。断面が長方形を呈するやや扁平な棒鉄をコの

字形に折 り曲げたつ くりで,先端部は薄 く鋭利である。大半のものが木質痕を銹着遺存することか

ら木材すなわち,木棺組みたてに用いられた可能性が強いが,その実態は明らかでない。太さや大

きさにもかなりの差をみせ,大は背部長9。 2cm～ 10.4cπ ,爪部長4.5cm～ 6 cmを 測るが,小は背部長

7 cm～ 66m,爪部長 3 cπ～3.5cm程 度のものもある。なかに 1例 だけであるが背部長2.5cπ ,断面の

巾0。 3cπ ×0.6c“ の鑓が検出され注目された。

第 6章 古 墳 の 年,代
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本古墳は何回か繰り返し述べたとおり,数世代にわたる多数埋葬である。今次発掘調査において

玄室床面いっぱいに整然と並ぶ 7木棺の床部痕跡を確認することができたが,奥壁部の一括遺物群

をはじめ,こ れ ら現存木棺の床面下に敷き込まれた形状で,遊離検出された多数の遺物や石材の出

土状況などか ら,現存木棺のすべては本古墳への追葬が行なわれる過程で,石室床面を一度整地し

なおした後の埋葬 と考えられる。したがって本古墳への葬送は現存木棺に先行する第 1次埋葬数体

と,石室床面整地替え後の第 2次埋葬 7体以上の追葬が行なわれている。

現存木棺 7棺の内第 1号棺を除 く6棺が金環を伴出し,いずれも同巧同大の 2個 を 1対 として.

直接被葬者に着装 した状態で検出され,ほかにこれ らに先行する形で 3対分が遊離検出されること

から,本古墳の被葬者数を金環を基準にして考えると,第 1次埋葬 3体以上,第 2次埋葬の 7棺を

加えて計10体以上の埋葬と考え られる。なお現存木棺の棺内副葬品は極めて簡素で,金環 と若千の

玉類を供献しているほかは,直刀を伴出する棺は第 1号棺と第 3号棺の 2棺だけである。その他に

これ ら現存木棺に先行する遺物群の中に,環頭太刀 2回 を含む 4国 の刀が存在することか ら,第 1

次埋葬の棺の中にも1棺ないし2棺が直刀を冨1葬 していたと思われる。こうした直刀を供献された

被葬者を家父長層の棺と考えると,本古墳の被葬者は 3～ 4世代の家父長およびその近親者の埋葬

と考えられる。

次に視点を変えて土器群等の棺外冨1葬品と被葬者の関係について観ると,本古墳出土の副葬品lll

土器をはじめ武具や馬具など,種類および数量とも豊富であるにもかかわらず,若千の棺内遺物の|

ほかは現存する木棺との共伴関係が認められない。少くとも玄室内出上の遊離検出の冨」葬品の殆ん

どは,石室床面を整地する以前,すなわち現存木棺のすべてに先行する第1次埋葬の,被葬者に対

しての供献物と思われる出土状況を示す。したがって大量の土器をはじめ,鐘形杏葉5枚を含む馬

具2組,環頭太刀や鉾および鉄鏃等の武具,それに紡錘車や装身具等の豊富な副葬品を供献された

被葬者は,本古墳築成後の比較的初期の段階の人々に限られ,後半に埋葬された被葬者たちは,本

古墳の石室規模が大形であるにもかかわらず,簡素な棺内副葬品のほかには,土器群等現代にまで

遺存する棺外冨」葬品を石室内にあまり供献されていない。そのため 200点 に近い大量の玄室内出土

の須恵器も,被葬者数の多い害」には形式変化もさして認められず,あ る限られた期間内での冨1葬 0
形態を示すのである。                                 ■

このことは横穴式石室を内部主体とする当岩田古墳群の調査でも,石室に袖をもち規模も大きぐ|

多数埋葬の第 8号墳も同様の傾向をみせ, これらに遅れて築造された第9号墳,第 11号墳,第12号
|

墳等,袖をもたない小規模石室では石室内冨J葬 品も簡素である。したがって同一地域内に群集する|

横穴式石室墳でも,他に先行して大規模な石室を構築して埋葬される被葬者は,質量ともに豊富な

供献物を副葬された首長墓としての体裁を示すが,僅か数世代後に追葬される被葬者は,こ れらに

遅れて小規模石室をやっと営造し得るようになった家父長層の被葬者と,冨J葬品の上では大差のな|

い簡素な葬送のあり方を示し,階層分化の一端を如実に表わしているのである。また古墳築造の年

代および葬送に用いられた期間についてもっただ単に出土遺物の形式観や年代観でもって機械的に|

論ずるのではなく,常 に上記の事柄も充分留意しなくてはならないことを痛感した次第である。 |
本古墳の築造の時期は,石室の構造や規模,玄室奥壁部等の一括須恵器および環頭太刀や馬具の|
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鐘形杏葉等の,比較的初期の埋納と推定される諸遺物の編年観から, 6世紀後半と考えられる。そ

して 3～ 4世代10人以上の追葬が行なわれたと推察されるが,羨道部床面の利用状況が不詳のため

その実態は明らかでない。しかし羨道部床面に並べて置かれた状態で検出された,擬宝珠つまみの

ついた須恵器蓋 5点は7世紀初頭の所産と考えられ,少 くとも7世紀代初頭までは継続的に追葬墓

として利用されたものと推察される。

第 7章 ま と め

l.本古墳は埋積平地の一角に張りだした低丘陵の中腹斜面に築造された,右袖横穴式石室を内部

主体とした円墳である。

2。 すでに石材採掘の目的で盗掘され,墳丘も外観からはその存在がわからないまでに消滅し,石

室も天丼石のすべてと側壁の一部石材を持ち去られ,後の二次堆積によって埋没していたが,発

掘調査の結果残存石室の遺存度は床面も含めて極めて良好で,その大要を知ることができた。

3.本古墳の築成は丘陵傾斜面を利用して等高線に直交する石室掘り方を掘り込み,その中に右袖

の横穴式石室を構築した後,地形の高い側に円弧状の周浬を掘って,墳域を画するとともに,そ

の上砂をもって墳丘を築造した形式のものである。

4.本古墳の墳形および規模は,地形の高い北側斜面に残る周浬の溝状掘り方と,現存石室の形状

から推考して径20%,墳高約2.5π 程度と推察され,葺石,埴輪等の外表施設はともなわない。

5.石室は丘陵傾斜面に直交して掘り込まれた長大な掘り方内に,花同岩の自然転石を利用して半

地下式に構築された,大形の右袖横穴式石室である。すでに破損されている割には残存石室の遺

存度は良好でほぼ原況を保っている。天丼および羨門閉塞施設の状態は不明であるが,石室壁面

は玄室側壁がやや持ち送 りをみせるほかはほぼ垂直に築かれている。石室規模は全長11.8π ,玄

室長5.5π ,羨道長6.3π ,玄室最大巾2.68π ,羨道平均巾1.7れ,玄室奥壁高2.7れ ,羨道部推定

高2.05れ を測る。石室の長軸中心線の方位は北 9度西を示し,ほ ぼ南に開口している。

6.石室床面は地山マサ上を入れて水平に整地したもので,礫床とか粘土床などの特別な施設は施

されていない。玄室床面いっぱいに整然と並ぶ横 3列縦 2列 の木棺と,羨道部に近い第 6号棺の

上に重なる第 7号棺の,計 7棺の床面痕跡が確認された。しかしこれら7木棺はいずれも,本古

墳への追葬の過程で一度石室床面を整地しなおした後の埋葬であり, これに先行する数人の被葬

者のあったことを物語っている。棺内冨1葬 の金環を基準として被葬者数を推定すると,少 くとも

10人以上 3～ 4世代にわたる追葬が行なわれたと考えられる。

7.本古墳出上の副葬品は表41に も示したとおり,器種および数量ともに豊富である。しかし現存

する7木棺の棺内に直接副葬された遺物や,その他の棺内供献遺物は極めて簡素で,その大部分

はすでに追葬の過程で撹乱消滅している。本古墳初期の被葬者に対して供献された出土状況を示

す。このことから横穴式石室内に埋葬される被葬者もその前半と後半においては,葬送のあり方

および社会構造に大きな変化のあることを伺うことができるのである。

3.本古墳の築造年代は,石室の構造および伴出遺物の編年観から: 6世紀中葉または後半の時期
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と推定され,その終期については不詳であるが,羨道部床面出上の擬宝珠つまみ付須恵器蓋の特

徴から,少 くとも7世紀初頭までは追葬が行なわれたものと考えられる。          |
9。 本古墳の発掘調査において特に注目されることは,石室床面を整地替えしてまでもの多数被葬

者の追葬の実態と,環頭太刀,鐘形杏葉を含む馬具,豊富な須恵器と土師器の伴出Fll係等の個々

の遺物の資料集成に加えて,時代によっての供献品の変化等の貴重な資料を新 らしく追加 し得た

ことである。                                  |
そ
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ull岩 田 古 墳 群 総 括

今回発掘調査した岩田古墳群 9基は,埋積平地の一角に張りだした低丘陵群の.尾根支脈稜線や

その斜面に群在する小円墳である。すべてが横穴式石室を内部主体とする,古墳時代後期群集墳の

一般的様相を呈している。

当該地は花岡岩媒乱土で形成され,そ の自然転石も多く人里にも近いことから,古 くより村人た

ちの採石山として活用されてきた。そのため丘陵上のあちこちに採掘坑が掘られ地形変 化 も著 し

い。当岩田古墳群も採石地として格好の目標とされたらしく,いずれも盗掘されていた。墳丘は採

掘時の破壊や後の流上とか埋積のため消滅し,分布調査等の外面観察では,そ の存在を認知できな

いものが多かったほどである。当地に複合立地する弥生時代の集落力Lを発掘調査中に,偶然石室を

掘 り当てはじめて発見できたものも多い。中には石材を殆んど持ち去 られ,や っとその痕跡をとど

める程度の古墳もかなりあった。

このため各古墳の墳丘や石室は原形を保たず,その構造や規模および副葬遺物の状況など不明な

点 も多い。またすでに消滅してしまい今次調査で確認できない古墳が存在した可能性も強い。しか

し一方では,石室の天丼石や羨門閉塞施設を失なっているものの,残存石室および床面の保存度が

極めて良好で,その大要を知ることができたものとか,古墳を含む丘陵全域の完掘をすることによ

って,本古墳と併存する土城墓群が検出できるとか,各古墳の比較検討から総合的な資料や古墳群

としての問題点も,幾つか提起し得る成果をあげることができた。

各古墳のWin存部の計測値や出土遺物の状況は表示したとおりである。概要を整理するなかで二三

の問題点を列記して総括としたい。

岩田古墳群のなかで横穴式石室を内部主体とする9基のうち,最初に築造された古墳は第 1号墳

と推定される。第 1号墳はさくら山から眼下の埋積平地に向けて,なだらかに下降する丘陵尾根支

脈上に所在する径約17π の円墳である。平地の水田との比高は約40π ,眺望視野の広い立地を占め

る単基独立墳の様相を示す。石室はすでに大破され石材もほとんどを持ち去られているため,その

規模や構造は不詳であるが,抜き取り穴等の形状から原況は石室全長 7π～ 8π ,石室中 l.8π 程

度の横穴式石室と推定され,土師質亀甲形陶棺片が検出された。石室は丘陵尾根部をあらかじめ円

形に削平整地した面を基盤として構築され,い わゆる石室掘り方を伴なわず,墳高の高い円墳と推

察 される。外部施設は地形の高い側の墳外縁に半円形のしっかりとした周渥をもち,墳裾部に円筒

埴輪列の囲続が施されている。また周浪内に人物埴輪頭部と子持ち装飾付須恵器 2個 が認 め られ

た。冨1葬品は本古墳追葬の過程で石室外にかき出された形状で周浬内に散在していたが,多量の須

恵器とともに, 2枚 の妨製鏡および扁円形杏葉を含む盛装用馬具一式,直刀や鉄鏃等の武具を出土

した。出土遺物の特徴から6世紀中葉から後半にかけての築造と推定される。

当地域では横穴式石室を内部主体とし,外表施設に埴輪および装飾付須恵器を有する古墳は,平

地を臨む丘陵端部や山麓部に独立墳として立地する場合が多く,比較的大形の石室でいわゆる後期

群集墳にやや先行するものが多い。本古墳もそうした範疇に入り,首長層を構成する古墳の一つと
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表73 岩田古墳群現存部計測値一覧

古 墳 名 地 周浬痕跡 外表施設

(単位れ) : 表 :

墳丘推定規模 現 存 掘 り 方 計 測 値 (床面)

長  さ
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筵

影
長 軸 方 1位

“

古 墳 名 形  式

巾 1深 さ
1深 さ

第■号墳

第 6号墳 斜面に直交

第 7号墳 1尾根稜線

第 8号墳 1尾根斜面

第 9号墳 1尾根肩部 1.5 1斜面に直交

第11号墳 1尾根稜線 1.5 1尾根に平行

2.0 1斜面に斜行

斜面に直交

第14号墳 2.5 1斜面に直行

第ll号墳

第12号墳

第14号墳 1右 袖

第 1号墳 ５
．
．

一

１
．

５

一

３
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６
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推察される。 後
第 1号墳に次いで築造された古墳は第 8号墳および第14号墳である。ともに丘陵斜面を利用|け登 肇

石室規模に合せた長大な掘 り方を掘 り,そ の中に半地下式の大形右袖横穴式石室を構築した円豪て

ある。どちらも奥壁か ら墳端までの距離がかなりあり,径20π ～25π程度の比較的大形の墳丘をτ

つ。ともに用木山丘陵の同一支脈上に立地するが,両者間の距離は約 250π 離れ,そ の間に第1峰
墳等の小形墳が所在し,ま た眺望視野の開ける方角も異なることから,併存する別の家父長家族魔

の古墳と考えられる。

第 8号墳は須恵質陶棺 1を含む 4体以上,第 14号墳は10体 以上の木棺の追葬が営なまれてい /po

どちらも6世紀後半の築造 と推定され,そ の終期は少 くとも7世紀初頭までは追葬が継続 した:
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表74岩 田 古 墳 群 出 土 遺 物 一 覧

出 土 遺 物 8号墳
1第

9号墳
1第

1■号 第12号墳
1第1号墳

1第
6号墳

1第
7号墳

戸 1蔦

■ 1 74 1 32片  1  2

2   1   2

1   1   1

■   1  15  1   4

破片

l

l

40110

3   1   ■

土  師  器

そ の 他 玉 類

雲 珠 辻 金 具

円 筒 埴 輪

人 物 埴 輸

数検
出
主
体

陶    棺
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世代におよぶ家族墓と考えられる。ともに土器をはじめ直刀や刀子および鉄鏃等の武具と,盛装角

馬具等の豊富な冨J葬品を供献されているが,こ れらの副葬品の多くは,古墳築造後の比較的初期の

段階に葬 られた被葬者に限 られた供献の様相を示す。そして後半に埋葬された被葬者に対しては,|

各棺に伴出する冨1葬品は種類および数量ともに極めて簡素である。このことは後述の第9号墳等あ

後出の小形墳の,冨」葬品の出土状況とも深いかかわりがあるものと思われる。         |

中でも特に第14号墳は石室規模も現存長11.8π ,玄室巾2.68π ,玄室高2.7π を測る大形石 室 で

副葬品の器種や数量も極めて豊富なうえに被葬者も多 く,冨J葬 品のセッ ト関係や追葬の過程を知る

貴重な資料を得ることができた。                             |

その他の第 6号墳,第 7号墳,第 9号墳,第 11号墳,第 12号墳,第 13号墳は,いずれ も石 室 Ⅲ

O.8π ～1.2π ,石室長 4π ～ 6π 程度の袖をもたない横穴式石室を内部主体とする,径 10π 前後み

小規模な円墳で,石室長軸方向に長径 をもつ楕円形プランを示すものが多い。古墳が小規模なだ″

に破損度も大きく,石室石材の殆んどを抜き取 られているものもあって,原況の不明な 古 墳 も多
||

い。各古墳とも丘陵斜面に直交する方向に溝状掘 り方を設け,地形の低い倶1に埋め出して石室床
車

を整地して,そ の中に半地下式の横穴式石室を構築した後,地形の高い倶1の傾斜面を円弧状の周浸

を掘って墳域を整えるとともに,その上砂を巻き返して石室を覆い墳形を整えた築造である。石菫

床面も大きく損なわれ伴出遺物も僅かであったが,比較的床面の保存の良好な第 9号墳,第 11号
‐

=第

F「:言[』[[≧】[[[Ll遭 易ilgiri[「 [[E姦 彙[「 :[:L紀 初頭の築』|:

推定され,第 11号墳,第12号墳,第 13号墳では少 くとも 2体以上の追葬が認められた。したがっ|
前述の第 8号墳,第14号墳に較べてやや遅れて築造されてはいるが,第 8号墳や第14号墳への追1豪

の過程での築造 となり,葬送は並行 して営なまれた別個の家父長層の墓といえる。このことは当|
田古墳群の中において,他の小形石室に先行 して築造された古墳は,石室規模も大きく冨J葬 品も

―

事

暑』昇][詈 [格「 量属〔Я:碧旦:奨11雪 III甘 [λ ,「』璽暑量[][袴 :勇 [][看 彗
]

葬送のあり方を示し,階層分化や墓制への大きな社会的変革をあらわすものと考えられ る の で な

る

h記の古墳群の大半が複合立地する用木山遺跡等の弥生時代集落llLの ,発掘調査にともなってIJ

見されたことは,すでに繰 り返し述べてきな。同時にまたこれ ら集落址の発掘調査によって,さ |
ら山,用 木山,愛宕山一帯の丘陵斜面に埋葬され

器,あ るいは自磁とか八稜鏡を伴出する土墳墓な

マウンドなどの他施設は全 く認められず,前記集 :

上の伴出遺物を掘り当て,lll然 に発見したもので

も,伴出遺物を伴なわなければ時代半」別も困難で,

墓墳もかなりあったと推察される。

このような土壊墓埋葬は,あ る意味では当然の

高月丘陵群においては,四辻土墳墓遺跡や愛宕山[

拠地と

る。 こ

発生ヒ

ロ古爆

土渡薯

ての昨

て どσ

の発顔

えらオ



拠地として選んだ弥生時代中期以来,引 き続いて現代にまで観られる普遍的伝統的な埋葬形態であ

る。こうした継起的な土壊墓埋葬が営なまれる一方で,さ くら山方形台状墓,宮山方形台状基等が

発生し,初現的な古墳用木山古墳群,弓 |き 続いて野山古墳群,使木山古墳群等の系譜を径て,当岩

田古墳群に至る特定な葬制としての古墳の系譜をたどれるのである。特に須恵器を供献された岩田

土壌墓群は,当岩田古墳群の築造に先行する 6世紀前半頃から始まり,岩 田古墳群と殆んど併行し

てのΠ寺期の埋葬が営なまれ, さらに位置的にも同一立地に混在する形態をみせる。この両者が果し

てどのような関係を有するものか,現時点では明らかにする術をもたないが,今後こうした群集墳

の発掘調査に際しては,その墳域のみならず周辺部一帯を含めた精査の必要性を示唆するものと考

えられる。
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岩 田 土 壌 墓 群

第 1 説

岩田土墳墓群は,岡山県赤磐郡山陽田
]・ 河本の埋積平地を臨む丘陵上に散在する,古墳時代後期以

降の土壊墓約20基 を,使宜的にとりまとめ総称したものである (図 129Z番 号)。

各土墳墓 ともすでに埋没したり流失するなど保存状態も悪 く,盛 り上などの標識的なものも認め

られないため,事前の分布調査等の外表観察では全 くその存在を知ることができなかった。岡山県

営山陽新住宅市街地開発事業の施行にともない,事業地内に所在す る用木山遺跡などの一連の弥生

時代集落遺跡が,「記録保存遺跡」の対称となりその発掘調査中に,集落址 と複合立地する本土渡

墓群と,すでに破壊埋没していた横穴式石室を内部主体 とする岩田古墳群 9基 とを,偶然に掘 りあ

て発見調査 した。

したがって,こ れらの各土壊墓は集落址と複合 しているうえに,かなりの広い範囲に散在してま

とまりをもたず,ま た古墳時代後期から平安時代にいたる各時代の遺構を含み,相互関係も明らか

でないため,共通性をもった単位遺跡とは言えないかも知れない。しかし,混在する分布状態を示

す岩田古墳群と時代的に併存する土壊墓も多 く,前記集落llLと は性格的にも異質な遺跡であるため

岩田古墳群 とともに集落址の報告とは一応切 り離 して,稿を改め本巻に集録した次第である。

各上墳墓は集落址内で二次埋積された遊離土層に掘 り込まれたり,竪穴式住居址と切 り合 うな

ど,層序的な検討が困難なものや,墓城を発見しても副葬品等の伴出遺物をもたないため,その年

代が判別できないものもかなりあった。本稿では冨」葬品等が検出され一応埋葬年代が古墳時代後期

以降と,明 らかな墓装に限って概述することとした。
②

本上装墓群および岩田古墳群が発見される端緒となった弥生時代集落・
l」Lは ,用 木山遺跡 ,さ くらlll

遺跡,愛宕山遺跡の 3遺跡である。これ ら3遺跡は,石井谷と呼ばれる小谷水田を馬蹄形状に囲む

ようにのびる,2条の丘陵尾根支脈上に連続 して立地 している。 3遺跡の発掘調査は山陽町教育委

員会が岡山県の委託を受けて,昭和46年 10月 1日 から昭和49年 12月 末日まで 3か年余をかけて実施

した。その結果各遺跡は個別に独立した遺跡ではなくて,本来は規模の大きい一集落址であった。

3遺跡を総合して遺跡範囲は東西約400π ,南北約300π ,実質発掘調査面積は約 45.000術 に お よ

ぶ。丘陵斜面を階段状に造成して4～ 6棟程度の単位集落を営なみ,それが幾つか集まってム7を

構成するのをはじめ,竪穴式住居址約200棟,ピ ット約50穴"弥生時代土壊墓約300基 のほか,本土

躾墓群や岩田古墳群 9基等が発見されたのである。

しかしこうした貴重な遺跡群も住宅団地の造成工事により,発掘調査が終了すると後を追うよう

に,次々とその基盤である丘陵ごと削平して,現在では協議の結果現状保存に計画変更できた岩田

第14号墳 l基を除いて,すべてその姿を消し去ったのである。
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第129図  岩田土壊墓群周辺地形図および分布状況図
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